

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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オープニング









　──こいつが出てきて思ったのは落胆、そして計り知れない徒労感だった。

　雷鳴が轟とどろく。大気は震え、爆心地には激震が走っていた。

　──何な故ぜ、どうして……どこまで運命は俺を困らせたら気が済むのか。

　組み合う黒い指と、黒い指。両者の足元が卵の殻みたいにひび割れた。

　魔神の前に現れたのは、もう一体の魔神。まるで鏡写しのように両者は相対する。

『どうして……君が』

　魔神が守るのは、傷ついた麗しの淑女と、それを駆る勇者だった。

　──しかし、こいつは常に俺の想定の上をいっていた。予定していた結果には及ばなくとも、確実に、上に上にと登ってみせた。

『今日は気分がいい。とてもいい……歌でも歌いたい気分だ』

　魔神がその身に刻むのは夥おびただしい量の古傷。力そのものが練られ、磨かれたかのような鋼の化身だ。その魔神を操るのは別世界より降り立った救世主メシア。

　人の上に立ち、人の先を征ゆき、人の運命を守るために魔人となった青年である。

　──吐く言葉、掲げた思想、香ばしい正義、どれも鼻で笑いたくなるものばかりだ。でも気概は感じられた。気迫は伝わった。

『だから直じき々じきに俺がやってやる』

　救世主メシアは勇者の真価に気付いていた。

　──こいつは種火だ。周りを焚たきつけ、呑のみ……やがては猛たけって炎を生みだす。

　そしてまた、今の自分に求められる役割にも。

　──ならば俺はその炎を大きくするまで。地球を飲み込む影すらも払う、聖火の嵐を作り出そう。

　救世主メシアは勇者を通して思い出す。

　人が、更に向こう側に行くための力。それはときに運命さえも動かす。

　勇者は、人々からそれを引き出した。




　可能性を呼び込む、心の力────『勇気』を。




　勇者の果てなき献身が希望を生む。人はまだ……マリスに負けていなかった。






Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　希望が砕ける音









　少年の意識が真っ暗な世界をたゆたっていた。

（どうして俺はあのとき、おかわりをしなかったのだろう）

　思い出したのは一杯のカレー。

　記憶が味を喚起させ、唾液腺が刺激される。口内に涎よだれが広がった。

（野菜が大きくて。肉もゴロゴロ入ってて……月で食べたものよりもずっと──）

『・・シュ！』

　誰かに呼ばれた気がした。しかし少年の意識は当てもなく漂う。

（せっかく作ってくれたのに。どうして還かえってこられると思ったのだろう）

『電気刺激・よる覚醒を促・ま・』

（どこかで、負けはしないと思っていたのかもしれない……だとしたら）

　少年の身体からだに鮮烈な閃光いたみが走った。

「ぐあぁ！」

　少年改め、エイルン＝バザットは、身体を反らして飛び起きる。

　脳が場所を認知する。メインモニターの画面枠フレームは赤く点灯していた。けたたましい警告音アラートがエイルンの覚醒を早める。

　左右のサブモニターには、残弾ゲージと上空図の簡易マップが表示されている。

　正面モニターのターゲットカーソルがロックオンしているのは、一体の敵。

　──コックピット？　──俺は？　──戦場!?

　散らばった意識が集まり、エイルンは目を覚ます。

　状況を認識すると、背筋が凍った。

「すまない、エルフィーナ。完全に飛んでいた」

　鼻血をぬぐい、エイルンは真紅の瞳を前に向ける。その言葉には、真に迫った重みが込められていた。愛機エルフィーナ・ルインレーゼは淡々と返す。

『非常時のため、野蛮な措置を取らせていただきました。改造人体に対する行使としては支障ないレベルの電圧でしたが問題はありませんか？』

「ああ、大丈夫だ」

　エイルンは強がる。額には脂汗。拭った鼻血が、頬ほおに軌跡を残していた。強打した後頭部には鈍痛が残り、多少の嘔おう吐と感も。

　傷ついたエイルン同様、エルフィーナの損害も痛ましかった。

　紅の闘神と謳うたわれた淑女は今、地面に片膝をついていた。

　露あらわになった美脚──膝先と大だい腿たい部ぶ──から火花が上がっている。上半身のドレスには数多あまたの亀裂。鮮烈な赤を放はなっている装き甲じは、泥と砂で汚れていた。

　貴婦人帽子のツバが欠けている。Ｖ字仮面の半分は砕け、片目が覗のぞいていた。

　ミッドナイトブルーの瞳は正面の敵を睨にらみつけている。

　エイルンとエルフィーナが挑むのは、一体の魔神。

『戦闘レベル「ダイヤモンド」に再評価。先ほど倒したものとはまるで別物です。ムッシュ、認めたくはありませんが、今のままですと撃墜されます』

　エイルンの考えていたことが、エルフィーナの言葉で真しん実じつ味みを増す。

　エルフィーナは淑しとやかな外見に反して相当の負けず嫌いだ。そんな彼女にここまで言わしめた敵……認めるしかない。

（ああ。分かっている。分かっているよ、エルフィーナ）

　拭った端から汗が垂れ、顎先からポタリと落ちる。

　エイルンは横目でサブコンソールを見た。ステータス画面にはウエディングドレス状の武装ユニットに×マークが表示されている。エイルンは悔しそうに口元を歪ゆがめた。




「どうして起きてくれないんだ……最終決戦兵装ウエデイング」




　西暦二〇七二年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億にも上る。

　追い込まれた人類を支えてきたのは二つ──生いけ贄にえと武器の存在だ。

　優先被虐対象者【ヘキサ】を一カ所に隔離管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用し続けた。

　しかし、マリスの侵攻は激化する。

　二〇七一年に起こった世界流行パンデミツク【手遅れトウーレイト】の発現である。

　マリスに変へん貌ぼうする人間たちが現れ始めたのだ。更には、国連軍の姦かん計けいで開けてはならないパンドラの箱が開けられる。

『刻印を失ったヘキサはマリスになる』

　その事実は人々に恐慌をもたらす。弾圧と虐殺は、世界中に広がる大火となった。

　秒読みに入った人とヘキサの全面衝突。

　エイルンコードはそれを止めるため、絶対不可能な作戦に挑むこととなる。





　◆出撃より七二時間前◆






　二〇七二年三月某日──第弐富士・新沼津港。

　造船工場の一つを、二隻の艦艇が占有していた。

「甲板は二四番から六一番に変更！　前部じゃない、全部だ！　四時間で引っぺがすぞ！」

「積載量のギリギリまで弾薬を詰め込む！　Ｎ付きの戦せん騎き装そうは全すべてＡ艦に移送！　16番機は自走！　７番機は甲板輸送だ！」

　作業員が忙せわしなく走り回る。

　カニのオバケみたいなクレーンが装甲資材を船へと運んでいた。

　ネイバー輸送艦【アリヤケ】と揚陸戦艦【アカツキ】──エイルンコードが所有する珠玉の突撃艦だ。新沼津港では現在、この二隻の大幅改修が進められていた。

　併せて第弐富士にある七つの港には、続々と船が入港している。

　イギリス・ドイツを中心とした欧州連合の艦隊群。

　幕僚本部から除籍、臨時派遣された陸・海・空自の混成大艦隊。

　インド・パキスタン・ウガンダなど、国連軍から離反してきた艦や戦騎装部隊。

　正規軍・非正規軍・民間軍事会社・私設武装団体──国境を超え、人種を超え、世界を救うべく集まった義勇兵たちである。




　その旗頭────エイルンコードの特別作戦班は、ある行事を行っていた。




　同日・同時刻──元氷ひ室むろ義塾本部・体育館。

　ワックス塗りのフローリングに、パイプ椅子が並べられている。前方にはステージと緞どん帳ちよう。ステージ横にはグランドピアノが置かれている。

　体育館では、卒業式が予定より前倒しで執行されていた。

　一部の戦闘科生徒──特別作戦班と、アリヤケ・アカツキの乗組員のみ──しか集まっていない。卒業式と呼ぶには閑寂にさえ思えた。

　しかし参加する生徒たちの顔は晴れやかだ。今日だけは皆、かつての学生服である濃緑のブレザーを着ている。演台で卒業証書を渡しているのは氷室雷らい鳥ちようだった。

『元戦闘科二年Ｆ組、亜あ賀が沼ぬま大だい地ち』

「ハイ！」

　背筋をピンと立て、大地がパイプ椅子から立ち上がる。

　その眼め頭がしらは僅かに赤い。隣に座っていたスター小隊の山やま武たけとオルソンは、号泣一歩手前である。臨席するエイルンもまた、大地の姿に胸がいっぱいになっていた。

（本当に立派になったな、亜賀沼）

　出会った当初からは考えられない。エイルンは心からの拍手を大地に送る。

　エイルンもまた皆と同じブレザー姿だ。かつて貸与されたものは、氷室義塾から離脱する際に失ってしまっている。雷鳥の粋な計らいだった。

（エイルン。まだ泣いちゃダメよ）

　後ろから紫し貴きに耳打ちされた。エイルンは苦笑し、どうかなと思う。

　日本政府の裏切りから氷ひ室むろ義塾は崩壊し、教育機関としての側面は失われた。

　しかし、生徒たちの要望で形だけだが卒業式を行う話になっていた。開式日は三月の下旬を予定。しかし、全員で参加できる保証がなくなったことから、式は前倒しにされた。




　ＭＩ01目標攻略作戦【エイルンアタック】が始動されたからである。




「元戦闘科二年Ａ組、一いちノの瀬せ葵あおい」

「ハイ！」

　葵が立ち上がる。今日ばかりは制服を着崩さず、しっかり着用していた。

　胸には卒業生の証あかしであるコサージュが付けられている。

「特務！　泣いちゃダメですよ？　ダメですからね。あの触手、絶対暴れますから」

　茜あかねが隣に座るセレンに小声で注意する。かく言う彼女の目も赤い。手にはハンカチが握られている。セレンも口をムの字にして、泣くのを我慢していた。

　以降も伍いつ橋はし月げつ下か、江え藤とう山やま武たけ、九重ここのえ紫貴と、名前順に呼ばれる。雷らい鳥ちようから卒業証書を受け取っていった。エイルンは心の中で、一人一人に賛辞を送る。

　来賓席にはイギリス王室第一皇子、クリストファー・Ｈヘンリー・ウィルの姿もあった。

「元戦闘科二年Ｅ組、八や雲くも日向ひなた」

「ハイ」

　全自動車椅子に座る日向が、透き通るような声を上げる。すぐに会場がざわついた。

　なんと日向は、自らの足で立ち上がってみせた。日向はそのままステージに向かう。

　ゆっくりで、まだぎこちない……しかし日向の姿は仲間たちを大いに感動させていた。

「目にゴミが入ったよ、おめでとう良かったね」

「ハイ。ハンカチ」

　グスっと洟はなを鳴らした大和やまとに、横から水す久く那ながハンカチを渡す。

　柔じゆう呉ごは笑みを浮かべる。日向は戦闘中の事故から下半身に軽度の麻ま痺ひを負った。それから何年も陰で辛つらいリハビリを重ねてきた。夫である柔呉もまた、私生活でそれを支えてきての今日がある。柔呉は、卒業証書を受け取った妻に大きな拍手を送った。

　エイルンは手に持った式次第を見る。

（次は卒業生代表の言葉……九重あたりかな？）

　とか考えてるわね？　とでも言いたげな表情で、紫貴はにんまりとしていた。

『卒業生代表。セレンティーナ・エングヴィス特別義務生徒』

　司会進行の田た中なか栄えい太た郎ろうが式を進める。セレンが「ハイ」と返事をした。

　エイルンは僅かに瞳を開く。彼の横を黄金の長い髪が通り過ぎた。

　セレンの横顔から後ろ姿を……エイルンは目で追う。

（そうか）

　初めて出会った頃のセレンと、今のセレン──二つの姿が重なった。

　しなやかな手足。身長もぐんと伸びた。豊満な身体からだつきは、誰がどう見ても大人のそれだ。内面的な成長が滲にじみ出て、その雰囲気や顔付きにも現れている。

　前を向くライトブルーの瞳には、凛りんとした強さが秘められていた。

（君が一番、見違えた）

　大きな嬉うれしさと、ほんの少しの寂しさ。エイルンは両方の気持ちを抱く。一方、壇上に立ったセレンは物もの怖おじする様子を見せない。静かに列席した仲間たちを見下ろした。

「…………」

　セレンは持っていた挨あい拶さつ文を何な故ぜか演台の上で閉じる。そして開口の一言は──




『みんな、顔が負け犬』──誰にも理解できなかった。




　会場がざわつく。セレンは会場の変化に気付いていないかのように話を始めた。

『今度こそ死ぬかも。たぶんみんな、そう思ってる』
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　セレンは卒業生の胸の内を掘り返す。ここにいる全員は三日後、ＭＩ01目標で戦うことになる。卒業式が前倒しにされたのもそのためだ。

　作戦概要は、オペレーション・リミットブレイクとやや異なる。

　エルフィーナをどんな手段を用いても最奥部に送り届け、エイルンが絶対種キングを撃破する。前段作戦の開始時刻は、二〇時間後に迫っていた。

　先発を請け負うのは参集してくれた義勇軍だ。

『マリス島への上陸』『拠点と防衛線の構築』『補給線の確保』『決死部隊の進路作成』

　彼らは、最低でもこれだけの任務をこなさなくてはならない。

　文字通り、エイルンたちは彼らの血路を渡ってキングを目指すことになる。

『集まってくれたのは九六〇〇〇……エイルンコード私たちと足しても全然足りない』

　オペレーション・ヘラクレス──動員兵力一六万・投入ネイバー七機。

　オペレーション・リミットブレイク──動員兵力三〇万・投入ネイバー四機。

　エイルンアタック──動員兵力一一万・投入ネイバー四機。

　ＭＩ01目標を制圧するには、圧倒的に戦力が不足しているのだ。

　人類側の勝利に終わったリミットブレイクも、サクラノツルギとエイルンコードの介入なしでは絶対に為なし得えなかった。

　加えてＭＩ01目標のマリスは、ＭＩ02目標の個体よりも更に強力だ。それはオペレーション・ヘラクレスの大敗で、人類が身を以もつて知った事実の一つである。

『人が足りない。武器も足りない。だからリミットブレイクのときよりも、きっと支援が減る。そうなると、ヘキサわたしたちの戦術が思うように実行できない』

　ヘキサの囮おとり戦術を展開するには、十全の火力支援が至上命題となる。しかし、今回は兵員が不足しているため、支援砲火部隊の規模も小さくなってしまうのだ。

　万全の支援環境を敷けない場合、マリス戦においてヘキサはただの囮に成り下がる。

　セレンの話す事実は、生徒一人一人の戦意を削そいでいった。

　一方、司会の田た中なかが来賓席の後ろまで小走りでやってくる。足を組んで話を聞いている雷らい鳥ちように耳打ちした。

「止めますか？」

「言わせてやんな。何か思ってのことだろう」

　隣に座る礼服姿の結ゆう城き武蔵むさしは髭ひげを弄いじっている。鋭い目線はセレンに向いていた。

「セレンちゃん、もしや……また胸、大きくなってない？」

　田中はこのジジイ、ぶれねぇなと思う。卒業生として傍聴する大だい地ちたちは、周囲の様子を警戒していた。オルソンが怪け訝げんそうな顔で呟つぶやく。

「ネイバーフッドちゃん、どしたの？」

　周囲に視線を配りながら、山やま武たけは隣の大地に耳打ちした。

「空気ぶち壊しじゃん……暴れるやつ出てきたらどうするよ？」

「取り押さえてつまみ出す。気はこのまま張ってろ」

　二人が「「応」」と応こたえる。エイルンもまた怖々とセレンを見守っていた。

「セレン……」

　一方、壇上のセレンは短く息を吸う。セレンが本当に言いたかったのはここからだった。

『でも…………だから何？』

　驚くほど冷えた声。オマエなんて怖くないと、厳しい現実に逆らうように。

『一番苦しかったときを思い出す。最低だけど、最悪じゃない』

　セレンの言葉足らずの言葉には、撃ちだされた弾丸のような覚悟が込められていた。

『知らない奴やつが一〇万人集まっても、私は一度も安心できなかった。怖さからも不安からも逃げられなかった。あのときの私には、茜あかねとクロしかいなかった』

　モルモットとして実験動物にされた。人体兵器として軍に売り飛ばされた。戦場奴隷として強制労働を強いられた。囮おとりとして走らされ、友軍からは敵ごと一緒に撃たれた。

　人として生きる権利を取り上げられ、再びただの餌にされた。

　ここにいる子供たちは、それぞれの地獄を、エイルン消失時に経験している。

『あのときに比べれば、こんなの全然怖くない』

　月げつ下かは笑いを零こぼす。ふと月下の視線と日向ひなたの視線がぶつかった。オルソンと山やま武たけはなるほど、とでもいうような顔になる。大和やまとは薄笑いを浮かべた。

「まぁ、そうか……そうだな」

『本当に怖いのは心が折れて諦めちゃうこと』

　セレンは大きな胸に手を乗せる……かつて大好きな人がくれた、宝物の言葉を思い出していた。




《もし、完全に歩みを止めてしまえば足を止めた場所が終着点になってしまう》




『走り続けるの。苦しいところで止まったらずっと苦しいまま。生きて、動いて、どうしたら幸せになれるか、探すの』

　セレンも今ならエイルンの言葉の意味が分かる。

　死を待ち続ける人形から、生を求めて仲間と闘い続けることを選択した。駆け抜けた先に、光り輝く黄金の道があった。




《心が震えればまた立ちあがれる。走り出すことだってできるんだ》




『前を見る。みんなで絶対に幸せになる。ヘキサにもマリスにも負けない。怖いもの全部、壊して殺して前に進む……その方が私たちらしい』

　エイルンは大きく息を吸った。セレンは凛りんとした表情で左胸を拳こぶしで叩たたく。




《『人の強さの源は、心ここにある！』》──かつてのエイルンと、セレンの姿が重なった。




　セレンは姿勢を正す。

『だから……この卒業式は私たちの門出。勝ってみんなで帰ってこよ』

　最後にふわりとした微笑ほほえみを添える。奥ゆかしい霞かすみの花のような笑顔だった。

　沈黙が渡る中、セレンは階段を降りようと足を掛ける。静寂を破るように、突然拍手が鳴った。その音に呼ばれるようにセレンは面を上げる。

「総隊長ぉ」「あらら」

　山やま武たけや紫し貴きが苦笑いを零こぼす。

　エイルンはボロボロと泣きながらセレンに拍手を送っていた。

　まるで学芸会で頑張った娘を応援する家族のように。拍手の音は伝でん播ぱする。次第に体育館は拍手の波に包み込まれていった。

　一方、セレンは小走りで戻ってくる。ハンカチでエイルンの涙を拭いた。エイルンはそのハンカチを取り、自分の目元に押しつける。肩を震わせ、嗚咽おえつを押し殺した。

（そうだな、セレン。俺たちは負けない……絶対にみんなで帰ってこよう）

　エイルンたちはヘキサと人類の全面戦争を止めるべく、一大作戦を決行する。

　全すべてのマリスを生む元凶────絶対種【キング】を倒す。

　クイーンはキングが吐く胞子菌が萌ほう芽がすることで生まれる。誕生したクイーンが子を生み、子らが成長してまた新たなクイーンとなる。

　マリスとの闘争を終わらせるには、このキングを根絶させる他ない。事実、ＭＩ02目標のキングが倒されてから、大西洋側のマリス問題は収束に向かいつつある。

　しかしオペレーション・リミットブレイクを通し、ネイバーでも特定の機体を除き、キングには通用しないことが露呈してしまった。そのことから今作戦では、唯一にして最大戦力である──しかも、キング撃破の実績を持つ──エルフィーナに白羽の矢が立った。

　しかし、絶対的な戦力不足が問題に挙がる。

　十分な兵力を投入できれば、リミットブレイクのように多面同時侵攻で敵の数を減らしながら進軍できた。しかし此こ度たびの作戦ではそれができない。

　そこで、戦力の中核であるネイバーを『囮おとり』として利用することが決定された。

　別々の進軍ルートを出発し、中央に集まるマリスを散開させて道をこじ開ける。手薄になったルートを通り、エルフィーナが島の最奥部を目指す。

　エイルンに全てを託す。そのことから作戦名は【エイルンアタック】に決定された。





　◆現在時刻──一一時◆






　島中を照らす緑色の陽光。地表や野草は紫に変色している。川や滝は、有害な地質毒に犯され、毒の汚水となっている。そこは大昔、ハワイと呼ばれていた島だ。

　あらゆるものが汚染され、マリス以外の生物が生きられない環境へと変わり果てた。

　マリス群生地【ＭＩ01目標】────地球に巣食う、最後のマリスの牙城だった。

　エイルンコードが率いる、各国義勇軍は兵団規模にして約一〇万。

　五カ所の上陸ポイントから進軍し、既に三時間が経過しようとしていた。

　進撃ポイント②──エリアＡ・大河ルート。

　そこは陸を活断するように毒の大河が通っている。

　海洋マリスの子団が水面を盛り上げ、一カ所を目指す。同じく大河に沿ってクイーンの子供たちが犬走りで同じ箇所へと向かっていた。

　──鼓膜が破れるほどの激突音。──鉄が千切られる金属音。──巨大な一機に覆いかぶさる、二匹の巨影。

　突如、巨大な物体が飛んできた。走行中のポーン数匹が押し潰され、黒血が爆はぜる。

　降ってきたのは緑色のラージシールド、そしてそれを握る引き抜かれた左腕。

　波の二ウエイブ・ツー・双そう条じよう水す久く那なの駆る、ネイバー16番機【ショワンウー】のものだった。

『尋常じゃねぇぞこいつら！』

　もう一人の水久那、宿儺すくなの叫び声が海神のネイバーから上がる。ショワンウーが相手取るのは半はん人じん半はん狼ろうのクイーンだ。

　二二メートルのショワンウーに対し、二七メートルの体たい躯くをもった獣人。それが二体。

『アイスランドとハワイで、なんでこんなにも差があるんだよ！』

　牙と盾がぶつかり、火花を上げる。ショワンウーはクイーンの口内にシールドを突き入れ、突進に耐えた。もう一匹がショワンウーの頭部に爪を立てる。その喉笛に噛かみついた。

　頭部に爪跡が付く。首の装甲に亀裂が走った。

　到達した子団もまたショワンウーを襲い出している。ポーンがショワンウーの甲羅を上ろうとするが、それをクイーンが叩はたき潰す。

　獲物の横取りは許さないといわんばかりに……。

『パワーも上！　頼みの装甲まで穴を開けてくるかよ！』

　今作戦において、ネイバーに課せられた使命は、余剰戦力の『誘い』と『削り』。

　味方機の姿は既にない。ショワンウーの護衛部隊は道中で全滅していた。

　ショワンウーが押し倒される。

　二匹の獣人は、餌に跳びつくコヨーテのようにショワンウーに群がった。敵はクイーン二匹だけではない。マリスの子団もまた集結しつつあった。その数、およそ四〇〇〇。

『ど、けぇえっ』

　ショワンウーのポニーテールが伸びる。八匹の大蛇【バージョア】だ。バージョアで一匹のクイーンを絡め取り、大河の方へぶん投げる。残る一匹の腹を蹴り上げた。犬のような口に容赦なく盾を叩たたきこむ。牙が折れて、そのクイーンは泥の中に転がった。

　しかし、今度は子団のマリスが四方八方から飛び掛かってくる。

『ぐあああ！』

　ポーンやルークがベタベタと機体に貼り付いていく。数十秒もしないうちに、ショワンウーは肉の壁に押し潰された……しかし。

　貼り付いた敵が、内側から殴られるように一匹・二匹・三匹と、吹き飛ばされていく。

『邪魔っ、すんなぁ！』

　大盾をぶん回し、ショワンウーが肉の壁を弾はじき飛とばした。

『絶対に諦めて……たまるもんかっ』

　踏み出した足がぬかるみに沈む。

　二匹のクイーンと数千のマリスに向け、水す久く那なと宿儺すくなは機体を前へと押し出す。

『最後に勝つのは、僕たち人間だ！』

　数千の軍勢を前にして、海神のネイバーは後退を選ばなかった。

『気張るぞ相棒！　キングを殺して！』『きっと、あの人が戻ってくる！』

　一人にして二人の怒号が孤独な戦場に響き渡る。







　進撃ポイント⑤──エリアＥ・沿岸部ルート。

　そこは島の外周となる沿岸部の崖だ。

　九〇度の絶壁を、鉛色のアラクネが爆走していた。

　五〇メートル下には石色の海原が広がっている。壁走りを披露してしかし、そのスピードはいささかも落ちない。

　日向ひなた・月げつ下か・飛鳥あすかの三人が駆るグランヴォルカンだ。

　重装甲・四足モンスターのグラン三号が下半身を務める。単眼の砲戦用戦せん騎き装そう・グラン二号が上半身。動力であるグラン一号を背中に担いでいる。

　飛行する雄ナイト、海面から飛び出すビショップ、絶壁をよじ登って海から上ってくるポーン、崖の上からは滝のようにポーンとルークが落ち続けている。

　雄ナイトは甲殻を纏まとった巨大シーラカンス。ビショップは全長三〇メートルを超す、白ウナギのようなマリスだ。

　グランヴォルカンは上半身を旋回させる。前へ後ろへと砲弾を撃ち続けていた。

『死ねっ！　死になさいっ！』

　連続で発射される炎弾……子団でできた横断幕に風穴が開けられる。しかし、後追いで降ってくるマリスの大群がすぐに進路を埋め立ててしまう。

『嫌なやつに当たっちまったね！』

　壁走りする下半身──グラン三号の頭部が崖の下を向く。

　グランヴォルカンの後方五キロ地点に、この状況を作る元凶がいた。

　女の上半身が五人分、海面から伸びていた。それぞれの胸元には大きな口だ。そのクイーンは一〇ある口から、白い塊と、黒い粒の塊と、青い実を吐き出し続けている。

　黒い粒は複数のポーンに、白い玉はルークに、青い実は割れてナイトに。

　かつて氷ひ室むろ義塾を窮地に陥れたクイーン【繁殖型】──それも、四〇メートルを超える巨大な個体だった。

『陰険ウサギ、頭冷やしな！　牽けん制せいでいい！　アンタたちも絶対にまともにやり合うなよ！』

　相棒の頭に血が上っている分、月げつ下かは冷静だった。

　グランヴォルカンを護衛、追走するのはスター小隊の【風神カスタム】三機だ。

　ブルーカラーの戦せん騎き装そうで、その頭部には『三』『蒼』『星』の漢字がそれぞれペイントされている。スター小隊はロープグラップルとウイングダストを併用し、主にグランヴォルカンの側面援護に注力していた。

『七時方向！　概算で二〇匹以上！　三〇メートル切ってる！』

　山やま武たけ機がスイートビーを乱射しながら宙空をバックした。

　崖をよじ登っていたルークに大だい地ち機が八〇ミリグレネードを発射する。鈍い砲声が鳴り、ルークの頭が爆はぜた。

『オルソン！』

　大地に呼ばれ、グランヴォルカンの後方をオルソン機が横切る。迫った敵の波に携行地雷を投下した。崖を這はい上あがってきた先頭の六匹をまとめて焼き払う。

『これでボム、残ゼロよ！』

　オルソン機がそのままグレネードを崖の一カ所にぶっ放ぱなす。崖が崩れ、山昇りをしていた子団数十匹を海原に落とした。

『日向ひなたちん！　コロナは銃撃と交互使用してぇ！　ラジエーターがオーバーヒートしちゃう！』

『くっそおおおお！』

　グランヴォルカンの多足にミサイルハッチが開く。小型誘導ミサイルの波状発射だ。

　ミサイルは海面へと向かう。盛大な水しぶきと共に海中の群れを吹き飛ばした。

「見ていて頭がおかしくなりそう！」

　コックピットの日向ひなたは、血走る目でターゲットカーソルを追う。

　見ているものが海なのか、地面なのか、空なのか、落石なのか、マリスなのか……一瞬、分からなくなるのだ。景色とマリスを区別するのにカンマ数秒のラグが起きる。

　それほどまでに、グランヴォルカンの周囲はマリスで溢あふれ返っていた。

　錯誤の蓄積と、死と隣り合わせの状況が日向の精神をガリガリと削っていた。

「ノーミス機動が絶対条件！　避よけ残しも、撃ち漏らしも許されないってんだからやってられないね！」

　月げつ下かもまた、汗を散らしてギアチェンジする。機体を乱暴に跳躍させたことで、その爆乳が大きくバウンドした。グランヴォルカンの火力は、今やここにいる者たちの生命線だ。

　日向のガンテクニックから繰り出される無尽の砲弾幕が敵を隔てる障壁になっている。

　そんな日向を運ぶ月下にも失敗は許されない。日向が吠ほえるように言った。

「エイルンさんが必ず成し遂げてくれる！　それまで、絶対に生き伸びてやるんだから！」

「ちっ、珍しく意見が合っちまったね」

　舌打ちをしつつも月下は笑みを零こぼす。グランヴォルカンが砲筒を正面に構える。

『それまで……敵は一匹でも多く、私たちの方へ引き付ける！』

　カレイドコロナがまた火を噴いた。しかし次の瞬間、月下の鋭い声があがる。

『ッ!?　陰険ウサギ、上だ！』

　グラン二号が上を向く。巨翼を広げ、有翼ルークの爪が迫っていた。

『月下ぁ！』

　グランヴォルカンと有翼ルークの間に、大だい地ち機が身を投げだした。







　同時刻──アカツキ・船内格納庫。

　アカツキの格納庫には戦せん騎き装そうが押し寄せていた。彼らは船団付きの護衛部隊である。

　一二基あるハンガーは、修理に回された機体で全すべて埋まっている。空いているスペースに弾薬の尽きた機体を停止させ、整備兵が補給作業をしている。

　この場所が戦機装で満員になっている理由──

　飛行タイプの子団が艦隊に押し寄せているのだ。甲板に急設した補給スペースの在庫は既に底を尽いていた。現在、ここから甲板へ燃料・弾薬を送り続けている。

『おまえらもう入ってくるなぁ！　修理機体が搬入できなくなる！』

　メインゲート近くにある、見張り台で柔じゆう呉ごが怒鳴り声をあげた。

　甲板で補給にありつけなかった兵が、この格納庫に来てしまっているのだ。

　柔呉たちは損傷した機体の修理だけでなく、せっかちな兵士たちの腹まで満たさなければならなかった。

　搬入口を塞いだ戦せん騎き装そうに再び大声を上げようとしたとき、安全靴の靴くつ紐ひもが切れた。

「…………日向ひなた？」

　柔じゆう呉ごは嫌な予感を感じる。傍そばにある作業用エレベーターが開いた。作業着を来た整備部員が血相を変えて駆け寄ってくる。

「部長！　甲板の第一護衛部隊、既に四分の一がやられたようですっ！」

　柔呉の糸目が僅かに開く。現在アカツキの甲板では、洋上から迫り来るマリスと護衛部隊の激戦が繰り広げられていた。部員は周囲を気にしながら報告を続ける。

「このままでは敵の侵入も時間の問題です。もし、ここを襲われでもしたらっ」

　主砲の発射で格納庫が地震みたいに揺れた。柔呉は目だけで辺りを見渡す。

　応急修理を済ませた機体が昇降リフトに乗り込む。部員たちが大声で意思疎通しながら空いたハンガーに次の修理機体を運ぶ。まさにフル稼働・フル動員だ。

　ここを放棄するわけにはいかない。柔呉は彼の首に腕を回して耳打ちした。

「非常時だ。戦騎装に乗れる奴やつを三名選出、補給作業のついでに手伝ってこい。撃てばとりあえず当たるの、なんか持っていかせろ……危ないと思ったら逃げてこい」

　彼は一瞬、顔を青くする。でもすぐに「了解！」と、近くのハンガーに走っていった。すると別の部員が誘導棒を脇わきに抱え、タブレット片手に走り寄ってくる。

「部長！　緊急入庫の申請が来てます！　第三出撃カタパルトのハッチ開放許可を！」

　柔呉はそれを聞いた途端、顔を鬼にした。

「どこの馬鹿野郎だ！　外に何匹マリスがいると思ってるんだ！」

「江え藤とう部員からです！　亜あ賀が沼ぬま部長が負傷した模様！　急いで処置しないと生死に関わるかもと！」

　柔呉は口を噤つぐむ。部員はタブレットを柔呉に見せた。それには外のカメラ映像が映っていた。ボロボロの山やま武たけ機が大破した大だい地ち機の上半身を抱え、こちらへと向かってくる。

『こちらスター03！　スター01がグランを庇かばって！　親っさん、ごめん！　海上に逃げてくるしかなかったんだ！　大地も頭をやったみたいで、意識がないんだよ！』

　泣きそうな山武の声が響く。柔呉は苛いら立だち、手の平を拳こぶしで打った。

「山武の馬鹿ヤロっ……仕方ねぇ！　カタパルトハッチを開けるぞ！　動ける兵にも呼びかけてくれ！　絶対にマリスを中に入れるんじゃねぇぞ！　俺の巌がん流りゆうも回せ！」

　柔呉たちもまた、命掛けで己の職務を全うしていた。







　同時刻──アカツキ・ブリッジ。

　甲板上ではアカツキの六本ある主砲が火を噴き続けている。九門の高射砲は艦周を覆うバリアの役割を果たしていた。近付いた有翼子団はズタズタにされて海へと落ちていく。

　主砲発射の度にブリッジが大きく揺れる。しかしクルーは気にも留めない。

　司令席では雷らい鳥ちようが周囲の艦に援軍を要請していた。指揮スペースでは紫色の仮面【アポロニアスγ】を被かぶった紫し貴きが、現場の総指揮を執り行っている。

　雷鳥は有線電話の受話器に唾を飛ばす。

「一八師団の第一一二倉庫がある！　もうそこから弾薬を引っ張ってきな！　四時間!?　アホ垂れ！　込み込み二時間で終わらせな！」

「司令！　フリードリッヒ級轟ごう沈ちん！　海洋子団の勢い、止められません！」

　田た中なかが背後を振り向いて報告した。海洋子団とは、ポーン・ルークなどの両生態マリスや、ビショップの群れなどを指す。雷鳥は自席のチャンネルボタンを押した。

「泣き言を言う前に頭を回しな。機関部には絶対に取り付かせるんじゃないよ。武蔵むさしさん、そっちはどうだい。明みよう星じようの進行具合は？」

　メインモニターの横側に、受話器を持った武蔵の顔が映った。

『芳かんばしくない！　クリストファー殿下と一緒に足止めを食ってる！　大和やまとの小便垂れめ！　若いころの儂わしだったらもう島の中腹についてる頃だ！　セレンちゃんは？』

「悪いがあの子もそれどころじゃない！　葵あおいと一緒に、右へ左へ大忙しだ！　坊やはどうなってる？　瘴しよう気きが濃すぎて島の中心をモニターできないんだよ！　坊やもこちらからの通信に出ない！」

「司令！　有翼子団・第七派！　きます！」

　田中が空の様子を画面に映す。有翼のポーン、ルーク、雄ナイトが群れをなして大群で押し寄せてきていた。雷鳥は目を剥むいて即決する。

「主砲一番から三番回頭！　外すんじゃないよ！」

『一本こっちも回してやれ！　狙い！　アカツキ上空、有翼子団！』




『「てぇええ────っ[image: ]」』──アリヤケとアカツキの主砲が同時に火を噴いた。




　進撃ポイント①──エリアＡ・丘陵地ルート。

　一八〇度を一望できる、なだらかな紫色の平野。

　そこに天を突くような、大巨人が立っていた。大きさは実に一三〇メートル強。顔は無く、筋肉のラインもない。のっぺりした手足がどこまでも伸びている。

【巨神型】──確認されたクイーン種の中で、最も大きな種類とされる。

　しかし、この個体の大きさは尋常ではない。観測されてきた個体の二倍以上はあった。

　足元を走っているポーンの群れなど、巨神型からすればまるで蟻ありだ。

　その巨神型が両手で何かを引っ張っている。丁度、人形の両手を引っこ抜く要領で。

　その人形こそが、エイルンコードが誇るネイバー７番機【明星】だった。

『ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　白銀のサムライから大和やまとの叫び声が上がっていた。明みよう星じようが腕を抜かれまいと、機体を震わせて巨神型の引っ張りに耐えている。両肩の関節部からは火花が上がっていた。

　巨神型の前では、ネイバーなどまるで小さなプラモデルだ。それでも明星は、持ち前の馬鹿力で懸命に抵抗していた。

　一方、巨神型の足元ではポーン数十匹が重なるようにして蠢うごめいていた。

　重なり合うポーン──その身体からだ同士の隙間──から、突如、黄色い光が溢あふれだす。

『聖せい鎧がいのぉおお！　天・拳っ!!』

　クリストファーの怒号が上がる。ポーンの山を砕き、剛弾となった右腕が打ち上げられた。現れたのは白い王機【バルゴ・ティアーズ】だ。

　撃ち放はなたれた天拳が巨神型の右頬ほおにめり込んだ。巨神型が地の底から上がってくるような声を上げ、後ろへと倒れていく。

　解き放たれた明星が落ちてくる。ポーンを踏み潰して着地した。

『生きてるか！　サムライの！』

　バルゴ・ティアーズの左腕も剛弾に変わる。迫りくるマリスの波は濤とうを一直線に割り、粉砕した。一方、明星はしゃがんだ格好で手を真横に向ける。

　大回転する鉄塊──ポーンの群れが裂かれ、両断されていく。

　鉄塊は最後、明星の右手に納まった。それは四〇〇トンの背負い太刀【曙あけぼの丸まる】。

『助かりましたマジありがとうございます！』

　明星が地面を踏み締め、背負い太刀を横に振り抜く。

　ぶった切られたルークの上半身と下半身が五匹分、空中をコマみたいに回転した。明星はそのまま太刀を振り上げ、正面に落とす。雄ナイトの脳天から尾ビレまでが両断された。

　バルゴ・ティアーズと明星が背中合わせに立つ。

　バルゴ・ティアーズは聖鎧士パラデインを思わせる人型のネイバーだ。冠の意匠に、金色のオーラを全身から発している。

　明星もまた人型で、固太りしたフォルムをしている。白銀の全身装甲が鈍い光を放つ。

　ここには巨神型だけではなく、埋め尽くさんばかりの子団も集ってきていた。

　今作戦で最も攻撃力のある二機のネイバーは、それぞれ敵の多い箇所へと投入されていた。しかしバルゴ・ティアーズの救援要請を受け、明星が合流した形だ。

　大和とクリストファーは死に物狂いで、巨神型の侵攻を止めていた。

『こんな化物までいるのかよ！　ＭＩ01目標！』

　大和の苛いら立だつ声が漏れる。クリストファーが応こたえた。

『すまない！　貴公が来てくれなければ、余とてあやつに抜かれていた！　そうなれば後方に陣を置く、本隊部隊が踏み潰される！』

　立ちあがった巨神型に支援砲火が六連発、着弾した。しかし巨神型は意に介した素振りも見せない。大和やまとの驚きよう愕がくが漏れる。

『一二〇ミリの戦車砲だぞ！』

　明みよう星じようが飛び掛かってきたルークの顔面をわし掴づかむ。その頭をリンゴみたいに握り潰した。

　片や、バルゴ・ティアーズの王冠が光る。地面を直線状に光が走り抜けた。半秒後、地面の上にいた敵団の一〇〇匹以上が、直上に吹き飛ばされる。

『今、支援砲火が途絶えれば前線に展開した部隊が根絶やしにされる！』

　二機の背を飛び超え、艦砲による支援砲火が降ってくる。一発二七〇キロの火薬を包んだ鉄の砲弾だ。一〇〇メートル範囲で敵が木端になり、爆炎に巻き上げられた。

　一発が巨神型の胸に命中する。さしもの巨神型も、その一発でよろめいた。

『本当なら今頃、エイルンあいつの直援に回ってたはずなのに……もうキングのところへは辿たどりつけたのか？』

　明星が逆ぎやく袈げ裟さに太刀を抜く。有翼ルークと、跳ねたポーンが一刀で斬り伏せられた。

『ちっ！　考えても仕方ないよね分かってるよ！　陛下！　巨神型やろうをぶった斬る！　お手伝い願いませんかね！』

『！　心得た！』

　バルゴ・ティアーズは再び右肘を引いた。明星が勢いよく飛び出す。

『こやつを張り倒して英雄殿に追いつこう！』

　明星は勢いよく背負い太刀を薙なぎ、ポーンの海を渡っていく。

『ここでゴチャゴチャやってる間にシレっと終わらせてそうですけどね！　あの野郎の場合！』

　明星のアイカメラが真っ赤になる。大和の雄お叫たけびがこの戦域に轟とどろいた。

『七なな扇おうぎ大和！　推して参る！』

　明星とバルゴ・ティアーズは聳そびえ立たつ巨神に向け、疾走を開始した。





　◆出撃より二七時間前◆






　新沼津港では、アカツキ・アリヤケの両艦の出航時間が押し迫っていた。

　メタリックレッドのアタッシュケースを手に、エイルンが振り返る。ラインハルトの軍服姿だ。どこか遠くを見る目で、第二の故郷をその目に焼き付けていた。そのとき港に、黒塗りのセダンが乗りつける。乱暴に停車すると、茜あかねが後部座席から飛び出してきた。

「エイルンさん！　待って下さい！」

　エイルンは「陽ひ葉よう？」と、タラップに掛けようとした足の向きを変えた。エイルンの前まで来ると、茜は肩で息をつく。エイルンは物憂げな笑みを茜に送った。

「すまない。君一人に大役を任せることになってしまって」

　一方、茜あかねは暗い顔のまま直立する。エイルンの顔を直視できなかった。

「キングと一騎打ちをするエイルンさんに比べたらなんでもありません……それに──」

　茜は、スーツパンツを握りしめる。

「私の方こそっ、本当ならもっと手堅くキングのもとまで送ってさしあげるべきなのに……もっと軍備がっ！　戦力が整ってくれたら！」

　茜は懺ざん悔げするように、顔面を手で覆った。

　雷らい鳥ちようだけでなく、茜もまた、様々な手を駆使して今日まで兵をかき集めてきた。

　イギリスとドイツの陸・海軍に加え、ネイバー17番機とイギリスのガラティーン王立近衞騎士団。

　傘下部隊としてデンマーク、スウェーデン、ルーマニア、オランダ、ベルギー軍からなる、ヨーロッパ連合軍。その中にはスイス連邦が身銭を切って派遣した傭よう兵へい部隊も数多く含まれている。欧州は、リミットブレイク後、国連とは反目する姿勢を見せていたことからも、比較的容易に協力に応じてくれた。しかし、他が壊滅的だったのだ。

　アメリカを始めとする大国が裏で根回しをしたと茜は考えている。

　そこで四八の斡あつ旋せん業者に口利きを頼み、裏稼業・非合法の部隊も募ったが、想定の半分も兵を集めることが出来なかったのだ。結果、作戦の最重要ファクターであるエイルンには、半ば特攻にも似た電撃作戦を強いることになってしまった。

「いや。君はよくやってくれたよ。ここまで人を集められたのは塾長や君のおかげだ。それに、直援には七なな扇おうぎをつけてくれたじゃないか」

「それでもです！　前線に出られない私がもっと頑張らなきゃいけないのに。なにが妖精の三フエアリー・スリーだよ、こんなていたらく」

　茜は濡ぬれはじめた目元を両手で拭う。そんな茜の肩をエイルンは優しく叩たたく。泣いた茜が面を上げる。エイルンは彼女に微笑ほほえみかけた。

「俺は、俺の戦いに全力を注ぐ。だから……みんなのことを頼んだぞ」




《君が俺たちの最後の希望なんだから》




　茜は出航したアカツキとアリヤケを見送る。涙を拭いてから「よし」と気合いを入れた。

「ぜったい……やり遂げてみせる」

「何をだ？」

　後ろから声をかけられ茜は「きゃあ！」と声を上げる。背後に立っていたのは金髪碧へき眼がんの優男。白い王族軍服に身を包む、クリストファー殿下であった。

「で、殿下」

「なにやら企たくらんでいるな。頼もしいことだ」

　クリストファーは微笑ほほえみを零こぼす。エイルンコードの此こ度たびの呼び掛けに真っ先に応じたのはイギリス王室だった。参戦には消極的だったヨーロッパ連合軍に強く働きかけてくれたのも、このクリストファーであった。

「ヨーロッパ連合艦隊は先に出撃したから、もう行ったかと思ってました」

「船長たっての希望で、ペンドラゴンは後詰めに回ることになった。旗艦に何かあれば船を盾にしても守ると嘯うそぶいていたぞ」

「ありがたいです、とっても……あれ？　でも船長って」

「此度もハイルマン大将が請け負ってくれた」

　茜あかねが「うえぇえ!?」と声を上げる。ハイルマン・ウィルチャーチはオペレーション・リミットブレイクの最高司令官を務めた提督だ。あの作戦では茜も彼の元で戦っていた。

（てっきり嫌われてると思ってた。ハイルマンさん、実はいい人なのかな？）

「それはそれとして。殿下、私になにか御用ですか？」

　クリストファーは、出撃前に茜個人に伝えたいことがあった。

「戦場に出れば誰もが等しく戦闘単位の一つになる。それは余とて同じ……それぞれに役割があり、それぞれの仕事をこなす。彼らとて、憎くて君を困らせたわけではない」

　唐突な切り出しに、茜は思い当たる節があった。

[image: ]

「殿下……もしかして、作戦会議の様子を？」

　クリストファーは一番にこの第弐富士に入島していた。以来、積極的に出撃の準備を手伝ってきた。また部下を通して作戦会議の様子を逐次、報告させていたのだ。




《これだけの戦力で、あんな化け物だらけの要塞を落とすなんて出来っこない！　増援の見込みは立てられないのですか！》

《ですから！　最善を尽くしたプランが今、提示したものです！　これ以上は無い物ねだりです！》

《不確定要素に基づく命令には応じられない。我が軍は後方支援に留とどまらせてもらいますよ》

《局部の制圧作戦ではすまない。将兵に片道切符だけを握らせて、島に入れと言うんですか。大規模な工作作戦を進言します。突入部隊の離脱が困難になる》




「気にすることはない。アカーネもまたよくやっている」

　クリストファーは茜あかねの前に膝をつく。彼女の左手に触れるようなキスをした。

「ただ邁まい進しんせよ。余とバルゴ・ティアーズはそうやって今日まで戦ってきた」

　茜はしばらく黙りこむ。やがて小さな声で「ハイ」と答えた。





　◆出撃より二一時間前◆






　ここはアリヤケの船内にある明みよう星じようのハンガーだ。しかし作戦の兼ね合いで、この場に明星の姿はない。現在明星は、アリヤケの甲板に仰あお向むけにして運搬されている。

　まるで引っ越しの荷物を大量に運び込んだ状態──薄暗いネイバー格納庫には武器・弾薬が押し込まれるように積まれていた。

　パイロットスーツ姿の大和やまとがいる。それはパイロットスーツと言うよりは、甲かつ冑ちゆうに似たデザインをしていた。大和は出撃の前夜、よく明星と睨にらめっこをする。

　つい習慣で今日もこの場所に来てしまった。

「戦争に自分の子供を送り出した親たちは、こんな気持ちだったんかなーって思うわい」

「じいさん」

　閑寂な格納庫にやってきたのは船長兼、初代明星のネイバーフッド・武蔵むさしだった。

「自分のときは何でもなかったのに……見送る側は性に合わんみたい」

　武蔵はハンガーの手すりに背を預ける。一升瓶を男らしく傾けた。

「痛・風っ。それに明日は決戦だってのに。せめて日本酒じゃなく焼酎にしてくれっ。抜けるのが早いから」

　拳こぶしを震わせて大和やまとがお小言を言う。幼少期から面倒を見てきてもらった大和は、武蔵むさしに実の親のような感情を抱いている。そしてそれは武蔵も同じだ。

「アレを託しちまった以上、おまえには手て放ばなしに生きて還かえってこいとは言えん。状況によっては死ねと命令しなきゃいかん」

　武蔵は鼻を赤くして、しゃっくりをした。

「切り捨てられた。捨て石にされた。政治材料で死ぬことになった。むかつく思い出は吐いて捨てるほどある……でも、『まぁそうなるか』って思ってしまう部分もあるんじゃよ。戦時的判断というのは必ず誰かに冷たくできておる」

　親の情愛と、ネイバーフッドの責務──武蔵はその狭間はざまに立たされていた。

「どんな言葉をかければいいか訳ワカメ。わし、バカじゃからなー」

　武蔵は大和よりずっと大きな身体からだをしているが……大和には今の武蔵が小さく見えた。

「なぁ……爺じいさんはそんなとき、どうしてきた？」

　武蔵は眼めを宙に向ける。それから右手の小指を立てて見せた。

「儂わしの場合……これかの」

　大和は「そうかよ」と、ふてくされるように顔を背ける。彼女無し・童貞の大和に、これほど嫌いや味みな話はない。片や武蔵はそれを見て、「ひっく」とまたしゃっくりをした。

　腰のベルトに掛けていた衛星電話に手を伸ばす。形は電話というより、トランシーバーだ。

「儂だ。ああ、少しだけでいい……なんとか頼めんかの？」

　武蔵は衛星電話を大和に渡す。大和は怪け訝げんそうな顔で受話器に耳を当てた。

『陰イン、帝デイ？』

「っ！　恋華レンフア……おまえ恋華か!?」

　大和は思わず受話器を両手で握る。電話先の相手は自分のせいで大おお怪け我がを負わせてしまった明ミン国国主・明恋華だった。

『がんばれ。陰イン、帝デイ、がんばれ』

　大和は目に涙をためる。それから「ああ、ああ！」と何度も返事をした。

　武蔵は笑みを浮かべたまま額にかけていたサングラスを降ろす。大和の肩を叩たたいた。

「道理なんて糞くそ食くらえじゃ。道なんて無ければ作りゃいい」

　武蔵は我が子の成長を喜びながら、踵きびすを返す。

「愛に勝る刃やいばなし。吠ほえて進め若者よ」





　◆現在時刻──一二時半◆






　進撃ポイント④──エリアＨ・怪樹林ルート。

　ＭＩ01目標は長期間、地質汚染を受けた影響により、新種の動植物が数多く発生している。セレンとデストブルムの進撃ルートとなったこの怪樹林もその一つだ。

　そこは巨大樹が密集する森林地帯となっていた。

　大河のほとりを行くのは一機の戦せん騎き装そうである。周りの樹木と比べると、一六メートルを越える鉄巨人でも小人のように見える。

　鬼の戦騎装【鬼灯ほおずき・炎一號ごう】が大河に沿って進んでいく。足下の巨大タイヤロードホイールが草木を噛かみ、大だい地ちを削るようにして豪速を生みだしていた。

『そのまま付いてきな！』

　鬼灯の横を流れる大河────五〇メートル級の蛇影が揺らいでいた。

　ときに水面を揺らし、割き、鬼灯にぴったりと併走している。

　葵あおいが目指すのはたった一機の友軍。巨大な影が鮮明になっていく。

　魔女帽子にアバラ骨を垂らしたようなボディ。三二本のマシンアーム──蔓つるの先には、枝派するように伸びるカッターウィップが数百本──を侍はべらせて待つ、黒き魔獣。

　太平洋最強のネイバー。

　魔女の零ウイツチ・ゼロと【デストブルム・ロマンフェイズハレーション】だ。

『あわせなデス公！』

　鬼灯が高周波振動刀【鬼】を右のブレードユニットにしまった。すぐさま両手で、二基のブレードユニットから伸びる、別の柄つかを握った。

　同時、大河から飛び出したのは六つ目の大蛇だ。

　クイーン【海ヘビ型】──それも、鬼灯など一口で平らげてしまうほどのサイズだ。

　海中から頭を出し、口を開けた。この間、まだ一秒も経たっていない。

　鬼灯は回転、遠心力をバネに加えた。握った二本の刀を勢いよく投げ放はなつ。

　投刃刀【花】──柄に爆薬が仕込まれた投げるための刀だ。

　投刃は弧を描き、海蛇の目と眉間に深々と突き刺さる。柄に仕込まれた爆薬のランプが緑に光った。刹那、海ヘビ型の頭部で二つ分の光球が爆はぜる。

　鬼灯を真っ黒な返り血が濡ぬらす。海ヘビ型は苦しむように、天に向かって痛みの咆ほう哮こうを上げた。喉から腹と、水面から飛び出した蛇体が天へと伸びていた。

『クロ！』

　デストブルムの背後に控える四本の砲塔──そのうちの一本が正面に出る。

　砲身シャフトが自動的に伸び、照準が合わせられた。あまねく物質を消極させる魔女の杖つえである。砲口に黒い光玉が生まれた。

　光玉は膨れ、球の中心に向かうように渦を巻き…………放たれた。

　クイーンの蛇体に風穴が空く。海ヘビ型は二つに千切れて、大河へと沈んでいった。紫色の水面に大量の墨汁が混ざっていく。

　戦闘をアシストした鬼灯ほおずきはスピードを緩めない。

　右手にリボルバー式徹甲榴りゆう弾だん砲【ヤキゴテ】を装備する。滑り込むようにデストブルムと交差、森の方から来た子団にヤキゴテをぶっ放ぱなす。

　重すぎる撃鉄音は、電車の連結音を思わせる。巨大樹の幹を貫き、炸さく薬やくの爆発が森を焼き払った。鬼灯はそのままシリンダーが空になるまで弾を撃ち続ける。

　片やデストブルムは、周囲に迫った敵を文字通り機械のような正確さで駆除していった。

　鋼鉄の花が六輪咲いた。小口径ＩＭＥカノンだ。黒い破壊光線が正確に雄ナイト、ビショップ、ルーク、ポーンを撃ち抜く。次にマシンアームが縦横無尽に伸びた。

　枝先のカッターウィップは戦艦の装甲さえ、容易たやすく引き裂く。デストブルムの一〇連斬がマリスをなます切りにしていく。

　黒血と炎粉が二機を彩る。鬼灯とデストブルムがそれぞれの背中を守っていた。

『次から次へと！　ゴキブリでももう少し遠慮するわよ！』

　ヤキゴテのシリンダーが横に廃棄された。すると鬼灯の周囲にいたＵＦＯのような弾薬ユニット【宙ちゆう臣しん蔵ぐら】が動きだす。赤外線ビームがヤキゴテに当てられる。新品のシリンダーが射出・装そう填てんされた。デストブルムからセレンの跳ねるような声が流れる。

『葵あおい！　エリアＥは！』

　デストブルムはルークの足をつかむ。こちらに向かっていたポーンの群れに叩たたきつけるように放ほうり投げた。

『ごめん！　戦線が持たないと思って、この森まで引きつけてきたの！　この馬鹿デカイ木がバリケードになって、連中の足は遅くなったけど……出過ぎちゃった。これじゃもう帰れないや』

『じゃあ来る！　夏なつ樹きを応援！』

　鬼灯とデストブルムが背中合わせに立つ。

『セレンに会えて安心した』

『私も』

　鬼灯が正面に向け、ヤキゴテを構える。同じくデストブルムが小口径ＩＭＥカノンを発射した。二機が再び進軍する。鬼灯が徹甲榴弾を撃ち始めた。

『オラオラオラ！　エイルンコードのお通りだ！』

　──ルーク三匹の生首が飛ばされた。──有翼ポーンが頭から喧けん嘩かキックで潰される。──後追いでやってきた爆発の炎がポーンの身体からだを呑のみ込こんだ。

　左手で銃を撃ち、右手の太刀で敵を薙なぎ払はらう。

『道を！　開けなぁ！』

　鬼灯の口がガコンと開く。拡散放射で火炎を吐き出した。前方に迫っていた子団マリスが消し炭に変えられる。

　そんな中デストブルムのコックピットに、紫し貴きから音声通信が入った。

『セレン、ごめんなさい！　あなたの進路を妨害して！　そこに誘い出す以外、選択肢がなかったの！』

　セレンは画面上の敵を屠ほふりながら「大丈夫！」と応こたえる。

『このままデスサイズは継続します！　セレン！　デストブルムに、二〇〇メートル圏外にいる敵は無視するように言い聞かせて！』

　全方位モニターの正面に『上空図』が表示される。デストブルムを中心に円がマップに描かれた。セレンは円を指さしてデストブルムに指示する。

「クロ！　この中だけ！　あとは無視！」

　片や、鬼灯ほおずき──コックピットはバイク型の操縦デバイスで、葵あおいの肉感的な尻が後ろに突き出されている。葵にもまた紫貴から音声通信が入っていた。

『葵。悪いけど、まだまだ地獄は続くわよ。絶対に集中を切らさないで』

　血走る目で葵はモニターを探る。脳髄には、チリチリした感覚が走り続けていた。

「言われなくたって……残らずコイツら、地獄へ落としてやるっ」

　セレンに会えたことで葵の感情は一瞬、落ち着きを見せる。しかし、増援のマリスを見るや、葵の胸には黒い炎が戻りつつあった。

　許せない。殺したい。こいつらがいるから────悪感情は殺意に……葵を情動へと掻かきたてる。そんな葵に釘くぎを差すように紫貴が言った。

『自や棄けにはならないでよ。私だって我慢してるんだから』

「…………」

『全すべての元凶はこいつら。彼が悲しい運命を背負うことになったのも』

「もういい」

　葵は強い調子で紫貴の言葉を遮った。御託を並べるより、死体を積み上げる。その方が精神衛生的に良いように思えた。

　外で鬼灯が太刀と小太刀を構える。森の四方八方からマリスの子団が集まってきていた。

　葵と紫貴は死刑の宣告を化け物どもにする。

『下等生物どもを戦術の断頭台に』

『化け物どもに戦技の大鎌を』

　双肩ブースターからジェットが噴射──爆発的な推進力が機体を前に押し出した。

『炎の鎌と氷の断頭台っ！　そして首刈り執行人が、この鬼灯だってこと！』

　開幕の炎を鬼灯が吐き出す。

「テメーら、ぶち撒まき散ちらして！　分からせてやるよぉ！』

　自ら吐いた炎を掻かき分わけ、鬼灯・炎一號ごうが敵を殺し回る。





　◆出撃より一〇時間前◆






　アカツキの艦内を小走りで紫し貴きが走っていた。

　キョロキョロと忙せわしなく視線を配る。エイルンのことを探していた。紫貴は船室区画から艦橋の方まで足を延ばす。甲板への昇降口付近で、やっとエイルンを見つけた。

「エイ──っ」

　声を掛けようとして、傍そばにあった自販機の陰に隠れる。エイルンが談笑しながら昇降口の階段を降りてくる。その隣には葵あおいがいた。

（葵？　こんな時間に）

「あーん！　やっぱ勝てなかったー。これできっかり三〇〇連敗かぁ」

　露骨に肩を落とした葵をエイルンが笑い飛ばす。

「ハハハ。俺もそう簡単には負けてやれないさ。それに、いくら鬼灯ほおずきがパワーアップしたとはいえ、エルフィーナとはマシンスペックに差があるよ」

（シュミレーターの帰りみたいね）

　話を聞いて紫貴は安あん堵どする。エイルンが六つ並んでいる自販機の一つでジュースを買う。近くにあるベンチに葵と腰掛けた。紫貴はそのまま、しばらく様子を見ることにした。

「隊長のいじわる。一回くらい、わざと負けてくれても良いのに」

「そんなことしても君は喜ばないだろ」

　エイルンが缶コーヒーのタブを開ける。片や葵は、彼の横顔に一瞬見とれた。慌てて自分もタブを開け、一口呑のむ。ふと、昔のことを思いだした。

「……隊長、覚えてますか。私たちが初めて出会ったときのこと」




《とにかく私！　コイツのことが大嫌いっ！》




　この世界に来たばかりの頃、エイルンはヒーローごっこをして戦闘被害を拡大させたと、葵たちから誤解を受ける。その際、激怒した葵にぶっ飛ばされたのだ。

　エイルンは急に笑いだした。

「ははは！　ああ、覚えているとも！　初対面で女の子にぶっ飛ばされるなんて、後にも先にも君が初めてだったからな！」

「ごめんなさいごめんなさい！　あのときは隊長のこと知らなかったんですってば！」

　葵がペコペコと何度も頭を下げる。エイルンは気にするなというように手を振った。それから膝に載せられた葵の手に、自分の手を重ねる。

　エイルンの突然の行動に、葵──と物影に隠れる紫貴──の心臓が強く跳ねた。

「でも……今では一番頼りになる部下の一人だ」

　エイルンは空になった缶を足元に置く。両手で葵あおいの手を包み込んだ。

「いつだって君は、俺が困っていると飛んできてくれたよな」

「隊長？」

　葵は違和感を感じる。エイルンはかつてのことをしみじみと語り始めた。

「亜あ賀が沼ぬまを救いにいこうとしたとき。意識が朦もう朧ろうとする中、多頭型と戦ったとき。義塾と袂たもとを分かつと決めたとき……敵が誰であろうと、迷わず噛かみつく。本当に困ったやつだよ、君は」

　エイルンは葵の手の甲を引き、自分の額をつける。

「君に会えて良かった……本当に、良かった」

　葵はその言葉、そしてエイルンの態度から、恐怖に近い感情を感じていた。




　まるで、もう彼に会えなくなってしまうような。




　どこか、今生の別れのようにも聞こえてしまう。葵は強くエイルンの手を握り返した。

「お礼を言いたいのは私の方です！」

　彼が自分を置いて、どこかに行ってしまわないように。

「緑みどりねえが死んじゃって、ずっとどうすればいいか分からなかった私を隊長が救ってくれたの！　私ね？　隊長がいたからここまでこれた！　隊長となら、これからも、どこだっていける気がする！　ね、聞いて……隊長」

　思考は飛び、感情が葵を支配していた。

「私ね、隊長のことが……好きっ」

　エイルンが水を掛けられたように面を上げる。物影に隠れる紫し貴きもまた、大きく息を吸った。葵は俯うつむき、でも手は放さず……顔を真っ赤にしてエイルンに伝える。

「大好きです」

　一度、告げてしまうとずっと我慢していた気持ちが噴出した。

「任務のときだけじゃなく、ずっと隊長と一緒にいたい！」

　エイルンは何か言いかけ、唇くちびるを噛む。その表情には、男女の逢おう瀬せには似つかわしくない、切実な色が滲にじんでいた。

　葵はそんなエイルンの表情に気付かない。涙をため、うつむき、目をきゅっと瞑つぶった。

「だからお願いします──私を、隊長の恋人にしてください」

　葵の心臓は飛び出さんばかりに暴れていた。告白されたエイルンは苦く悶もんの表情で固く目を閉じる。半ば諭すように言った。

「一いちノの瀬せ。気持ちは嬉うれしいが……俺は、君とは何もかもが違い過ぎる。俺は人の形をしているが人間とはもう呼べない。まして、普通の恋愛なんて」

「知ってます！　コスモフィリアを移植したせいで身体からだがエネルギーの塊になっちゃったんでしょ？」

　葵あおいは涙ながらにエイルンの左胸に手を当てる。葵は葵なりに、アニメやネット情報を何度も見直し、エイルンの身体について勉強していた。

「私がおばあちゃんになっても隊長は今のままかもしれないんでしょ？　隊長が宇宙を守らなきゃいけないことも知ってる。でも私、そんなの気にしない」

　葵はエイルンを見上げた。

「それに隊長……マリスをやっつけたら、むこうの世界に帰っちゃうんでしょ？」

　その言葉は、言われたエイルンよりも盗み聞きする紫し貴きの胸を衝ついていた。

（……私は、どうしてそんな簡単なことに気付かなかったの？）

　紫貴に訪れたのは焦燥だ。

（彼の性格、使命、そしてエルフィーナ……普通に考えれば分かるじゃない）

　エイルン＝バザットはアニメ二期エンディングで、銀河を守る大任を買って出た。結果的に得た長命を使い、エルフィーナと旅に出たのだ。

　その生涯の最後まで弱き人を守り、救うと心に決めて。

（彼はたまたま可哀かわいそうな私たちを見かけて、この星に立ち寄っただけ）

　この星が脅威から救われれば────エイルン＝バザットは再びいなくなる。
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　世界のどこかで泣く、彼を必要とする人のために。

「なんとなく分かる。分かるもん」

　一方で葵あおいは必死に考えていた。どうすれば彼と一緒にいられるかを。

「だから……そのときは私も連れてって！　絶対、足手まといにはならないから！」

　そう言った葵の表情から、彼女の本気度が伝わってくる。エイルンは声が出ない。言葉を詰まらせていると、突然、もう一人別の声が掛けられた。

「そうなの、エイルン？」

　二人は同時に振り返る。紫し貴きが自販機の陰から出てきていた。

「……九重ここのえ」

「はわわわわ」

　告白を聞かれた葵は頭から湯気を出す。そんな葵など気にせず、紫貴は無言で近くまで寄ってきた。葵は反射的にベンチから尻をずらし、エイルンから離れる。

「私ね。ずっとエイルン＝バザットというキャラクターが好きだった」

「…………」

　エイルンと紫貴の視線が交差する。紫貴のそれは、どこか形だけのような笑みだった。

「弱きを救い、強きをくじく熱血軍人。冗談きかない、融通きかない、言い出したらきかない頑固者。決して一番にはなれないところも、ジンの持ち上げ要員に使われちゃうところも。絶対諦めない。何度負けても立ち上がる、あのキャラクターが大好きだった」

　紫貴も同じくエイルンの隣に腰掛けた。

「だから、まるでアニメから出てきたようなあなたと出会ったとき、奇跡かと思ったわ」

　アニメから出てきた──その言葉を聞いて、エイルンの胸がズキリと痛んだ。

「最初はたぶん『萌もえ』の感情に近かったと思う。でも、あなたの本質を知って変わってしまったわ。覚えてる？　遠征で私たちだけが島に取り残されてしまったときのこと」

　エイルンは静かに「ああ」と応こたえた。

「忘れるもんか」

　機兵部と生途会で遠征に出たときの話だ。エイルンたちは謎の強襲部隊の襲撃を受ける。

　脱出に失敗した紫貴を救うため、エイルンは無人島に残ったのだ。そして、強襲部隊を単独で皆殺しにする。更に、紛まぎれこんだポーン四匹を瀕ひん死しになりながらも撃退した。

　紫貴がエイルンの正体に気付くきっかけとなった事件である。

「血だらけで立っていたあなたを見て心臓が止まるかと思った」

　後光に照らされた血まみれの兵士────それを見て紫貴は思った。

　高潔すぎて、理解し難がたい。およそ同じ人間とは思えなかった。

「あそこにはヘキサがいて、あなたには逃げる知識も術すべもあった。逃げて然しかるべき大義もあった……でもあなた戦っちゃうんだもん。エイルン＝バザットをやっちゃうんだもん」

　紫し貴きはベンチの上で体育座りをする。エイルンに寄りかかり、彼の肩に頭を載せた。




《エイルン＝バザットはいないの！　架空アニメだから！　作りモノだからぁ！　だから私は……私は貴方あなたにお願いできないのよぉお！》




「ロイヤルガードの企たくらみにはまったときもそう。一番助けて欲しいとき、あなたは一番欲しい言葉をくれて助けにきてくれた。こんなのに惚ほれない女がいるもんですか」

　エイルンは顔を曇らせる。紫貴はすがるような目でエイルンに言った。

「あなたは確かにエイルンよ。でも、もうそういうのとか振り切って、好きなの」

　紫貴の告白を聞き、葵あおいは自失する。

「好きよ。あなたという男性が」

「九重ここのえ……」

「あなたの心にまだツルギがいるのは知っている。あなたの身体からだが複雑な事情を抱えていることも、コスモフィリア執行管理官としての使命も……普通の恋愛なんてできないのも知ってる」

　紫貴はエイルンの腕を抱き寄せる。震えを誤ご魔ま化かすように強くその身体を寄せた。

「それでもお願い。私を選んで。葵でもセレンでもドクターツルギでもなく……私を」
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　紫し貴きは気持ちを全すべて吐き出す。やっとエイルンから離れると深呼吸した。それから紫貴は、自分の手を見て苦笑する。

「見て。すごい震えてる。告白ってこんなに勇気がいることだったのね。やっぱり凄すごいわ、あなた」

　紫貴は葵あおいに笑いかける。

「恨みっこなしよ。葵」

　紫貴はベンチから立ち上がり、エイルンの前に立つ。葵も同じくエイルンの前に立った。

　対するエイルンは二人から見つめられる。言葉が思うように出せない。紫貴に、葵に……何度か声を掛けようとして止やめる。

　エイルンはやがて立ち上がった。観念するようにその口を開く。

「君たちに、どうしても話さなければいけないことがある」

　ゆっくり面を上げ、エイルンは二人を正視した。両の拳こぶしを握る。

「エイルン＝バザット……いや。今、君たちの前にいる、男について」

　エイルンは、ジンから語られた『自身の秘密』を二人に明かす。




　誰にも知らせないまま、消えるつもりだった……その覚悟をねじ曲げて────




　エイルンから話を聞いた葵は肩を震わせていた。

「なんだよ、なんだよ……ソレっ」

　葵に湧きあがったのは純粋な怒り。紫貴の表情は対照的に青ざめていた。

　紫貴は両手で口を塞いでいる。一歩、後ずさった。エイルンは直立したまま、自分のブーツの先に視線を置いている。紫貴は目を押し広げてエイルンを凝視した。

「やっと……やっと繋つながった」

　長いこと彼に抱いていた歯車の噛かみ合わなさ──紫貴はそれに辿たどりつく。

「事実が先にくるのなら、物語は後……つまり、アニメで描写されていたのは当然『再現』ということになる」

　エイルンについて、ずっと引っかかっていたことがあった。

「ドール・ワルツ・レクイエムにあった絵も音も声も後で用意されたモノならば、どうしてあなたの声が実在する声優と同じなのか」

　エイルンは喋しやべらない。

「別の世界で生きて来たはずのあなたが、実在する人間と同じ声を持っている……その訳がずっと分からなかった」

　紫貴は足に力が入らず、壁に背を預けた。

「でも、氷ひ室むろ夏なつ樹きの声は、アニメで流れていたジン＝ナガトの声とは違っていた」

　紫し貴きは長い髪を垂らして頭を垂れる。彼女の瞳は震えていた。

「じゃあ。全部は……胡こ蝶ちようの夢だったということ？」

　葵あおいが堰せきを切ったように怒りだす。

「ふざけんなっ！」

　葵がゴミ箱を蹴飛ばす。上蓋が外れ、缶ゴミが散乱した。そのまま自販機を殴ろうとして、エイルンに羽交い締めにされる。

「一いちノの瀬せ！　受け入れてくれ！　それが現実なんだ！」

　錯乱状態の葵にエイルンは訴えかける。葵はエイルンの腕を振り払った。

「受け入れられるわけないじゃん！　そんな話！　隊長はいいの!?」

　葵は涙に濡ぬれた大声を張り上げる。

「いっぱい死ぬ思いをして！　いっぱい悔やんで傷ついて！　それでもいっぱいいっぱい、多くの命を救ってきたんじゃん！　ソレが隊長でしょ？　エイルン＝バザットなんでしょ？　こんなのあんまりだ…………報われなすぎるよぉ」

　葵は崩れ落ちるように膝をつく。床に手をつくと、ポタポタと涙が落ちていった。

　紫貴もまた壁に寄りかかり、顔を手で覆っていた。

「誰よりも人間らしい。現実で生きる私たちよりも、ずっと暖かい心をもったあなたが…………そんなの嫌よ」

　紫貴は自分の身体からだを抱く。彼女もまた、正気を失ったように首を横に振り出した。

「こんなシナリオ認めない……絶対っ、認めない！　あなたはエイルンなの！　エイルンがいい！　エイルン＝バザットなんだから！」

　葵はすがるようにエイルンのズボンの裾を掴つかんだ。

「あなただけが私たちのところに降りてきてくれた」

　虚うつろな目に涙を溜ため、葵はエイルンを見上げる。

「あなたは一緒に泣いてくれた、怒ってくれたんだ！　明るいところに引き上げてくれたのが私の隊長だ！　こんなの納得できるわけ──」

　葵は言葉を途切れさせる。エイルンが腕を強く引き、葵を立たせたのだ。エイルンは次に紫貴の手を引く。二人を力強く抱き寄せた。

　歯を噛かみ締しめるエイルンの目には、涙が溜まっていた。

「ありがとう」

　二人を抱き寄せ、頭を垂らす。自分の泣き顔を二人に見せたくないように。

「怒ってもらえた。惜しんでもらえた。俺のやってきたことは……俺が来た意味はやっぱりあったんだ」

　二人には見えないエイルンの顔──その右目からは一筋の涙が零こぼれていた。

「二人に会えて良かった。本当に良かった」

　葵あおいは泣いた。紫し貴きもまた、声を張り上げて泣くのだった。





　◆現在時刻──一三時◆






　コックピットにいる葵は闘いながらも、セレンの技術の向上に舌を巻いていた。

（前々からデス公は強かったけど！）

　千切っては投げて消し──デストブルムの射程に入ったときが敵の最後だ。数も死角もまるで問題にしない。文字通り、機械の正確さと速さで子団を駆除していく。

（無駄がまるで無い！　流れるよう！）

　数百というカッターウィップを、新体操のリボンのように扱う。

　以前のデストブルムは、それこそ棍こん棒ぼうを叩たたきつけるようにマシンアームを振り落ろすだけだった。道中での弾切れも頻繁に起こしていたが、今ではどうだ。

　長期戦を視野に入れ、余力を残した上でここまで戦闘を継続できている。

　マシンアームのＩＭＥカノンも、やみくもに撃つなんて真ま似ねはしない。冷却時間を考え、半分は機内に収納するようにしていた。ノルブリンカにガス欠はないが、乱発すれば武装がオーバーヒートを起こす。

　セレンはそれを熟知した上で、正しい『ネイバーの長期戦』を実践していた。

『本当に強くなって！　私たち、立場がないよなぁ！　紫貴！』

『ええ、そうね！』

　嬉うれしさと悔しさを混ぜた二人の声が鬼灯ほおずきから流れる。鬼は黒い血ち飛沫しぶきを上げ、有翼ルークの首を飛ばした。すると闘うデストブルムからセレンの声が返ってくる。

『私、嬉しい！　葵と紫貴と一緒に戦えるの！　二人とも遠かったから！』

　セレンは『ね！　クロ！』と声をかける。

　デストブルムは応こたえるように、四方に小口径ＩＭＥカノンを照射した。黒い光線がうねり、くねった。周囲にいた七匹がブロックごとに斬り捨てられて絶命する。

『これも夏なつ樹きのおかげ！』

　セレンの言葉を聞き、コックピットの葵は一瞬、瞳を開く。

「怖いのに怖くない！」

　デストブルムのコックピットでは、セレンも汗を散らしながら操縦していた。デストブルムが乱暴な機動を取るたび、豊満な乳房が跳ねては揺れている。

　不意に水晶ユニットが一瞬光る。セレンはそれをぽんと叩いた。

「うん！　クロも一緒！」

　外でデストブルムが吠ほえるようにマシンアームを一七本、一斉に伸ばす。

『みんなやっつけて、みんなで帰る！』

　デストブルムの前を行く鬼灯ほおずきから、葵あおいと紫し貴きの返事が来た。

『……うん、そうだね』

『できるわ。私たちなら』

　セレンは気持ちを入れ直す。集中を切らさないよう、鼻で大きく息を吐いた。

（夏なつ樹き。今度は私がみんなを守る。だから……安心して闘って）





　◆出撃より九時間前◆






　エイルンは二人を部屋に送り届ける。それから船内食堂に向かっていた。

（今日はセレンが夕飯を作ると言っていたな）

　ぼんやりとそんなことを思う。足の裏を通して波の微動を感じる。食堂の入口からは煌こう々こうと明かりが漏れていた。時折、笑い声が流れてくる。エイルンは中へと入っていく。

　すぐに厨ちゆう房ぼうのカウンターが目に入った。トレイを取って配膳を受ける形式だ。

　テーブル席で談笑している数組はエイルンの姿を見るや、立ち上がって敬礼を送った。エイルンもまた簡単な敬礼で返す。

　時間は二三時、さすがに腹が減っていた。厨房の中を覗のぞくと、巨大鍋のむこう側でセレンが休んでいた。ジャージの上からアザラシ柄のエプロンを掛けている。

「お疲れ様」

「夏樹！」

　セレンは一番の待ち人を見るや、すぐに立ち上がった。ジャーから大盛りのライスを皿によそう。底を掬すくうように、巨大鍋のカレーをオタマで回した。

「夏樹の分、ちゃんと残してある」

「君もまだなんだろう。一緒に食べよう」

　エイルンはカウンターに身を乗り出してセレンに言う。思い出したように後ろを見た。

　食堂にいたクルーや兵はエイルンの様子を窺うかがっていた。

「俺がいたら彼らも気が休まらないだろう。悪いがその中で食べさせてもらえないか？」

　セレンは笑う。「内緒」と言い含めてエイルンを厨房の中へ招待した。

　ステンレスの什じゆう器きの厨房を抜けると、調理師たちが休憩できる小スペースがあった。

　エイルンとセレンはそこに、よそったカレーを置く。二人並ぶ格好で遅い夕食に。

「おぉ」

　エイルンはスプーンの上に載るカレーに感動した。

　ゴロゴロに切ったジャガイモとニンジン。分厚く切られた豚肉は脂がたっぷりと差している。一口食べれば、コクのある味が口中に広がった。

「っ[image: ][image: ]」

　中辛の味にほんのり広がる甘み。タマネギの持つ自然の甘さだ。セレンのカレーは小麦粉からスパイスを混ぜて作る本格的なものである。市販のカレールーでは出せない深みがあった。スプーンがエイルンの口と皿を行き来する。時折、添えられた福神漬けもご飯に載せて、口に運ぶ。最高だった。

「やっぱり君のカレーは違うな！　感謝祭のカレーを食べたときは、この世にこんな旨うまいものがあったのかと感動したが…………同じカレーなのに、こうまで違いが出るのか」

「作り方が全然ちがう」

　セレンはセレンで、静かに手製のカレーを食べていた。皿の半分ほどを平らげたあたりで、エイルンは不意に口を開く。

「そうだセレン。一つ、聞いても良いか？」

　セレンはなんだろうと思う。コクリと頷うなずいて見せた。

「君はどうして俺のことを『夏なつ樹き』と呼び続けるんだ？　嫌とかそういう意味ではなく。純粋な疑問で」

　自身の正体を明かしてから、皆の呼び名は氷ひ室むろ夏樹からエイルン＝バザットへと変わった。しかしセレンだけは何な故ぜか、今もエイルンのことを夏樹と呼び続けていた。

　聞かれたセレンは少し恥ずかしそうに俯うつむく。

「夏樹は私の、王子さまだから」

　エイルンは「んん？」と、分からなそうに首をかしげる。

「夏樹はエイルン。でも私を助けてくれたのは夏樹……みんなのエイルンじゃなく、私の王子さまだから夏樹」

　エイルンはなんとなくだが伝わる。セレンはこの呼び名が気に入っているんだと。

「イヤ？」

「イヤじゃないよ……でもそうか、そういう考え方もあるんだな」

　エイルンは笑いながらスプーンで皿の上のカレーを寄せる。もう一口を美お味いしそうに頬ほお張ばった。そんなエイルンをセレンが慈しむように見る。

　セレンはふと、エイルンの肩が前よりもずっと近い位置にあると気付いた。

　初めて会った頃は、対面する度に見上げていた。よく摘つまんでいた軍服の袖も、今では逆に摘みづらい。腕を組んだほうが楽に感じる。

（もう一七。でも夏樹は二一）

　エイルンは、むこうの世界で三年の月日を過ごしてから戻ってきたとセレンは聞いていた。でも外見は一八の頃のままだ。少し、大人っぽくなったくらいにしかセレンは差を感じない。対して自分はどうだろう。今ならば、並んでも似合いの背丈になったと思う。

「…………」

　一緒にご飯を食べるだけでいい。一緒の時間を過ごすだけでいい。自分の傍そばにいてくれれば、それでいい……かつてはそう思っていた。

「ねぇねぇ夏なつ樹き」

「？　どうした？」

　横を向いているエイルン……その唇くちびるに、セレンは小鳥のようなキスをした。

「セ!?　セセセセ！　セレン！」

　エイルンが頬ほおに手を当て、大慌てで後ずさる。片やセレンは、無表情だが頬は朱に染まっていた。眉を緩め、口元で嬉うれしそうに無音の拍手をする。

「ファーストキス。夏樹にとられた」

「語弊がある！　君が勝手にやったのに！　嫁入り前の女の子がなんてことを！」

「じゃあ夏樹、責任とって」

「やっぱりそうなるのか!?」

　心底、狼ろう狽ばいしているエイルンをセレンは可愛かわいいと思った。

　隣人として。兄として。友として。人生の師として。そして一人の男性として……心の底から彼に恋焦がれているのが分かる。片やエイルンは少し顔を険しくした。

「……セレン。こういう冗談は好きじゃないぞ」

「冗談でしない、こんなこと。絶対に」

　セレンは強い調子で返す。それから手を伸ばし、エイルンの軍服の裾を摘つまんだ。




「夏樹のこと、世界で一番……好き」




　エイルンが息を呑のみ、目を丸める。セレンは言ってからやっと気付いた。自分がエイルンとどんな関係になりたいのか。

「これからもずっと一緒にいて。もう私を置いて、どこかに行っちゃ……ヤ」

　口から出たのは切実な願いだった。

　それを聞いていたエイルンの口元には皺しわが広がっていた。テーブルの下で彼の拳こぶしが握られる。力を込め過ぎて、一瞬、エイルンの髪が赤くなりかけた。無音の時間だけが流れる。

　エイルンは一度だけ目を閉じ……それからぎこちない笑顔を作った。

「ああ、俺もだ」

　セレンの瞳が僅かに広がる。ホント？　と聞くように高い鼻をエイルンに近付けた。

「俺もセレンのことが大好きだ」

　エイルンの『好き』とセレンの『好き』──両者のそれは異なるモノだ。

　きっとセレンはそのことに気付かない。でもエイルンは、それでもいいと思った。

　セレンは顔を真っ赤にする。それからお尻をエイルンの方に寄せ、肩に頭を載せた。

「両りよう想おもい」

　顔はいつもと同じ。でも頬ほおには赤みが差し、口は小さく緩んでいた。

　エイルンは心の中で懺ざん悔げしていた。俺はきっと、君を泣かせてしまうのだろう、と。

　無邪気に喜ぶセレンと、胸に大きな痛みを抱えるエイルン。

「出会ってくれて、ありがとう」

　でもエイルンの放はなった言葉と気持ちに、一切の偽りはない。

「君に会えたことが、俺にとって最高の幸福だった」

　エイルン＝バザットは心から願う。

　どうかこの子の残りの人生が……幸せなモノでありますように、と。





　◆現在時刻──一三時◆






　ＭＩ01目標の最奥部は、瘴しよう気きの濃度が段違いに濃い。

　紫の瘴気が濃霧のように辺りに立ち込めている。雷らい鳥ちようたちがこの場所をモニターできないのも、この瘴気が原因だった。

　閑寂なその場所こそ、この島の玉座。

　瘴気の中を踊る、二つの影──ときにぶつかり、ときに交差して。接触のたびに火花と、鋭い金属音が鳴っていた。

　一つはエイルンの駆るエルフィーナ・ルインレーゼだ。

　暖炉の光のように、赤い光が胸の内側から灯ともっている。

　真紅の装甲には数多あまたの亀裂。その美貌とドレスは泥と砂で汚れていた。砕けたＶ字の仮面の半分から、彼女の左目が覗のぞいている。

　もう一つは、形容するならば魔神だ。

　人を象かたどる肉体は二五メートル。力そのものを具象化したような暴力的なフォルムをしている。その形はあるものに酷似していた。

【ドール・ワルツ・レクイエム】──エイルンたちの世界が描かれるアニメ。

　エルフィーナが戦っているのは、その主人公が駆っていた機体だ。

　漆黒にして無敵の魔神【アヴァンアリス】

　しかし、その細部が異なる。阿あ修しゆ羅らのように両脇わきから副腕が生えていた。

　夥おびただしい傷の代わりにあるのは、小さな穴や斑点などの集合体だ。ハチの巣のようにも、人の顔の群衆体のようにも見える。それが左半身をびっしりと覆っていた。

　最古のマリスにして、最後の絶対種は、アリスそっくりな姿となってエイルンたちの前に立ちはだかっていた。

『ハ！』

　エルフィーナは身体からだからぶつかるように接近、自慢の拳打を繰りだした。

[image: ]

　右、左と、淑女の拳こぶしがキングの両手に掴つかまれる。エルフィーナの両肘から、黒い煙が排出された。エルフィーナは間髪いれず、左膝を振り上げる。ハイキックだ。

　キングの顔面目がけて振り抜かれた左足──脇わきから生える副腕に軽々と掴つかみ取とられた。

　エルフィーナからけたたましい警告ビープ音が上がる。

『貞操の危機を感知。自律迎撃に移ります』

　貴婦人帽子が自動回転……キングの顔面へ射出された。帽子の突進で、キングは勢いよく頭を仰のけ反ぞらせる。しかし──

『っ!?』

　人歯と光刃がぶつかり合う。ブラスト兵器特有の青い光と、摩擦で上がった赤い火花が盛大にせめぎ合っていた。

　なんとキングは、歯でエルフィーナのルインハットを防いでいた。

　帽子のツバごと、エルフィーナの貴婦人帽子が噛かみ砕くだかれる。エルフィーナは最後に残った右足で地面を蹴った。キングの胸板に右のヒールを突き立てる。

　二者の間に巻き起こる大衝撃──両者はそれぞれ大きく後方へと吹き飛ばされた。

『衝撃にお備えください』

　エルフィーナが背中から岩肌に、受け身も取れずに撃突する。

『ぐ！　ご！』

　激突の度、エイルンの呻うめき声ごえが上がる。エルフィーナの機体もまた岩肌をバウンドした。最後は辛くも、片膝をつく格好で着地する。

　エルフィーナは更なる損害を増やして立ち上がった。

　コックピットにいるエイルンの鼻先から脂汗が落ちた。エルフィーナ同様、エイルンもまた疲弊しきっている。髪と瞳は赤く燃え、その左胸も燃えるように赤く光っていた。

『燃焼限界まで七分を切りました』

　エルフィーナの警告が、死へのカウントダウンのようにエイルンには聞こえた。

　今のエイルンはコスモフィリアの燃焼状態下にある。つまり、ＭＩ02目標で戦ったキングと同じ戦闘条件で戦っていた。

　エイルンはこの力を使い、幼生体のキングを撃破している。しかし──

「完全に、やっつけたと思ったのに！」

　当初の予定では、エルフィーナを格納運搬するレ・ファラリカで上陸を開始。同乗させた明みよう星じようと共に、キングのいるこの場所に到着するはずだった。

　しかし、重要拠点の一つを守るという判断から、途中で大和やまとをクリストファーの援護へと向かわせたのだ。エイルンは単機でこの場所までくるとキングと激突。エルフィーナの必殺武器【ルインレーゼ・クロス】で完全に決着をつけたかに思われた。




　しかし、キングは何な故ぜか蘇ったのだ。




　そうしてキングは今の形に姿を変える。その力を大幅に増大させて。

『先ほどとは比べ物にならない戦闘力です。あの女の武装は有しておりませんが、馬鹿力とスピード、頑丈さは引けを取りません』

（氷ひ室むろからは事前に聞いていたのに……このザマか）

　エイルンは悔しそうに歯を噛かみ締しめる。キングについて、ジンから説明を受けていた。




《キングの成熟体は、敵対する生物の『恐怖感情』を喰くって成長する。幼生体のような段階的な成長ではない。その者が最も恐怖する形を即時に体現するんだ》




　エイルンはモニターのキングを睨にらむ。見れば見るほど、あの機体にそっくりだった。

「俺の恐怖の対象は……君というわけか」

　そう零こぼしてしかし、エイルンは解せない。

　ルインレーゼ・クロスの手ごたえは確かにあった。エルフィーナも生命活動の停止を確かに観測していた。それなのに、どうしてキングは蘇よみがえることができたのか。

『認めざるを得ません。現在、この個体の戦闘力は本機のマシンスペックを凌りよう駕がするに至りました。即時撤退を推奨します』

　コックピットモニターに映るキング改め、アリスが動く。

　アリスは劇中のアヴァンアリス同様、四つの腕を組んで見せた。

『アブソリューター・ジンの情報が本当だとして、もしもこの生物がムッシュの恐怖を受信しているとしたら、身体能力は言うに及ばず、あの女の武装まで再現する可能性があります。そうした場合、本機が撃墜される可能性は九七・二六パーセントまで上昇』

　この強敵を倒すにはもう、一つしか手が残されていなかった。

「エルフィーナ、最終決戦兵装ウエデイングの起動状態は？」

『現在、六度目の再試行中、エンジン出力二六パーセントでプログラムがフリーズしております。エラーコード2334。コスモフィリアの燃焼不全が原因』

「どうして、起きてくれないんだ！　ウエディング！」

　秒読みに入った、人間とヘキサの全面戦争。

　その引き金を引いてしまったのは自分だと、エイルンは思っている。

　ヘキサを人間に戻す研究──刻印除去の実験──を成功させるため、エイルンコードはサクラノツルギと敵対した。

　しかし、そもそもヘキサの刻印とはマリス化を防ぐための『リミッター』だった。

　ジンの制止を無視し、エイルンたちはサクラノツルギと衝突。エイルンたちの奮闘もあって、実験は成功した。しかし被験者のヘキサたちがマリスに変へん貌ぼう、その場に居合わせた人間たちを皆殺しにしてしまう。

　その実験映像は、国連の手によって世界中に流されてしまった。

　結果、世界中でヘキサの虐殺が起こり始めている。すべてはジンたち、ヘキサを貶おとしめたい国際連合の姦かん計けいだった。

　だからエイルンは、両者が憎しみ合う抜本原因の解消──『マリスの根絶』を決意した。

　そして……目の前にいるこのキングを倒さずして、その目的は果たせない。

　画面のアリスは、腕を組んでから動かず。

　漆黒の装甲を真ま似ねた体表面は、良く見ると木目がある。それが進行形で増えていった。

　モニターに映るアリスの皮膚からグリット線が伸びる。数字とパーセント表記が新たに表示された。

『体表面の硬度、更に一九パーセント向上』

　エイルンの耳が捉えているのはエルフィーナの機械音声と、自分の呼吸音。

　コスモフィリアの連続使用で自分の限界もすぐそこにまで来ていた。

　エイルンは固く瞼まぶたを閉じる。やがて腹を決めるようにうっすらと目を開いた。

「……ウエディングを使わず、あいつを仕留められる可能性があるとしたら？」

　主の問いに、エルフィーナは即座に返答する。

『候補選択……完了。敵・体表面が融点に達したと同時に予測演算値の衝撃エネルギーを与えて撃破する。該当武装ルインレーゼ・クロス』

　エイルンはエルフィーナに命令する。

『全ドレスの使用制限を解除！　ファラリカ・ドーターをマルチローンチで待機！』

　エイルンの指示がエルフィーナの外部スピーカーを通して放はなたれる。

　数百メートル地点で止まっていた真紅のスーパーカー【ファラリカ・ドーター】のヘッドライトが自動的に点灯した。唸うなるようにエンジンが掛かる。

　コックピットにいるエイルンは自分の左胸を掴つかんだ。

「点火コンバツシヨン！」

　掛け声と共に、血が大量に全身に送り込まれる。

『おやめください。それ以上は生命に危険が及びます』

　エルフィーナが制止をしてもエイルンは聞かない。紅あかい瞳と髪は更に燃え、赤を強くする。エイルンは顔面を痙けい攣れんさせる。額に血管が何本も走り、鼻血が一筋垂れた。

『……見せてやろう、エルフィーナ。俺と君に……壊せぬ壁なんてないことを！』

　血走る目、獣のように息を荒らげ、エイルンはエルフィーナに言った。

『……かしこまりました。マルチローンチ、受信完了。マルチプル・ドレスアタッチメントを実行いたします。どうぞ見とれることのなきよう』

　エイルンが操そう縦じゆう桿かんを握る。エルフィーナがダンスのステップを踏むように、右のヒールを一歩前に出す。迎撃の合図を短いテンポで促した。

『ワン！　トゥ！　スリッ！』

　エルフィーナは『フォ！』と、脇わきからブラスト銃剣ルイン・ブレスを抜刀──キングの足元を撃った。同時にファラリカ・ドーターのホイールが急速回転、発進する。

　噴煙が巻き上がって、アリスの視界を覆い隠した。

　エルフィーナは飛ひ翔しようし、後方へと進路を執る。遅れて紅のスーパーカーが彼女に追いついた。エルフィーナはドリフトするドーターの車体に飛び乗る。

　エイルンは多目的武装変更機構【ドレス・アタッチメント】を起動させた。

『エルフィーナ！　武装変更ドレスチエンジを承認！』

　両足のヒールを基点に、車体にプログラム言語が走った。爆走中の車のトランクが開く。

『交渉戦ネゴシエイトドレスっ、セレクト！』

　トランクからエルフィーナの衣装鞄かばんの一つがロケット射出された。

『シーケンス１から４までをスキップ。高機動コンバツトドレス、キャストオフ』

　装備していた、傷ついたドレスが離散パージ、脱着された。赤いドレスの装甲なりパーツが地面へと散らばる。

『交渉戦ネゴシエイトドレス、トランクアウト』

　空中に放ほうられたトランクが開く。他の武装ドレスパーツが中から射出された。エルフィーナが壊れた仮面を捨てる。その素顔を晒さらした。

『多目的武装変更ドレスアタツチメント、承認！』

　エイルンの声が上がる。エルフィーナの腰に、ビーチパラソルのようなスカート装甲が纏まとわれる。更に二つのパーツが、エルフィーナの両手目がけて飛んでいく。

　右手には、日傘のデザインをした『耐衝撃シールド』──

　左手には、舞台観賞で使われるような『オペラグラス』──

　エルフィーナはその二つを持ってキングからどんどん離れていく。新しく着替えた衣装は、観劇へと赴くマダムのような装いだった。

『エルフィーナ・交渉戦兵装ネゴシエイトオプシヨンに換装完了ドレスアツプ』

『ルインティアーを使う！　兵装の全ロックを解除！　ルイン・ウィールとの同期を申請！』

　爆走するスーパーカーの上でエルフィーナは難なく立ち上がる。日傘状のシールドを広げると、波のように装甲板が持ちあがる。淑女は分厚い鉄の傘を広げた。

『解除申請を受託。解除ワードをどうぞ』

『これは！　君の名誉を守るための戦いだ！』

　傘の表面・数十カ所が持ちあがる。放熱フィンが一斉に開いた。

『解除ワードを確認。ルインティアー、エネルギー充じゆう填てんスタート』

　日傘の先に青いエネルギーの粒子が溜たまっていく。エルフィーナの胸元の赤い光がより強くなった。コックピットにいるエイルンは目を閉じ、亡き幼おさな馴な染じみに願いを込める。

（ツルギ、どうか俺に力を貸してくれ）

　操そう縦じゆう桿かんの間にあるスペースが縦に割れる。内側からガラス盤に覆われた赤いスイッチが上がってきた。

『エネルギー充填七九、八五、九九パーセント……完了いたしました』

　エイルンの両目がカッと開かれる。

「ルインティアー！　発射っ！」

　ガラス片が飛び散り、紅あかいスイッチが叩たたき押された。

　日傘に溜められたエネルギーが撃ち上げられる。

　ゆっくりと……白い光は天へと昇っていった。白い光は秒刻みで増大する。それを見上げるエルフィーナとアリスは白い光の中へと消えていく。

『神話のルインレーゼは一度だけ人間に対し、罰を与えたことがある』

　エルフィーナが覗のぞきこむオペラグラス──それは一直線にアリスを向いていた。

　オペラグラスは常時、駆動音を鳴らす。マシンランプが点滅を繰り返す。

『無実の罪で処刑された羊飼いを天から見下ろし、七日七晩泣き続けた。涙は集まり、やがては紅く燃え盛る星となってエイバームの街を焼いたという』

　この【交渉戦兵装ネゴシエイトオプシヨン】が戦闘に使われるのは初めてのこと。その名の通り、このドレスは示威活動や戦時交渉を有利に運ぶために造られた兵装──

　言わば脅し用だ。ドール・ワルツ・レクイエムのファンの間では【ボンバー兵装】という物騒な呼び名が付けられている、とても危険なドレスだった。

『これは神話の再現……ルインレーゼの怒りの涙だ』

　刹那────白い花火が天で弾はじけた。

　紅のスーパーカーが緊急停車する。エルフィーナの履く、パラソルスカートが一気に拡張した。スカートは耐熱・耐衝撃隔壁となってエルフィーナとファラリカを中に隠す。







　アカツキのブリッジでは、雷らい鳥ちようたちがその光景を目撃していた。まるで白い太陽が島の中心へと落ちていくようだった。

「いったい……あの島で何が起こっているんだい？」

　次の瞬間、島中で起こっていた戦いが一斉に止やむ。

　ＭＩ01目標から、船体をひっくり返すほどの大衝撃がこの海域まで渡ってきた。







　ＭＩ01目標の深奥部・半径一四キロは、地表面が抉えぐられるように消失していた。

　爆心地となった焦土の中心にはアリスが立っていた。

　四本の腕で自らの身体からだを抱く。全身は真っ赤だ。体表面が、耐熱釜に入れたガラスのように、ドロドロに溶けだしていた。

　アリスの口部が口を象かたどるように開いている。耳まで裂けた口は、天に向かって怒りとも苦しみとも分からない咆ほう哮こうを上げた。

『半径一四キロ圏内にいたクイーン二五の消滅を確認』

　アリスの聴覚はエルフィーナの声を正確に拾っていた。二度目の咆哮を上げる。今度の咆哮は怒りをぶつけるためのものだった。

　吠ほえると同時、アリスの視界は遠くにいるエルフィーナの姿を捉えた。

『畳みかけるぞ！』

　さっきとは違う声。アリスの視界に映ったのは、専守防衛兵装イージスオプシヨンに着替えたエルフィーナだった。真紅のウエディングドレスのような装いだ。

『一六門ブラストカノンルイン・ポツト！　一番から一六番！　てぇ──！』

　アリスの融解した身体に、青い砲撃が喰くらわせられる。アリスは雨のような光弾を掻かい潜くぐる。光線を浴びながらも跳躍した。更にまた空中で青い光線を浴び、傷ついた身の肉を焦がす。アリスはひるんで体勢を崩す。よろめき、傷を増やしながらも猛然とエルフィーナへと向かった。

　片や、爆心地の外れでアリスを待ち受けていたエイルンとエルフィーナ。

　一六門ブラストカノンルイン・ポツトによる、ブラスト砲弾の雨あられを喰くらっても四肢を落としていない。執念にも似た激走でエルフィーナとの距離を詰めてくる。

　アリスが跳躍した。しかし、眼前にまで迫ったアリスの顎が蹴り上げられる。

　持ちあがった真紅のヒールの先が陽の光を反射した。

　エイルンの重い声が響く。

『アングリー・シューティングモードだ！』

　エルフィーナは両脇わきからブラスト銃剣ルイン・ブレスを抜刀──アリスの腹に二門の銃口が押しつけられる。即座に発射……アリスが天へと吹っ飛ばされる。

　エルフィーナは惜しげもなくブラスト銃剣ルイン・ブレスを投げ捨てた。

『エンパイア・ガンポットをアングリー形態へ。併せて予備電源を解放します』

　エルフィーナのウエディングスカートが左右に分かれた。左右に寄った装甲とパーツが組み替わる。エルフィーナの両脚に巨大なブラスターカノン──瓦のような砲身──が掛けられた。エルフィーナは、その二本を勢いよく抜き去る。

『ブラストカノン砲ルイン・ポツト、集束狙撃モードに移行チエンジオーバー。【ルインレーゼ・ベーゼ】の射撃体勢に入ります……チャージングスタート』

　巨大ブラスター──合計八つの砲口──に青い光が吸い込まれていく。

『展開完了。願わくば、この一発に彼の信念ワガママが宿りますように』

『いっけぇええええぇ！』

　吹き飛んだアリスの身体からだが大光線に呑のみ干ほされる。溶けた魔神が天へと打ち上げられた。

　コックピットのエイルンは、右手の甲にあるマテリアルクロックを操作していた。

「ガイゼルキシンを二〇ミリグラム投与する！」

『非推奨』

「俺も打ちたくは、ないっ！」

　エイルンの両りよう腿ももに鋭い痛みが走る。体内に興奮剤が注入された。瞼まぶたが見開かれ、眼球が充血する。エイルンは怒れるバッファローのように熱い吐息を漏らし始めた。

「一デ対ユ、一エル！」

　エルフィーナのドレスが脱ぎ捨てられる。同タイミングで新たなトランクがドーターから射出された。打ち上げられたトランクが開放──青いスポットライトがエルフィーナを照らす。イージスドレスがまとまり、トランクの中へ。

　代わりに他の武装ドレスパーツがトランクから射出された。

『多目的武装変更ドレスアタツチメントっ！　承認！』

　エルフィーナの両腕に、拳こぶしから肘までを覆う『拳闘装甲』が嵌はめられる。エルフィーナのロングヘアーが、ポニーテールに髪型を変えた。

『一対一デユエルドレス、完全作動アクテイベイト』

　頭上のトランクから『イナズマ型の仮面』が降ってくる。エルフィーナの顔に仮面が装着された。エルフィーナはスカートを脱ぎ去り、ヒールを踏み締める。

『エルフィーナ・一対一兵装デユエルオプシヨンに換装完了ドレスアツプ』

『いっくぞおおおおおおお[image: ]』

　エルフィーナが跳び上がる。天空に打ち出されたアリスを猛スピードで追いかけた。砲弾となったエルフィーナ。拳闘装甲が縦に割れる。球体状のシリンダーが露出した。

『ルインハンマー！　ダブルセット！』

　エルフィーナは両拳こぶしを腰だめに構えた。シリンダーが回転、虹色に光り始める。

『パターン11！　コンビネーション・カルメンだ！』

『ハァ！』

　右の剛打が深々とアリスの腹に沈む。弾力的かつ、しなやかな筋肉のクッションをねじ伏せ、衝撃が背を抜いた。アリスの裂けた口から血が吐き出される。

　──顔面に拳がめり込む。──右腕の、手首・肘・二の腕に陥没痕が刻まれる。──股間に膝ひざ蹴げり。──痛烈なエルボーが背骨を打つ。

　剛打・剛打・剛打……それをマシンガンにも勝るスピードで撃ち込み続ける。

　反撃も、回避も、呼吸さえも許さない。

　エルフィーナのスラスターから青い光が噴射した。

　膝蹴り一いつ閃せん──アリスの顎が九〇度回った。エルフィーナが背を向けて素早くターンする。下段・中段・上段と、流れるような三段蹴りがアリスの身体からだを絞り上げた。

　バレリーナのグランバットマンさながら、右踵かかとが高々と上げられる。踵からノコギリが飛び出した。アリスの顔面を、高出力ブラストソールイン・カツターの光刃が斬り裂く。

　エルフィーナは勢いを殺さず、そのまま垂直回転……今度は両のヒールをキングの脳天に落とす。キングが落下し、焦土に新たなクレーターが生まれた。

『ルインレーゼ・サザンクロスだ！』

『ルインレーゼ・サザンクロスを展開します』

　エルフィーナはヒビ割れた右拳を縦に構える。同じくヒビ割れた左拳をその横に重ねた。

　エルフィーナの両腕が十字クロスを描く。

　対し、地面では濛もう々もうと煙が上がっていた。煙の中でアリスは、上空にいるエルフィーナを見上げていた。アリスの機械面を模した顔、そこには小さな穴が二つある。

　鼻孔穴が僅かに動いていた……まるで何かを嗅ぎ分けているかのように。

『ルイン・ウィール！　二重最大回転ダブル・ローテーシヨン、ムーンシェル、臨界点リミツトレベル』

　エルフィーナの胸元──コスモフィリアを搭載する主機関【ルイン・ウィール】の回転数が速まる。暖炉のように暖かな光が、より強くなった。

　エイルンは焼き切れそうな視界を無視し、自分の胸を押さえる。

「燃えろコスモフィリア！　もっと！　もっとだ！　……あいつを倒せるまでに！」

　紅あかき心臓【コスモフィリア】は紅ぐ蓮れんの輝きを増す。

　エルフィーナの両拳こぶしから青色の粒子が舞い上がる。一つ一つが蛍の灯あかりに似ていた。

『展開完了。願わくばこの拳に彼の信念ワガママが宿りますように』

「願わくばこの拳に月の女神ルインレーゼの加護オモイが宿らんことを！」

　赤い光を纏まとってエイルンも叫ぶ。エイルンは操そう縦じゆう桿かんを最奥まで押し出す。

「決めるぞ！　エルフィーナ！」

『お心のままに』

　二人の声が今、重なる。エルフィーナの背部スラスターが唸うなりを上げた。

『これがツルギの作った月の女神ルインレーゼ！　その破邪の大拳、だぁあああああ！』

　エルフィーナが両拳を腰に構えて特攻する。

　既に起き上がっていたアリス。そこでエイルンは信じられないものを見た。

『ッ!?』

　右の拳を腰に溜ため、上体を沈める。左手は掲げるようにエルフィーナの方へ。それは先ほどエルフィーナが見せた【ルインレーゼ・クロス】の構えだった。

　エイルンの真紅の瞳が大きく開かれる。

「な・め・る、なぁああああああ！」

　振り下ろされる女神の左拳と、突き出された魔神の右拳。

　両者の拳の激突が、比喩ではなくＭＩ01目標全土を揺らす。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとにぃ！」』

　エイルンとエルフィーナの叫び声が轟とどろく。

　完全に拮きつ抗こうする拳と拳──絶対に譲らない女神と魔神。しかし。

『!?!?!?』

　突き出した左のグローブが……鉄片となって砕かれた。

『まだっ……だあぁあああああああああああああああああ！』

　エルフィーナは返しの右拳を繰り出す。だがアリスは同じタイミング、同じ速度で左の拳を繰り出した。再度、ぶつかり合う淑女の拳と魔神の拳。

『「星に、還かえれぇええええええええええぇ[image: ]」』

　エルフィーナがスラスターを最大噴射させる。稲妻の仮面が半分砕け散った。




　その、まさに一瞬────エルフィーナの右拳の先にほんの小さな亀裂が走る。




『「っ!!」』

　右の拳撃手甲までも無残に砕かれる。衝撃は、手甲の内側にある右手にも……美しくしなやかな、淑女の指が折れ曲がった。

『ぐあああああああああぁあ!!』

　エルフィーナが殴り返される。地面を何度も転がった。激突の衝撃で、装甲の半分を損壊させる。

　片やコックピットのエイルンは後頭部を激しくぶつける。両目と鼻から血が勢いよく吹き出た。エイルンの髪と目が一瞬で、黒に戻る。

「バカ、な……」

　キングは脅威に対抗できる能力を発現させていく。それも超速的なスピードで。幼生体は経験の蓄積で段階的に力を付けるが、この成熟体は違う。

　喰くった恐怖に合わせて、その力や能力を発現させていく。だからエイルンは、予防策として自身に興奮剤を投与したのだ。

　しかし、キングは心底にあったエイルンの恐怖を嗅ぎつける。

　もしもまた、ルインレーゼ・クロスが通じなかったら……。

　エイルンが最も怖いと思う事態に適応した『力』を。

　エイルンが最も怖いと思う存在に適合した『姿』を。

　キングをここまで強くしてしまったのは他ならぬ、エイルン自身だった。

『ボディ、破損率、五六パーセント。ムッシュ、逃げ、て──』

　エルフィーナの進言をエイルンは理解できていない。意識が完全に混濁していた。

　ぐにゃぐにゃになった視界では仁王立ちになるアリスがモニターに映っている。

「エル、フィーナ、の……拳こぶし、が」

　この世界においてエイルンとエルフィーナはほぼ無敵。たった一度の敗北も完全な不意打ちが原因だった。こと正面戦闘ならば常勝無敗。紅の闘神の二つ名に偽りなし。

　月の女神の兵装と性能。神の連れ合いに足る勇者の技能と戦術。

　だがしかし……その二つを合わせ持っても、キングの成熟体には届かなかった。

『燃焼限界、到達。ダブル、フィリア、強、制解除』

　胸部装甲の紅あかい光が消える。エイルンの紅き心臓、コスモフィリアも発光を止めた。

　エイルンは目の焦点を失って右肩を抱える。茫ぼう洋ようとした視線でアリスを見上げた。

　ステータスモニターにはエルフィーナの損害状況が映し出されている。両腕の部分は真っ赤に点滅を繰り返していた。

「ルインレーゼ・クロスが…………打ち負けた？」

　数多あまたの障害を打ち破り、人々に希望を与えてきた勇者の剣。

　まさに、希望が砕かれた瞬間であった。






Ⅳ　遺のこされた希望










　◆八時間前◆



　アメリカ・ニューヨーク──新・国際連合本部ビル。

　宗教画を思わせる巨大壁画を掲げる。絵画の下には円形のスペースが広がっていた。どこかサーカスのステージに似ている。

　ここはオンライン会議を目的に作られた、プレゼンテーションルームだ。

　中央には特大の光学モニター。その前に一人の男が立つ。

　ジョージ・カルター────アメリカ合衆国大統領。

　ステージ最前列に、縦四五センチ・横三八センチの光学映像が二枚浮かんでいた。一枚の大きさがキャンバス板ほど。映るのは常任理事国大統領の二人だ。

　中国大総督府、王黄龍ワン・フアンロン。ロシア大統領、アシモフ・チェコフ。

　同じく、彼らの後方には五一枚の光学映像が整然と浮かんでいた。映るのは、国際連合に加盟する各国のトップたちである。

　彼らをオペラ座の観客とすれば、ステージに立つジョージが歌手だ。

「では皆さん。定刻になりましたので始めさせていただきます」

　特大モニターが点つく。映しだされたのは、此こ度たびの大作戦に投入される大艦隊だ。

　兵員規模にして二一万。これはオペレーション・リミットブレイクで集まった国連軍よりも大きな規模だ。他にも公式ネイバーが五機確認できる。

　加盟国の首相何人かが、圧巻の光景に声を漏らす。すべてはジン＝ナガトの率いる、サクラノツルギを鎮圧するために結成された大艦隊だった。

「これより【オペレーション・サクラガリ】の最終決議を執り行います」

　地球の覇権を巡り、国際連合はサクラノツルギに闘いを挑む。




　人類ＶＳヘキサ──両者の全面衝突は秒読み段階に入っていた。




　同時刻──四国・松山城。

　マリス戦史を紐ひも解とけば、四国は最もマリスと縁の深い地といえる。

　まだ明みよう星じようがアメリカ名義だった頃、四国はアメリカの属領地として五〇年以上もマリスに踏み荒らされ続けてきた。

　表向きは守護とされていたが、その実は植民地と変わらない。

　元日本人である大量のヘキサや、最古参のネイバーフッド結ゆう城き武蔵むさし。ネイバーのモデルサンプルとされた明星が、この地でマリス戦術確立のためのモルモットとして酷使された。

　日本最古のヘキサ保管領、それが鉄血要塞都市【松山城】だ。

　松山城を大改修し、軍事拠点として頂点に置く。その半径三〇キロ圏内を鋼鉄の巨壁で覆った軍事要塞である。かつてこの場所に日本中のヘキサが収容され、明みよう星じようと自衛隊が一丸となって、マリスと血で血を洗う激戦を繰り広げたのだ。

「第弐富士の完成を契機に、博物館になったって聞いてたけど」

　ネイバー19番機のネイバーフッド、バレーナ・センディノが零こぼす。

　ラテン系の美女だ。褐色肌に細いウエスト。突き出た乳房は深い谷間が覗のぞいている。

　眼下に広がるのは、黒い煙を吐き出す兵器工場。ざっと二〇はある。彼女が立つのは松山城の天守閣だ。中の設備は一新され、全すべて最新のものへと交換されていた。

（アメリカが好き勝手に荒らした実験場を、決戦の地に定める……ずいぶんと皮肉が利いているわね）

　バレーナは城下の向こう側を見る。壁外四カ所にネイバーが配置されていた。

　５番機【スタンダ・ヴァイゾン】６番機【ＡＧＦ31】15番機【アモン】

　そして、バレーナの愛機、19番機【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】だ。

「補佐官。準備整いました」

　一人の自衛隊員が報告した。彼らは日本に反旗を翻した四国方面隊の出である。

　現在はサクラノツルギと共同作戦を進行中だ。もちろん日本本土では、たいへんな騒ぎになっている。バレーナは母国語のスペイン語ではなく、英語で彼に返した。

「南方方面の指揮は私が執る。主要メンバーを集めてきてちょうだい」

　この四国にもまた、世界中に散らばっていたサクラノツルギが集まろうとしていた。







　同時刻──静岡県・御殿場市。

　仏舎利塔がそびえ立つ、白亜の霊れい廟びようだ。白い石畳には無数の爪跡が刻まれている。壊されたまま捨て置かれた公衆トイレ。砲弾で上半身を失った仏像が鎮座している。

　大昔【富士仏舎利塔平和公園】と呼ばれていた場所だ。マリスに踏み壊されたことで忘れられてしまった、よくある観光名所の一つである。

　そこを一人の青年が歩く。旧日本海軍の軍服にも似た、白い隊服を着ている。

　ジン＝ナガトは壊されてしまった公園の一つ一つに、視線を配っていた。

「どうだアギト。そちらの様子は」

『変わらず止まらず。この分なら、あと一二時間後には地球の覇権を争って世界大戦が勃発だ』

　ジンが入ったのは外れにある位い牌はい堂だ。白い石の床は、埃ほこりと砂が溜たまっていた。正面には大きな仏像、蝋ろう燭そく台、線香を立てる香炉。

　壁面はガラスケースとなっている。納められているのは古い位い牌はいの数々だ。

　それはマリスと闘って散っていった、戦没者たちのものである。

「ここで眠る彼らには申し訳ない話だ」

　ジンは倒れていた位牌の一つを立て直す。愚痴を零こぼすように、一人ごちた。

「これが人の限界か」

『後悔してるのか？　あんたらしくもない』

　ジンは小銭をじゃらじゃらと賽さい銭せん箱ばこに落とす。鈴を鳴らし、一度だけ手を合わせた。

「…………まさか」

　小さく笑って踵きびすを返す。ジンは位牌堂から出た。階段を降り切るまでは、次の言葉を言うのが躊躇ためらわれた。

「そのときは予定通りだ。力で押さえつけ、ただ殴るのみ……徹底的に恐怖を植え付けろ。人はときとしてマリスよりも怖くなると教えてやれ」

　拳こぶしを握るが……込めた力はすぐ抜ける。

「俺の想定を超えられないうちは、人は過ちの輪りん廻ねから抜け出せない」

　位牌堂を振り返る。ジンは心の中で悪いなと、英霊たちに謝った。

「星の救済に繋つながるのなら喜んで悪役をやってやるさ」

　インカムの向こうにいるアギトはしばし黙る。十分な間を置いてから質問した。

『なぁ親父おやじ。あんたは今、どこを見てる？』

　ジンは相好を崩す。またゆっくりと遊歩を再開しようとした。仏舎利塔の正面へと回ってきて…………とある人物に出くわした。

　サングラスの奥にある双そう眸ぼうが広がる。ジンはゆっくりと右耳を手で押さえた。

「アギト、悪いがリスケだ。一五分ほど待っててくれ。どうやら俺に客らしい」

　ジンの前に立ったのは一人の少女である。

「そういえばまだ、めくっていないカードがあった」

　ジンは酷薄な笑みを零す。対面の少女は怯ひるむ様子もなくジンと対たい峙じした。

「カードをめくるまでは席を立てない。チップを払って、降りるのは主義に反する」

『……一〇分だ。それ以上は待てない。バレーナには言っておく』

　アギトがそう言うと、通信は切られた。

　ジンは大仰な仕草で外がい套とうを翻す。高い鼻を持ち上げ、少女に話しかけた。

「小鳥さん小鳥さん。今日はいったいどんなご用ですか」

　白いブラウスにスーツパンツ。大きな目は猫を思わせる。

「少し世間話に付き合っていただけませんか？　ジン＝ナガトさん」

　ＩＱ一九〇の天才少女【妖精の三フエアリー・スリー】陽ひ葉よう茜あかね。

「いや……神様気取りのペテン師野郎」

　その挑むような目つきに、ジンは胸中を躍らせる。







　アメリカ・ニューヨーク──新・国際連合本部ビル。

　サクラノツルギとエイルンコードが激突したとき、国連はヘキサがマリスに変へん貌ぼうする実験映像を入手する。その映像を流布することで『ヘキサ＝マリス』という認識と恐怖を、世界中に植え付けた。

　ヘキサに食い殺されるかもしれない。

　この恐怖感情こそ、国連加盟国の離反を止める会心の一手となった。

「これは儀式でもある」

　ジョージは、この場に参加する各国の代表たちに言った。

「マリスの工作により、内部崩壊をしかけた国際連合ＵＮが再び形を取り戻す。最初はパッチを当てた、不格好なものになるでしょう。でも私はそれでもいいと思っています。これは神がお与えになった試練だったのでしょう」

　光学画面の一枚一枚に映る人────その表情を見れば一目で分かる。

　不満、懐疑、憤り。彼らの大半が此こ度たびの決議に賛成などしていない。この混迷した情勢下で、誰があのジン＝ナガトを敵に回したいと思うのか。

『プレジデントジョージ』

　一人のトップが手を上げた。彼を映した光学キャンバスが自動的に列から浮かび上がる。

　その首相は恐る恐るといった体で話し始める。

『ブラックバード……ジン＝ナガトとの間に、今からでも会談の場を設けられないのですか？』

　ジョージは笑みを絶やさない。しかし、その眼めには陰が差していた。

『ジン＝ナガトが我々に怒りを燃やしているのは……そもそも、彼の忠告を国連側が無視したことにあります。ヘキサを迫害し、ネイバーを私的に利用したことも──』

「私的？」

　ジョージが低い声を漏らす。その首相はわざとらしい咳せき払ばらいをした。

『失敬。何か考えがあったのでしょうが、それでも一部の国が、彼の望まぬ形でネイバーを利用してきたのでしょう。結果、このような事態になってしまった』

　彼がそう言うや、別の首相も言葉を被かぶせてきた。

『サクラノツルギが対マリスにおいて、有力であるのは紛まぎれもない事実です！　彼らとの共闘は何をおいても、メリットのある話だと私は思います！』

　ネイバーをこの世界に送ったのはジンたちだ。

　各国に拾われたネイバーは、対マリス用の切り札として世界中に認知されていった。ジンはネイバー保有国にマリス攻略のヒントを与え、人々をどう導くかも指示していた。

　しかし、当時の常任理事国はそれを無視する。ネイバーを私欲で使い始めたのだ。

　そしてヘキサの被虐体質を利用し、『餌』として隔離管理するようになっていった。

　ジョージは笑顔を崩さず、その首相に返す。

「確かに……前任の安全保障理事会の方針が、此こ度たびの事態を引き起こしてしまった。彼らの政策により、ヘキサは長年に渡って迫害されることになる。でも、それは悲しいかな、もう起こってしまっているのですよ」

　朗らかなのに、その声には圧のような重たさが秘められていた。

「長年の研究が実証しています。ヘキサは人を凌りよう駕がする……『人の上をいく知的生命体』が、積年の恨みを我々に抱いてしまっているのです。そんな猛獣、檻おりの外には出せないでしょう？　それに──」

　ジョージは演台の端のボタンを押す。正面モニターが動画を再生した。

　診療台に寝ていたヘキサがマリスに変へん貌ぼうし、科学者たちを襲い出す──エイルンコードが協力した、ヘキサの刻印除去の実験映像だった。

「これを見て分かるように、ヘキサの正体はマリスだった。その事実を隠していたことからも、ブラックバードが何かを企たくらんでいたのは明白でしょう」

　ジョージは打って変って、険しい表情になる。

「断言します。彼らは敵だ。人が生き延びるにはヘキサを滅ぼすしかない」

　マリス以外の新たなる侵略者────ヘキサを殺せとジョージは声高々に言う。

「ジン＝ナガト……あのミュータントどもは、マリス以上の脅威になってしまった。これは地球の覇権を駆けた戦いだ！」

　その瞳の奥にあったのは、黒い憎悪の光。

　ジョージの迫力に気押され、発言した首相たちは黙りこむ。

　ジョージは再び、宣教師のように彼らに語りかけた。

「だからこそ私たちは、国家という枠を超えた運命共同体にならなければならない。この最終決議を経て、サクラノツルギ殲せん滅めつ作戦【オペレーション・サクラガリ】は始動されます。私たちの総意を以て」

　その言葉に眉を動かす者がいた。同じ常任理事国である、ロシアのアシモフだ。

（何が運命共同体だ）

　キャンバスの中で、彼はこめかみに二本指を当てる。

（この作戦は踏み絵だ。更なる離反を起こさせないための調印式）

　討伐軍の準備からヘキサの秘密暴露、今日の最終決議に至るまで──そのシナリオを用意し、安保理間で密議を進めてきたのはジョージだった。

（引き金が引かれたら、ジン＝ナガトという驚異を取り除かぬ限り、それぞれがマリスに加えた第三の敵に怯おびえなければならない）

　アシモフはカミソリのような視線をジョージに向けた。

（これだけの軍を投入してなお、サクラノツルギに勝てない可能性がある……そんな考えが透けて見えるようだよ。アメリカの坊や）

　アシモフはその視線を、傍聴者となる各国の代表たちにも向ける。

（脅しにすかし、賄賂に圧力。今日までに何億ドルを突っ込んだか聞いてみたいところではあるが……）

　アシモフは顎の先を掻かく。すると、画面の向こう側にいた部下が部屋の外へ出て行った。各国代表の前に○と×の電光ボタンが現れる。

「お手元のボタンで始動の裁可をお願いします」

　ジョージは健やかな笑顔で演台に両手をつく。

「歴史を元に。この地ほ球しは我々、人間たちのモノだ」

　会議場がざわめく。画面の中でアシモフは口元の皺しわを濃くした。

（世界は自分を中心に回っている。なんともおもしろくない思い違いだ）

　灰色の瞳が映すのは○と×の採決ボタン。アシモフは片方に指を伸ばす。

（アンダーテーブルはそちらだけの特権じゃないよ。プレジデントジョージ）







　静岡県・御殿場市──仏舎利塔平和記念公園跡地。

「神さまなんて屁へとも思わない人だと思ってたんですけどね」

　仏舎利塔に安置される、黄金の如来像。二人はその前に立った。

「地球の有り様が変わる今日……この場にいるってことは、あなたもすがりたくなるときがあるってことですかね」

　茜あかねの皮肉に対し、ジンは意にも介さず線香束に火を点つけた。

「ここは昔、一度だけ婆ばあさんに連れてきてもらった場所なんだ」

　線香から煙が上がり始める。ジンは線香を供えてから振り返った。

　かつての平和公園を一望する。聖地は荒れ果て、砲弾跡も見受けられる。

　しかし、ジンの脳裏に過よぎったのは綺き麗れいな白亜の聖地────まだ人々で賑にぎわっていた子供には大きすぎる公園だった。

「歩き、見て、触れると、あのとき抱いた感情の一抹が胸を擦かする。あれから何十年と経たって思うのさ。どうして婆さんはあのとき、俺をここに連れてきたのか」

　ジンは勝手に歩き出す。その横を茜がついていく。

「……あなたは塾長から帝王学をはじめ、様々な英才教育をたたき込まれたと聞いています。でも親子の時間とかそういうのは全くなかったんですか？」

　ジンは「……全くな」と肩をすくめた。

「人は愛いとおしく、愚かな生き物だ。決別したつもりでも、痛みを忘れた頃にまた信じたくなってしまう。だからあのとき、婆ばあさんは惑っちまったんだろう」

　ジンは記憶を掘り返す。楽しそうにこの場所で遊ぶ家族連れの姿を思い出していた。

「子は親に愛を求め、人は神に救いを求める。たとえ虐待されても、意に沿わぬ運命を押しつけられても、言葉に溶け込んだ概念が誘惑する……それは期待の蜜が塗られた、毒刀かも知れないのに」

　あの日の記憶──小さかったジンの手が、皺しわくちゃの手に引かれていく。

「氷ひ室むろの後継者争いは蠱こ毒どくと同じだ。氷室雷らい鳥ちようにとって血の繋つながりや肉親の情ほど胡う散さん臭くさいものはなかっただろう……しかし。それでもきっと──」




《うまいかい。ジン》

　あの錆さびたベンチに並んで座り、二人でソフトクリームを食べたのだ。




「心のどこかで信じたかったのかもしれない。世界中の富を手にしても手に入れることが叶かなわなかった……無償の絆きずなというものに」

　一方、茜あかねはジンの一挙手一投足を観察していた。

「もし俺を通して愛そ情れを得ようとしていたのなら……それはあの人の弱さだ。もしあの仏像を通して救いを求めていたのなら、それもまた、あの人の弱さだ」

　ジンは「でもな」とサングラスを取る。

「今日、その気持ちが少しだけ分かった気がするよ」







　アメリカ・ニューヨーク──新・国際連合本部ビル。

　モニター上の首相たちは騒然となっていた。

「……ミスターアシモフ。ボタンを押し間違えた、というわけではなさそうだね？」

　ジョージは作り笑顔にヒビを入れていた。

　常任理事国、参加三カ国のうち、ロシアだけが反対票を入れたのだ。

『大国一致の原則……常任理事国は拒否権を有し、一国でも採決で否を唱えた場合、その意思決定は否決となる。特例てんこもりのこの決議でももちろん通用はするな？』

　安保理の重要問題の決定において、常任理事国はいわゆる拒否権を有し、一カ国でも反対すると成立しない。常任理事国は世界の安全保障に関し重大な責任を負うため、このような制度が設けられている。

　だがしかし。アシモフの行動は、今日まで死に物狂いに御お膳ぜん立だてをしてきたジョージの台本を破り捨てるようなものであった。ジョージは言う。

「これだけは言わせていただこうっ……合衆国ステイツと敵対する覚悟があるということだな？」

『良い面構えだ。あんたとは長い付き合いだが、今まで見てきた顔で一番好感が持てる』

　こめかみを痙けい攣れんさせたジョージに、アシモフは表情も変えず言った。

『真っ赤になっているところ恐縮だが、この場に混ぜたい人物がいる』

　モニター上でアシモフは指を鳴らす。すると会場のドアを開けて二人のロシア兵が入ってくる。その後に現れたのは東洋人男性だった。

「お邪魔します。本日は火急の用で馳はせ参さんじました」

　ジョージは声を失う。現れたのは元内閣総理大臣・濱はま田だ優ゆう、その人だった。

「セキュリティ！」

　ジョージが兵を呼ぼうとしたが、アシモフが手でそれを制す。

「彼は私の客だ。たっての願いでこの場に来てもらった」

　濱田はジョージに一礼する。その後、画面上にいる各国の代表たちにも一礼した。

「本日は『エイルンコード特別全権大使』という職責を帯びて参りました」

　ハンカチを取り出し、濱田は額の汗を拭く。

「これはイギリス・ロシア両国のご依頼となります」

　勝算の絶望的なこの戦いで、エイルンは事前に策を打っていた。

　ＭＩ01目標のマリスと互角に戦える軍隊は、もう世界に二つしかない。エイルンは国連軍とサクラノツルギ、両軍に使者を送っていたのだ……援軍を要請するために。




　陽ひ葉よう茜あかねと濱田優────この二人こそ、エイルンたちに遺のこされた希望だった。




「賭けをしませんか？　私が勝ったら一つ、お願いを聞いてください」

　茜は毅き然ぜんともの申す。

「ほう。では俺が勝ったら？」

「そこの公園で売ってた鳩はとの餌を奢おごってあげます。五〇円の」

「…………レートに不服はあるが、まぁ言うだけなら無タ料ダだ。言ってみろ」

　ジンは呆あきれながらも話を聞くことにする。

「私があなたの真意を暴く、というのはどうでしょう？」

　ジンは眉を寄せる。ジェスチャーで続けろと促した。

　茜は深呼吸をする。「結論から言います」と、ジンのことを睨にらみつけた。




「ジン＝ナガト。あなたは故意に今の事態を引き起こしましたね？」




　同じく濱はま田だも各国の代表たちに切り出していた。

「単刀直入に言います。現在、四国へ向けて進行中の、サクラノツルギの討伐艦隊をＭＩ01目標へ向かわせてください」

　会場内がざわめき始める。演台の隣で濱田は言った。

「そして現在、作戦下にあるエイルンコードを全力で支援することを、ここにいる皆さんに要請します」

　ジョージはすぐアシモフへと視線を寄せる。アシモフの狙いに勘付いた様子だった。

「利権。利得。隣人からのクレームも、一家離散になるかもと怯おびえるのも、すべては生きていてこそできる話。しかし皆さまは、命よりも明日のパン……隣人の顔色ばかりに気がいってらっしゃる」

　濱田が話をし始める中、護衛のロシア兵二人が動き出す。

「災害の等級が大きいほどヒューマニズムに則のつとった行動が求められるのに、とかく私たちのような人種は、空調のきいた部屋でスケールの大きな話をしがちだ」

　護衛の一人がモニター映写機にメモリデバイスを差し込む。もう一人が濱田にリモコンのようなものを持たせた。

「道徳の破綻が破滅を呼び込む……分かってはいても、理解までには至っていない」

　特大モニターが映したのは、ヘキサ保管領に雪な崩だれ込こむ暴徒たちの様子だ。

「マリスの侵攻が膨れ上がっても、こんなことが世界中で起こっています。人は減り、インフラは壊れ、それでも戦地に人と物を割かなくてはならない。ここにいらっしゃる、皆さんに問います……今、こんなことをやっている場合ですか？」







　茜あかねの言葉に、ジンは思わず一笑した。

「これは、また……とんでも推理だ。で？　おまえはどうしてそう思った」

　茜は食い付いたと思った。丸裸にしてやるつもりで話し始める。

「最初に違和感を覚えたのはサクラノツルギの登場の仕方。あなた方は奇襲ではなく、正面玄関からわざわざ入ってきました」

　二人は公園区画の方へ向け、歩きだす。

「サクラノツルギは、中国最大の保管領をたった三時間で落として見せたんですよ？　それに比べたらスイスの離れ小島一つ落とすなんてわけないはずです」

　茜はアイデアや情報を整理する際、意識的に身体からだを動かすようにしている。思考がクリアになり、アイデアが出で易やすくなるのだ。経験による習慣だった。

「エイルンコードがいたとは言え、物量も質も、断然そっちに分があった……しかし結果は、ネイバー四機が中・大破。あなたがたは機甲師団一個分の戦力を喪失した」

　茜あかねはアイスクリームボックスの方まで歩いてくる。それは野ざらしにされ、コンセントが繋つながれていない。中にはビニール袋に包まれたハトや鯉こいの餌が入っていた。ケースを開けると生臭い臭気が鼻び腔こうを刺す。餌を手に取り、腐ってないかと疑った。

　茜はボックス上に置かれた料金箱の隣に、熊のキーホルダーを置く。現金の持ち合わせがなかったので代わりのつもりだった。

「……オークションで売れば最低でも一〇〇〇円くらいになりますから。コレ」

「何も言ってないんだが」

　ジンは苦笑する。茜が餌を撒まき始めると鳩はとが何十羽と集まってきた。

「貴重なネイバーフッドまで死なせてしまっている……被害規模や戦いぶりを見れば、誰がどう見てもエイルンコードとサクラノツルギが遭遇戦になったと映るでしょう」

　茜は烏う合ごうの背に視線を置き、謎解きを再開する。

「しめしめとヘキサの秘密を手に入れた国連は、この機を逃さない。脱退する加盟国は後を絶たず、人々は国連という威信ではなく、あなたという救世主に地ほ球しの命運を託し始めていたから」

　焦点は定まっていない。茜は思考の海に浸つかっていた。

「なんとしてもこの流れを止めたい国連は、手に入れたヘキサの秘密スキヤンダルを真っ先に世界中へと……バラマイタっ」

　茜は立ち上がると同時に袋を逆さまにした。残りの餌が勢いよく地面へと撒かれる。

「そうして、ヘキサ＝マリスという誤認識を世界中に植え付け、ヘキサを恐怖の対象に仕立て上げた」

　ヘキサとは【感染型】という新種のマリスが苗床に選んだ人間たちである。

　この感染型が人体の細胞を喰くい破ることで人はマリス化する。しかし、傍はたから見れば人がマリスに変身したように映ってしまう。その印象が、人々の恐怖感情を煽あおり立たてていた。茜は苛いら立だっていますと主張するように、空の袋を握り潰す。

「でも、そもそも論。今回の話は、実験を中止できれば……物証さえ押さえればどうにかなった話ですよね？」

　ジンの表情筋が僅かに動く。

「それこそ、メールや電話の一本で済んだ話。通信手段が使えないなら直接あなたがエイルンさんのところへ出向けばいい。でもそれをしなかった……何な故ぜですか？」

　詰問口調で茜はジンに問い質ただす。

「あなたがスイス本国にあるスイス連邦支部を奇襲したのが、現地時間で二月二四日の二一時三六分頃。サクラノツルギがインドネシアに攻めてきたのは二月二六日の一八時丁度。二日もかけて軍の編成をやってましたとかバカですか？　アホなんですか？」

「耳が痛いな。泣いてしまいそうだ」

　ジンがはぐらかそうとしても茜あかねは続ける。

「対処があまりにお粗末すぎる。例えるなら、五〇分ドラマで支離滅裂な強引展開を見せられて『ああ。作者の都合でこうなっちゃったのかな』って心境です」

　茜は「本当はたぶんこうです」と、双そう眸ぼうを細める。

「開幕で、あなたの説得にエイルンさんが応じればそれでよし。でも、研究を止められなくても別に良かったんです……ポイントはエイルンコードとの戦いを偶発的、かつ本物であるかのように演出すること。あなたは最初から本気で止めるつもりなんてなかったんだ」

「馬鹿馬鹿しい。それをやって俺になんの得がある？」

「私、妖精の三フエアリー・スリーと、濱はま田だ優ゆう元総理大臣」

　途端、ジンの口元から笑みが取り去られた。

「ほら……ほら！　やっぱりあなたは全部予想してたんだ！」

　垣かい間ま見みたジンの表情の変化……それが茜の推理を確信に変えた。

「塾長ないしエイルンさんが、政治交渉に強いこの二枚のカードを切ってくると。あなたは私がここにくることも織り込んでいたはず。だからペテン師って言ったんですよ！」

　茜は「奢おごりです！」と、ケースから餌袋を取り出してジンに投げつける。

　餌はジンの腹にぶつかり、足元に散らばった。

「ヘキサの正体を知って恐慌に走る人類と、弾圧と虐殺に怒り狂うヘキサ！　あなたのせいで両者の悪感情は最高潮を迎える！　次にあなたはエイルンさんを呼び出し、まんまといっぱい食わされた顔をして彼を焚きつけた！　彼が自発的に動き、エイルンコードがＭＩ01目標に向かうよう、差し向けたんです！」

　茜の中で感情が暴れる。世界平和なんてどうでもいい。自分や仲間たちの命の方がよっぽど大事だ。でも、エイルン＝バザットはそれができない。

　目の前の男は、彼の優しい心根までを自分の思惑に利用したのだ。

「おかげでエイルンコードはあの地獄の島へ決死の特攻をすることになった！」

　茜は泣きそうになる。涙をごしごしと拭い、大きく熱い息を吐いた。

「…………」

「そこで考えました。仮にすべてがあなたの演出だとして、あなたが狙っているリターンは？　双方の悪感情が最高潮に達して、そうして生まれる何かって……なに？」

　一歩、二歩。茜はジンへと近づく。

「すべてを呑のみ込こみ始めた濁流……でもこの濁流こそ、あなたが最も欲していた結果に繋つながっている」

　ジンは理性の仮面を投げ捨てる。口の端を大きく吊つり上げた。

「大詰めだ……聞いてやるよ名探偵」

　茜あかねはジンに見下ろされてしかし、一歩も引かなかった。







「どうか今、ここで決めていただきたい」

　同じく、濱はま田だは五四カ国の国連加盟国に向け、援軍の要請を続けていた。

　特大モニターにＭＩ01目標での戦闘映像が投映される。

「既にご存ぞん知じのことでしょうが、可及的速やかに、彼らの支援を要請します。既に我々の作戦は始まっています。この後、エイルンコードの特別作戦班は満足な支援もなく、島の最奥部にいるキングに向け、特攻する予定となっています」

　そのコメントを聞き『無む茶ちやだ』『殺されるぞ』と零こぼす代表たちが、次々に現れた。

「ＭＩ02目標を攻略する決定打となった、エイルンコード……いえ、エイルン＝バザットを抜きに、最大のＭＩ目標を攻略できるとお思いですか？」

　濱田が聞く。中国大総督府・王黄龍ワン・フアンロンが口を挟んだ

『そんなものサクラノツルギのネイバーを奪い、ネイバー全機をもってすれば──』

『単一戦術で最強のネイバーと名高いバルゴ・ティアーズが、ＭＩ02目標で敗れているのですよ！』

　濱田は大きな声で揺るがぬ事実を突きつける。

「キングには核攻撃が通じない。決戦という攻略方法しか通じない化け物です」

　特大モニターにＭＩ02目標のキング幼生体が映しだされる。

　竜人と鉄の淑女の激闘を撮ったものだった。

「エルフィーナあの機体が来てくれたから、人はキングに勝てた。兵器も戦略もネイバーも通じなかったから、今日まで我々はあの魔の島を放置してきたんじゃないのですか？」

　十分な説明が為なされないまま国連加盟国のほとんどがこの会談に出席させられていた。

　しかし、皆が思っている。

　本当にサクラノツルギを倒せば全すべてが解決するのか？　と。

「『サクラノツルギを倒したら』『他のネイバーを手に入れたら』『彼らの技術が手に入ったら』……たら、たら、たら。憶測ばかりじゃないですか。ましてサクラノツルギの戦力が未知数とはいえ、彼らがマリス根絶の鍵になるというのは共通認識のはずでしょう？　ただ驚異だからと切り捨てて良い相手では決してないはず」

　戦勝の保証も、納得いく説明もないまま調印せよと言われた国がほとんどだ。そんな不条理を押し通すために、大国の威信をチラつかせる者がいた。

「はっきり申し上げます。私的感情を正義と言い換え、叫んでいる人物がいる」

　画面に映る、何十人という代表がジョージ大統領を見た。

「大国の旗の下、マリス驚異とネイバー特権のさじ加減を巧妙に使い分け……本来執るべき正しき選択から、数え切れない人間を遠ざけようとしている」

　濱はま田だの視線もまた、演台のジョージへと向かう。

「プレジデントジョージ。あなたはジン＝ナガトに対して、ずいぶんと偏った感情をお持ちのようですね」

　演台の上を調査資料の束が滑った。ジョージは敵てき愾がい心しんをむき出しに、視線を演台の上──『ジョージ・カルターについての人物報告』に向ける。

「復ふく讐しゆうですか？　家族を救ってくれなかった……かつてのヒーローに対する」







　自分を指差す小さな少女……その指先を見ながらジン＝ナガトは想起していた。

「あなたはエイルンコードを、人とヘキサを結ぶ仲介役に選んだんだ」

　誰よりも多く、人がマリスに負ける未来を見てきた。

　同じく、ヘキサの正体を知った人間たちがどんな行動を取ってきたかも。

　どうすれば、そんな未来を回避でき、マリスに勝てるのか。

「あなたが欲しがっているのは『憎しみあう両者が、それでも手を取り、マリスに立ち向かったという事実』……どん底まで落ちた悪感情を克服させ、一緒に戦ったという戦友意識を両者に持たせること」

　過去・現在・未来──三世を生きる、ジンは誰よりも苦心してきた。

「もし実現させることができれば、マリスがいなくなった世界でも両者の共存する道がぐっと現実的なものになる。もしマリスがいなくなった後、ヘキサの正体が露見してしまったら、それこそヘキサは根絶やしにされる」

　でもこの時代、この変革では、一つのイレギュラーがいた。

（俺は……奴やつに賭けていたんだな）

「あなたは私が思っていたよりもずっと夢想家ロマンチストだった……それが私の出した結論です」

　茜あかねがゆっくりと指を降ろす。しばしの沈黙の後、ジンは拍手を茜に送った。

「終末暦七一年……様々な人種の人間たちが、穴蔵に落ち延びてから九〇年以上が経たち、ある一つの同盟が締結された」

　ジンは誰にも話さなかった未来の話を語り出す。

「【大アルカナ同盟】……ただ人という種を存続させるために、各国は無条件の協力を約束する。国家の主義・主張・宗教・文化を無視して締結された大同盟だ」

　自分たちが辿たどりついた境地に、彼らを導かなければならなかった。

「そこに列席したトップが二二名いたのと、製造予定のネイバーが二二体だったことから、この同盟には大アルカナの名が付けられた。ネイバー各機にタロットのアルカナがそれぞれ与えられているのもその名残だ」

「そんな秘密が、ネイバーに」

「そして時次元跳躍型ネイバー、アトメントの完成と同時に発動した歴史改変による人類救済作戦。それが【オペレーション・ネイバーフッド】」

　人々は大陸に散り、その土着に合わせて文化と歴史を育んできた。しかしそこから生まれる価値観の違いが、国境を作り、優劣を作り、差別を作り、終ついには戦争を作った。

　別々の道を歩んだがゆえに、無償で手を取り合うことができなくなってしまったのだ。

　それはマリスという天敵が現れてからも変えることができなかった。

「クイーン攻略決戦兵器、ネイバーを過去に送り、感染型の発芽を防ぎつつ、過去時代の人間たちにマリスアイランドを攻略させる。それが計画前段の概要だ」

「……前段？」

　でも、それではマリスに勝てない。だから、ジンは変えねばならなかったのだ。

「この改変軸では、トゥーレイトの発現が間近に迫っても世界はあらぬ方へと進んでいた。そこで俺たちは表舞台に介入した。荒療治をとるために」

　導くことは無理でも、せめて流れの向きだけでも変えようとした。

「俺が国連の本部を襲って見せたのは、彼我の戦力差を見せつけるためだ。俺たちに恐れをなして心を入れ替えればいい。敵対するにしても、俺たちという第三の敵に備え、国家間で連携をとる必要が出てくる。もし今の状態で他の大国が、中国のように引きこもってしまったらどうなっていたと思う？」

　茜あかねはその発言ですぐ気付く。

「っ……ネイバーを持たない、力のない国からマリスに踏み潰されていた。じゃあ、力のある大国を、無む理り矢や理り、戦場に引きずり込むため」

　世界を、人々を、この星を守る。どんな手を使ってでも……ジンの正義はそこにあった。

「あとはお前の見立て通りか。いやはや恐れ入った、誰にも話さなかった頭の中を……まさかこんな小娘に看破されるなんて」

　ジンは茜を覗のぞきこむように身を屈かがめる。

「おおかた、賭けに勝って、援軍を要請したかったんだろうが残念だったな。俺がお前の頼みを聞けるかは、すべて奴やつらにかかっている」

　茜は背筋を伸ばす。

「ここまでのお膳立てをしてなお、正解を選べないのなら救う価値はない」

　その、底冷えした声音を聞いて茜は悟った。彼は本気だと。

「一〇万回……俺は人の持つ可能性を信じ、歴史改変を繰り返してきた。そうしてやっと、この改変軸まで辿たどりついたんだ。でも……一〇万だ。一〇万回も試して、人がヘキサを受け入れられないというのなら、もうそういうことなんだろう」

　漏れ出た殺意を肌に浴び、恐怖が茜に一歩を引かせた。

「マリスから人々を守ってきたヘキサを世界が受け入れられないというなら、世界の方を変えるまで。謹んで魔王の座に君臨するとしよう」




「そのときは人類史上、最大の虐殺を披露するつもりだ」




　オペレーション・サクラガリに参加するにあたり、国連加盟国にはある追加条文が配られていた。濱はま田だはその条文書のデータを特大モニターに映す。

「このサクラガリ作戦を機に、結ばれたこの追加条文……『国連非加盟国においてマリス・ヘキサに次ぐ驚異が発覚・認められた場合、武力をもってそれに対処するものとする』」

　この一文こそ、各国を恐怖で縛りつける鎖となっていた。

「国連の輪から外れた国には連合で攻め入り、有限資源を強奪する……そうとも私には読めますが？」

「黙りなさい」

「マリスが溢あふれる今の世界で孤立したら滅亡は免れない。ましてネイバーを持たない国に生き延びる術すべはない。脱退を許さず、独立も承認せず。意に沿わぬ者は悪者にしたて、制裁という名目で搾り取ると？　こんなものは、ただの恐怖政治だ」

　ジョージは大声を上げて、唾を飛ばした。

「恐怖の鉄鎖で繋つながない限り、手を結べぬところまで来ただけだ！」

「立ちゆかなくなったから何かを犠牲にする。ヘキサのときに採った政策と同じじゃないですか。だからジン＝ナガトはリベンジャーとなってあなた方の前に立ちはだかった」

　痛みは下へ、下へと流れていく。それは共同体の大小に関係なく。弱いものが、まず泣くように世界はできてしまっている。でも、それを変えなくてはならない。

「国連はまた同じ過ちを繰り返すんですか？　それ以上は戻れなくなる……お父上が悲しみますよ、プレジデント」

　ジョージは水を掛けられたように、ハッとなる。

「四期前の大統領に就任されたお父上、アルバート・カルター氏は生前、ブラックバード……あの、ジン＝ナガトに求心していたことが調査で分かりました」

　ジョージは生気を吸い取られたような顔になる。

「本件とは無関係な話だ」

「私財を投じて彼の活動を支援し、また家族にも、彼の活躍を英えい雄ゆう譚たんのように語っていたと、当時の第一秘書、ビスケット・レイド氏は語ってくれました」

　濱田の言葉を呼び水に、ジョージは当時を思い起こしていく。

　白い手の甲に血管が浮かび上がる。息は荒くなり、頬ほおは紅潮していった。

「当時、一一歳だったあなたもまた、彼のことを──」

「黙れと言っているんだ！」

　ジョージは懐から拳銃を抜き、濱はま田だへと向ける。

　即座に護衛のロシア兵が、銃を構える格好で立ち塞がった。

「そうやって大声をだして相手が黙らなければ次は何を使いますか？」

　濱田は護衛をどかし、拳銃の前にその身を晒さらす。

「今、手に持っている銃ですか？　それとも金？　最後は星条旗の威信ですか。そういう強引な手で、ここにいる何人もの人たちを従わせてきたのでしょう」

　濱田は、観客のように並ぶモニター群──各国の首相たちの顔──をぐるっと見渡した。

「でもこれは、私怨で済ませられる規模の話じゃないですよ。今のあなたは、あなたの野や暮ぼ用ように何百万人もの人たちを巻き込もうとしている」

　ジョージが唇くちびるを震わせる。

　銃を叩たたきつけるように演台に置くと、報告書の束を破り始めた。

「全部わかってますとでも言いたげな、その顔……っ！　ふざけるな！　ふざけるなふざけるなぁ！」

　破った紙を濱田の足元へと放ほうり投げる。紙吹雪が両者の間に舞った。

「私怨で結構！　それの何がいけない！　私はそのために今日まで生きてきたんだ！」

　ジョージはプレゼンテーションルーム全体を指すように右腕を大きく回す。

「私は！　私の人生を摩耗させて！　この場所までやってきたんだよ！」

「だから！　それは特権と我がままを履き違えて──」

「浅い恨みではないのだ！」

　ジョージは喉が破れるかと思うほどの怒号を上げた。

　理屈を曲げ、理性すらも吹き飛ばす。人を暴走させる心のスイッチ。

『感情』────ジョージが抱えた心の炸さく薬やくは、風化を知らぬまま大きくなり続けたものだった。

「パパは、ブラックバードが来ると言い聞かせて最初に死に！　私を守ってママの頭はクレープのように囓かじられた！　メアリーは腕を人形みたいに取られて、泣きながら私に助けを求めてきたんだぞ……言葉を並べただけでこの感情が押さえられるか！」

　ジョージは涙を浮かべていた。

　恐怖を消したいように頭皮を掻かき毟むしる。ジョージは虚うつろな目でまた濱田を見た。

「あの夜、私は一晩中走ったんだ。喉が破れるまで叫び続けたのに。彼は……ジンは来てくれなかったじゃないか」

　ジョージは腕をだらんと垂らす。

「ヒーローなんてどこにもいない。ならばもう、人が人を守るしかない」






Ⅴ　さけびとたねび









　それはエイルンアタックが始動されるおよそ四日前。

　一通のビデオレターが全世界に配信される。三一カ国語に翻訳されたビデオレターは、既に一二〇万再生もの視聴回数が重ねられていた。

　────動画タイトル【エイルン＝バザットより、世界中の人々へ】────

　ビデオレターに映る少年・エイルン＝バザットは語り出す。

『私たちは無差別マリス撃滅機関エイルンコード。そして私は、特別作戦班隊長を務めるエイルン＝バザットです』

　赤い瞳に、赤い髪。アニメの衣装のような西洋軍服を着ている。

『私たちは人もヘキサも関係なく、その呼び声に応こたえ、マリスを駆逐する武装組織です。このビデオを見るすべての人にお願いがあり、ここに想おもいを託します』

　ビデオレターを見ているのは小さな子供だ。彼は家を失い、家族も失った。半壊したスポーツジムにはその子同様、避難してきた民間人が溢あふれていた。

『今、世界は混迷の途にあります。人がヘキサの、ヘキサが人の、互いの存在を許さず、大きな大きな戦争へと発展しようとしています』

　ヒビが入ったタブレット端末に映る少年を見て、その子は何を思うのか。

『国連軍とサクラノツルギ。両者がぶつかれば多くの血が流れることでしょう。でも胸に手を当てて考えて欲しい。その血は本当に流れるべき血なのでしょうか？　マリスという共通敵を持ちながら、手を取り合えない。脅威と認めることは出来ても、存在を受け入れることができない』

　子供は話を聞いておかしいなと思う。

　自分たちがこんなにつらい思いをしているのはマリスがやってきたからなのに。どうして大人たちは、マリスではなくヘキサと闘っているのだろう？　と。

『俺たちはこれから最後のＭＩ目標、ＭＩ01目標の攻略作戦に打って出るつもりです』

「ジャック、何を見ているんだ……？」

　その子の隣に軍人風の男が腰を降ろす。彼こと、エディオット・マーフィは最近、除隊したばかりだ。故郷に帰るもマリスの襲撃に遭い、家を焼かれてしまう。

　近隣の人々がここに避難できたのもエディオットの尽力が大きかった。

　エディオットは、子供改めジャックのタブレットを覗のぞく。途端、その瞳を大きくした。

「彼は──っ」

　エディオットは奪うようにタブレットを取り上げる。ジャックの隣に腰を降ろした。

『国連軍とサクラノツルギ、両者がぶつかる前に、なんとしてでも最後のキング、バース７－Ⅰを撃破し、この悲しい戦いに終止符を打つつもりです』

「馬鹿な……国連軍、ヨーロッパ連合、そしてエイルンコードとサクラノツルギが共闘したから、あの戦いは勝てたんだ。いくらエイルンコードでも」

　エディオットは狼ろう狽ばいし出す。何かを思い出したのか、両の瞼まぶたを指で擦こすり出した。彼が最後に従事した作戦はオペレーション・リミットブレイク。

　あの地獄を肌で知り、死ぬ思いで生還を果たした兵士の一人だった。

『でも……でも、私たちだけでは力が足りない。圧倒的に足りないんですっ』

　画面の中でエイルンは項垂うなだれる。悔しさを握り潰すかのように拳こぶしを震わせていた。エディオットの胸に罪悪感が芽生えだす。

「おじさん、このお兄さんのこと知ってるの？」

　エディオットはジャックの額に乱暴なキスをする。その小さな頭を撫なでた。

「ああ。おじさんやおじさんの仲間を救ってくれた、命の恩人だ」

『このビデオを見ている一人一人にお願いしたい』

　画面の向こう側でエイルンは真摯に頼む。

『どうか感情に流されないで欲しい。今見ている景色ではなく、自分が心におく大切なもの……今、思い浮かべた大切なものを守るための戦いを始めて欲しい』

　エディオットは残された親族、ジャックの肩を強く抱いた。

『銃を向ける相手を間違えてはダメだ。撃つべきは人でもヘキサでもない。マリスだ』

　エディオットもそうだと思った。あの戦場を潜くぐり抜ぬけたものなら分かる。ヘキサがいたから、あれだけ強力なマリスとも対等以上に渡り合えたのだ。

　彼らの力もまた、マリスを打倒する鍵になる。

『私にもまた大切なモノがある。愛するものがあり、絶対に曲げられぬ信念がある。それを守るためならば喜んで闘おう』

「この人……かっこいいね」

　エディオットは驚いた。ジャックはこの場所に来て、初めてその笑顔を見せたからだ。

『今一度見つめ直して欲しい。今、あなたがしていることは、本当にあなたの正義に殉じるものなのか。今、これを見ているあなたにお願いしたい』

　エディオットは除隊したことを強く悔んでいた。

『どうか俺たちに……力を貸してくれ』

　彼の心は叫んでいた────この少年を助けに行ってやりたい、と。





　◆現在時刻・一四時──ＭＩ01目標・最奥部◆






　激闘の末、敗れたエイルンとエルフィーナ。

　決着がついたかに思われた戦場では、未いまだに格闘戦が続けられていた。

　ひび割れ、凹くぼんだ真っ赤なドレス装甲。仮面の半分を失なくし、その美貌も泥で汚れてしまっている。ボロボロになっても拳こぶしを振り抜き、足を蹴り上げるエルフィーナ。

　対するアリスはほぼ元の状態に戻っていた。焼け溶けた肌はより固くなっている。体表面に広がる斑紋はより増えて、見るもおぞましい人面の集合体を象かたどっていた。

　またアリスは、先ほどからエイルンのよく知る声を発するようになっていた。

「分からんな」

　それは氷ひ室むろ夏なつ樹きの声ではない。テレビアニメで放映されたジン＝ナガトのものだった。

　アリスの右手──五指の指先──から、刀のような爪が伸びている。アリスがそれを振り下ろす。対するエルフィーナはレイピアで軌道をずらし、くぐるように斬撃から逃れる。

『その声！　その口調で！』

　アリスの爪と、エルフィーナの可変式ブラストダガールイン・セイバーがぶつかっては火花を散らす。

『喋しやべるな！』

　エイルンの気合いの一刀をアリスが軽々と弾はじき返す。左の副腕がエルフィーナの顔に瞬速のジャブを食らわせた。エルフィーナから学習した闘神の拳撃である。

　現在のアリスは、エルフィーナの戦術機動までも盗んでいた。

　エルフィーナの仮面が今度こそばらばらに砕け散る。

『私の、顔に！』

　エルフィーナの美貌が怒りに歪ゆがむ。カウンターの上段蹴りが放はなたれた。しかしアリスは頭を下げて避よける。同時、エルフィーナの腹部にアリスの中段蹴りが見舞われた。

『ぐああああああああああ！』

　またも吹き飛ばされるエイルンとエルフィーナ。

　直撃した瞬間、エルフィーナのロングヘアー【衝撃排出路ブロンドテクト】が黄金にたなびいた。衝撃を最大限に拡散させてしかし、その威力を殺し切ることはできなかった。

　エルフィーナが焦土の上を転がる。

「本当に分からんな」

　アリスは足を蹴り上げた状態から身体からだを動かさない。

　貫かん禄ろくさえ滲にじませたその声、その態度は、エイルンがよく知るジン、その人だった。

「俺らとおまえらの本質は同じはずだ。おまえらは同じ目的をもって生まれたんじゃなかったのか？」

　声はジン。しかし、その質問はマリスの王としての疑問だった。

　エルフィーナがバック転をして即座に起き上がる。

『……同じ、目的？』

　エイルンが聞き返す。アリスが話し出したのはマリスの出自についてだった。

「俺ら、バーダイムは星の寿命に導かれて生まれた。でも俺の誕生が早まったのは、元はといえばオマエら人間が自然を壊し、地球の寿命を早めたことが原因だ。おまえらも星の死を望んでいたんじゃなかったのか」

　生老病死────生まれ、老い、病み、そして死んでいく。

　生物はこの理ことわりから逃れることができない。でももし……地球もまた一つの大生命であり、この理の範はん疇ちゆうにあったとしたら？

　地球の生命力が弱り、死を呼ぶ【病魔】として生まれた生命体がマリスだったとしたら？

『バカな！　じゃあ……じゃあ人が、環境を破壊していったからお前たち、マリスが生まれたとでも言うのか！』

「あたりまえだ。馬鹿かおまえ？」

　マリスという生物は、人で言うところの悪性腫瘍や癌がん細胞のようなもの。

　免疫力の高さを維持──自然環境を保全──できていれば発現を防ぐことができた。

　しかし……地球には自然を壊す人間せいぶつがいた。

「生物は星と共存することしかできない。でもおまえらは違ったろ。木を抜き、地を乾かし、海を腐らせた。大気は濁り、大陸を割って星を痩せ細らせてきた」

　人間も、その進化系譜を辿たどれば星を壊す側の生き物だ。

「そうして短い時間で進化を重ね、自滅へと進み続けた。おまえらの働きなくして、俺の目覚めはここまで早まらなかった」

　地球の生命力──生物としての抵抗力──を著しく落した因果に、人は強く関わっている。一定の文明水準に達してからは加速度的に資源を削り、地球の緑を奪い続けてきた。

『……じゃあマリスが生まれたのは』

「お前らの存在は星の滅亡と対になっている。そして、星を終わらせるために生まれたのがバーダイムだ。なのに、なぜマリス俺らの邪魔をする。もう終わりは、そこに見えてるのに。はっきり言って邪魔だ。だから訳が分からんと言ってるんだ」

　地球の生命活動を終わらせるために生まれたのがマリス。それはクイーンの活動段階を見ても裏付けが取れる。人を襲いながら根を降ろす場所を選定する。根を降ろした後は、その地の生態系を壊し、最終的にマリスしか住めない環境に変える。そこで生まれた別のマリスが新たな大地を壊すため進軍する。

　人を喰くって減らし、大地を蝕むしばんで壊す。マリスの活動原理はそこに透徹されている。

　行動過程で『人を喰う』とプログラムされたのは、マリスの活動に人が介入したことで生まれたもの。何故か邪魔してくるから人を殺すことにしたのだ。

『でも……たとえそうだとしても！』

　エルフィーナが縦一文字にレイピアを構える。

『人は生きている限り！　その生を放棄することはできない！』

　エルフィーナが一気に踏み込む。アリスを逆ぎやく袈げ裟さに斬り付けた。対するアリスは一本爪でエルフィーナの可変式ブラストダガールイン・セイバーを受けきる。

「矛盾だよ。星を殺したがって、生も望む。その二つは両立できない。分かれよ愚物」

『俺だってそう思うさ！　でも、明日を生きたいものがいる！　おまえたちに怯おびえ、救いを求める人がいる限り、俺は！』

　エルフィーナがターン……アリスの爪を捌さばき、その胸にレイピアの切っ先を突き刺す。

『おまえに挑まなければならないっ！』

　突き立てられたと同時──レイピアの刀身が折れた。

『っ!!』

　エルフィーナの眼前に、魔神の凶貌が降りてくる。

「もう一度聞いてやるよ。何な故ぜ、無駄と分かっておまえ……抵抗してるんだ？」

　エルフィーナが地面を蹴ってアリスと距離を取る。小破したスラスターを最大噴射……砂さ塵じんがスラスターの推進力で舞った。

　二〇・一一〇・二五〇メートルとアリスから逃げる。

『ムッシュ、後退を再度進言します。ウエディングを装備できない以上、本機に勝機はなくなりました。アリヤケに帰投後、速やかに戦線を離脱すべきです』

　コックピットにいるエイルンに、エルフィーナは忠告する。

「はーっ、はーっ」

　エイルンは苦しそうに左胸を掴つかんでいた。汗を垂らして息を荒らげている。コスモフィリアを酷使した結果、その疲労度は既に最高潮を迎えていた。

「それ、でも」

　モニターを通して、アリスからどんどん遠ざかっていくのが分かる。

　しかし次の瞬間、エイルンの背筋に極太の氷柱つららが差しこまれた。

「さっきから不思議に思ってるんだが、命を二つ感じる」

　エイルンは頭を真っ白にする。

　鳴り響く警告ビープ音──突如、モニターいっぱいに魔神の顔が現れた。

「……大きいのと、小さいの。身体からだは一つなのに声を二つ出している」

　アリスはエイルンが知覚できない速度で、エルフィーナとの間を詰めて見せたのだ。映ったアリスは正面モニターに向け、人差し指を指す。

　エイルンは怖おじ気けを感じる。エルフィーナが『ムッシュ！』と叫んだ時──

「この中に何かいるのか？」




　散った鮮血とモニター片────エイルンの左肩をニードルのような爪が貫通した。




「ぐああああああああああああああ！」

　エイルンが悲鳴を上げる。爪は正面モニターの左側を抜き、エイルンの肩を貫いていた。傷口からどくどくと血が流れ始める。

「ぐっ……！」

　エイルンは震える手で突き立てられた爪を抜こうとする。コックピット内に響いていた警告音アラートのボリュームが上がった。

『離れ──っ』

　アリスの顔面にエルフィーナの拳こぶしがめり込む。

『──なさい！』

　渾こん身しんの右ストレートがアリスを顔面ごと吹き飛ばした。

　併せてエイルンの肩からアリスの爪が引き抜かれる。コックピットの被害は甚大だった。モニター画面の半分が潰れ、ノイズが走っている。エイルンは流血する肩を押さえた。

『ムッシュ！　ご無事ですか！』

　エイルンは玉のような汗を零こぼす。右手に装着したマテリアルクロックを、震える指で操作した。パイロットスーツに開いた穴が溶けるようにして塞がる。スーツ内部の傷口に、止血剤が何本も打ち込まれた。

「大、丈夫。いい気付けになった」

『サブモニターの二番を、メインモニター画像に置換します』

　エイルンは真紅の瞳を正面に向ける。

　コックピットモニターの左半分が見えない代わり、左端にあるサブモニターに正面画像のもう半分が映った。エイルンは血の付いた手で操そう縦じゆう桿かんを握り直す。

「なるほどな。おまえが、人類おまえらの頂点にいることは分かった。しかし、だからこそ分からないな」

　アリスは既に体勢を立て直していた。ゆっくりとこちらへ歩いてくる。エルフィーナは恐れるように一歩引く。そんなエルフィーナを、大きな三つの影が取り囲んだ。

「っ！」

　エイルンはすぐエルフィーナに、最後の可変式ブラストダガールイン・セイバーを装備させた。エルフィーナを取り囲んだのは親衛隊クイーン──それも三体。

「どうして、一番強い奴やつが真っ先に死のうとしてるんだ？」





　◆出撃より六時間前◆






　決死隊であるエイルンたちが突入準備を進めている頃。

　国連軍第三艦隊・第一ＢＳ輸送艦【エンタープライズＭｋ６】

　アメリカ海軍の主力空母には、米軍だけでなく他の国の兵士たちも乗り込んでいた。

　空母の航空甲板に整然と並ぶ戦せん騎き装そう──全部で一八機。

　すべて空戦換装を終えている。出撃カタパルトに乗れば、いつでも出撃できる状態となっていた。同じく甲板には、待機中の戦騎装乗り達が管を巻いていた。

「あー芋くせえ。ションベンをかけた腐った芋の臭においがする。なんで俺たちの船に臆病者のドイツ人ジヤーマンが乗ってるんだ」

　黒人のアメリカ兵がそう言った。彼らとは反対側にいたドイツ兵の四人が彼のところへやってくる。

「脳みそついてんのかアホ垂れ。三日前にテメーんところのカス艦長が、俺らの足をやらせていただきますって言ったのを、もう忘れたのか」

　ドイツ兵は、アメリカ兵の襟元を掴つかんで寄せる。黒人と白人の兵士たちが睨にらみ合あう。

「リミットブレイクで俺の親友が死んで、なんで一番に噛かまれなきゃいけないお前らが生き残ってるんだって話だよ」

「マリスの餌になる前に、魚のクソになるか？」

　急造の混成部隊にありがちな、現場将官たちの軋あつ轢れきだ。この船だけでなく、サクラガリに投入された部隊のあちこちで、こんないざこざが起こっていた。

　黒人兵士がそのドイツ兵を殴る。途端に小隊同士の乱闘騒ぎへと発展した。

　一方、甲板の手すりに背を預け、別の二人組が遠巻きにその乱闘を眺めていた。

　二人組の一人が、隣に座る友人に話しかける。

「そこでお祭りをやってるのに、しおらしいじゃないか」

　二人もアメリカ兵だが空軍の出だ。あそこで暴れている黒人部隊は陸軍、彼らからすれば、どちらも他人と変わらなかった。

「スコット。俺たちは間違ってないんだよな？」

　一方、声を掛けられた友人は沈んだ様子でそう聞いた。

「ああ？」

「エイルンコードが闘っている。ＭＩ01目標で……今」

　米兵、スコットは友人の言葉に目の色を変える。友人改め、ルーカスの首に腕を回した。ささやくように聞く。

「どこ情報だ。それに、なんでそんなもの持ってる？　乗船のときに渡さなかったのか」

　ルーカスが持っているのはプライベートの携帯電話だった。

「先月除隊したエディオットからメールが入ってたんだ。それにＵＲＬが貼ってあって」

　手に持った携帯電話の画面には、ある動画が流れていた。

「なぁ、スコット。俺たちがリミットブレイクから生きて帰ってこられたのは誰のおかげだ？」

「喋しやべるなルーカス」

「俺たち、順番を間違えてやしねぇか？　ヘキサの前にマリスじゃないのか？　おれたちはアメリカ空軍のナンバー３、グレイフォックス中隊だろ」

　両りよう眼めを震わせて言うルーカス。しかし相棒は「ルーカス！」と強く制止した。

「おれたちは銃だ。たとえボンクラでも、上が撃てと言ったら代わりに弾を吐く。そこにしみったれた考えを挟むから話がややこしくなる」

　スコットはルーカスの厚い胸板を指で突く。

「それはおそらく封鎖情報だ。他には言うな。無い罪を着せられるぞ。上官の虫の居所が悪かったら日本につく前にお前が魚の餌だ」

「でもさ俺……お願いされちまったんだよ」

　泣きそうな顔でスマートフォンを彼に見せる。映っていたのはビデオレターの動画だ。

「エイルンこいつに」

　この二人もまた、エイルンに命を救われた部隊の生き残りだった。







　アメリカ・ニューヨーク──新・国際連合本部ビル。

　国際連合の最終決議は最終局面に入っていた。光学モニターの中で、アシモフ大統領が目配せをする。画面の向こう側で何か指示を出しているようだった。

　中国の王ワン総督がジョージに言葉を浴びせようとしたが、濱はま田だがそれを制した。

「プレジデント。ヒーローがいないとおっしゃったが……本当にそうでしょうか？」

　ジョージは動かない。濱田は憂いに満ちた視線を下げる。

「たしかに神も仏もありません。救いのないこんな世界の、どこを見てそんなものを信じられるというのでしょう……でもですよ？　私はそれでも、期待してしまっているのですよ。彼ならばと」

　ジョージは一瞬、耳を立てる。濱田を見て「彼？」と、いぶかしがった。

『タイムボルトを検索中…………セット！　最優先項目、ムッシュの生存。タイムポイントは演算結果に基づき自動セレクト。事象転換を及ぼすタイムボルトに接続します』

　突如、女性の機械音声が会議場に流れ始める。特大モニターの映像が勝手に切り替わった。裏手にいたスタッフがジョージの方へ駆け寄ってくる。

「プレジデント！　回線が何者かにジャックされました！」

　ジョージ、濱田を始め、各国の首相たちが顔色を変える。

　映し出されたのは『ボロボロのエルフィーナとクイーン三体の戦闘映像』だった。

「ここだけではありません、あらゆる国のメディア！　報道機関にこの映像が！」

　ジョージたちが瞠どう目もくする中、濱はま田だは映像を見上げる。

「君なら奇跡を起こしてくれると……そうだね。エイルンくん」

　その映像は未来から送られてきた、真紅の淑女の抗議文だった。





　◆現在時刻──ＭＩ01目標◆






　真紅のスーパーカー【ファラリカ・ドーター】の機体収納部──エルフィーナ・ルインレーゼの格納スペース──には、一基の機械ドレスが寝るようにして起動していた。

　天使の両翼を思わせるセンサーユニット。神官のローブのような赤いドレス兵装。




【情報戦兵装サイバードレス】────情報戦に特化したドレスだ。




　エルフィーナのＡＩに積まれる量子コンピューターと同期させれば、世界中のコンピューターホストをクラックすることも可能にする。

　エルフィーナはレ・ファラリカに積まれた因果律フィールドを応用し、選択した時間軸に接続していた。そして、このドレスに命じて世界中に情報を発信させていた。







　エルフィーナが地面スレスレで飛行する。溶解液を右へ左へと回避した。

『来なさいコンバット！』

　エルフィーナの瞳に青い線が走る。先ほど脱ぎ捨てられたドレスパーツ──スラスター群ウイング・パレオ──が自動的にジェットを噴射させた。

　薔ば薇らの飛行ユニットがエルフィーナのもとへ飛ひ翔しようする。

　エルフィーナが更に一度、溶解液を回転回避……そのクイーンの顔目がけて指を差す。

　エルフィーナの下へ向かうスラスター群ウイング・パレオからブラスト銃剣ルイン・ブレスが射出された。射出された銃剣が光を帯びる。光の刃やいばがクイーンの顔面に突き立てられた。エルフィーナの腰にスラスターがドッキングされる。

　エルフィーナは美脚を上げ、突き立てられたブラスト銃剣ルイン・ブレスの柄つかに、踵かかと落としをする。頭部を串刺しにされ、そのクイーンが絶命した。

　エルフィーナが死骸の頭を飛び越える。交差の際、頭からブラスト銃剣ルイン・ブレスを引き抜く。黒い血が太ふと腿ももに掛かった。エルフィーナは残ったクイーン二体とも戦闘を開始する。そんなエルフィーナにアリスが語りかける。

「下等生物を糧に、種は繁栄を築いていく。おまえらもそうやって長い年月の果て、地球を征服したんだろ」

『やぁ！』

　二刀の斬撃を浴び、クイーンの胸にクロスが刻まれる。勢いよく鮮血が舞った。続けざまの上段回し蹴りが、そのクイーンの生首を飛ばした。

「おまえは強いよ。とても強い。他を糧にして、生き永らえる権利がある。でも何な故ぜそれをしない？」

『強いとか、弱いとかっ、そんなもの関係ない！』

　エイルンが叫び、エルフィーナが納刀した。最後のクイーンに向け、エルフィーナが拳こぶしを振り上げる。拳に全重量を乗せ、スラスターを最大噴射した。

『人間は等しく、心を持っている！』

　コウモリ翼を持った人型のクイーン──その顔面がスイカみたいに砕かれる。

　ミサイルのように頭蓋を貫き、エルフィーナがそのクイーンを飛び越える。着地の際、巨大なヒールが地面を削った。

　傷だらけのエルフィーナは丘の上にたたずむアリスを見上げる。

『みんな心で叫んでいる。弱い立場の人間ほど、その声は大きいはずなんだ』

　エイルンは誰よりもそれを知っている。だからこそ、見捨てられない。

『彼らはいつだって心を騙だまして、歯を食いしばっているんだ』

「それこそ弱者の義務だろ。生き物として弱いのは、ただの罪だ」

　エルフィーナは一歩を前に出した。

『弱いから。力がないから。怒りや悲しみ、苦しみを押しつけられる』

　弱さに涙を流したことがある者ならば、誰だって分かる。

『すべての理不尽を受け止めるゴミ箱になれ。そんなの強者のエゴじゃないか。そんな理不尽、許されて良いはずがない』

　エイルンは瞳を燃やして頬ほおに付いた血を拭う。

　仮面を失なくしたエルフィーナもまた、エイルンと同じく強い眼まな差ざしでアリスを見上げる。





　◆出撃より六時間前──サクラガリ発動前・時間軸◆






　参加した五四カ国の首相たちは瞳を震わせて特大モニターを見ている。

　その中で一番に衝撃を受けていたのはジョージだった。

『誰もその声に耳を傾けなかったら、彼らの爛ただれた想おもいはどこにいけばいい？』

　その一言一言が、炎の剣となってジョージの心を焼く。

（どうし、て）

『助けてと叫ぶものは、自分にはどうすることもできないから誰かに助けを求めているんだ。その無念、その涙、その叫び……誰かが聞いてやらなくてはならない』

　ジョージが思いだしていたのは、一晩中泣いたあの日のこと────いつまでも忘れることができない、子供の頃の記憶。

（私がずっと……欲しかった言葉）

『悔しさに涙を流したことがあるのなら。悲しみに涙を流したことがあるのなら。そのときの痛みを絶対に忘れてはいけないんだ。でなければ……今度は自分が誰かを泣かせる側に立つ」

　ジョージはエメラルドグリーンの瞳を震わせる。全身には鳥肌が立っていた。

　濱はま田だはエイルンをこの場にいる首相たちに紹介した。

「中にはご存ぞん知じの方もいらっしゃると思いますが、彼は別の世界からきた人間です」

　ジョージやアシモフが再確認する思いで息を呑のむ。王ワン総督は毒づくように言った。

『知っている。ＭＩ02目標を平定した兵士。あの、憎きジン＝ナガトと同じ力を持つ男……確か、名は』

　濱田は小さな笑みを零こぼす。

「冷たい言い方をすれば部外者です。この窮状で唯一、傍観者でいていいはずの人間」

　アシモフもまた、眉を寄せてエイルンの戦いを見詰めていた。

『誰かが代わりに闘ってやらなくてはダメなんだ。誰かを守ってあげられる、誰かが』

　ジョージは床に座り込む。衝撃だった。胸を抉えぐられるようで……でも、それだけではない。ジョージは床に手をついてエイルンを見上げる。

　彼の胸にあったのは、湧き上がってくるような、熱。

「しかし現実は、彼が最も危険な場所で傷つき、今もああやって闘っている」

　濱田は声に涙を混じらせる。悔しさと歯がゆさに眼め頭がしらを熱くしていた。

「わたしたち大人が……本当にこれでいいんでしょうか？」

　モニターに映るエルフィーナがアリスの前に立つ。三度、その左拳こぶしを腰に引いた。

『俺が軍服を纏まとったのは、力なき人々の盾になるためだ！』

　世界中の人々に向け、エイルン＝バザットの信念が轟とどろく。

『弱くて泣く！　力がなくて泣く！　そんな人たちの涙を一粒でも減らすために闘ってきた！　勝てないからと！　無理だからと簡単に諦められる訳がないだろう！』

　エルフィーナがアリスに向け、左腕の拳を突き出す。

『俺の全部ですべてを救う！　生きたいと叫ぶ人がいる限り！　俺は絶対に負けを認めない！』

　その言葉を最後に、エルフィーナはアリスに戦いを挑む。

　一部始終を見せられ、広がったのは沈黙だった。

　息を吐くことすら躊躇ためらわれる聖戦ジハード。ジョージは床に突っ伏し、一言だけ零す。

「彼が………………彼こそ」

　かつてジン＝ナガトに描いた子供ながらの憧憬。まさに絵に描いたような英雄……それがジョージ・カルター大統領の前で存在し、闘っていた。

「ヒーロー」

　すると今度は、画面の中で戦っているエルフィーナの声が流れ始めた。

『失礼いたします。私はエルフィーナ・ルインレーゼ。今、叫んだのは愛いとおしくも頑固な私のダンスパートナー、エイルン＝バザット。このメッセージは本機の演算システムが導き出した、私の要望に沿える時間軸に向けて送られております』

　この戦闘は今の時間軸で起こっていることではない。未来で戦うエルフィーナから送られてきたものだった。

『彼には内密で、この中継を見る全すべての方に語りかけております』

　エルフィーナの口から残酷な事実が告げられる。

『本機の性能を以もつてしても攻略対象、このバース７－Ⅰに勝つのは絶望的となりました。しかし私のダンスパートナーは後退をしません。このままでは命尽きるまで闘うことが予想されます……見ず知らずの誰かを守るために』

　濱はま田だとジョージが顔を青くする。首相たちがざわめきの声を上げ始めた。

『死に場所を求め続けた彼にとって、これは理想のシチュエーションなのかもしれません。そこに私が意見を挟むのは、存在意義に抵触する行為なので言葉は控えます。ですが────どうしても気に入らない点が一つございます』

　エルフィーナの言葉に、徐々に感情の熱が籠っていく。

『何な故ぜ、あなた方は何もしないのですか？』

　率直な意見、ただの文句だった。

『胸壁内部装甲を開いて申し上げますと、本機はこの惑星になんの執着もございません。推定五〇億人口より、ムッシュ一人のほうが尊いと想おもっております』

　エルフィーナ──そして、その人格データの素体となったドクターツルギ──は博愛主義者ではない。あくまでエイルンの信念ワガママに付き合っているだけだ。

『あなた方の誰が、たとえ数千・数万人とその生命活動を止められることになっても何ら想うところはありません』

　惚ほれた好よしみ──放ほうっておいたら死んでしまうと思ったから、ツルギはエイルンに【改造人体】を与えたのだ。

　最強のシュプリームドール【エルフィーナ・ルインレーゼ】を託したのだ。

『ですが、あなた方は当事者のはずでしょう？』

　同じくエルフィーナは感情を持ったロボットである。パイロットの指示に従ってはいるが、面白くないものは面白くないし、腹が立つことももちろんある。

　例えば今、この瞬間も────

『私有財産を破壊され、血縁者を摂食され、なぜ黙っているのでしょうか？　何な故ぜ、私のムッシュばかりにハードプログラムを押しつけているのでしょう？』

　無関係のはずの最愛の人が血ち反へ吐どを吐き、血反吐を吐かなくてはならない人間たちが無駄話を延々としている。今の状況はまさにそれだった。

『はっきり言って不快です。とてもとても……不愉快です』

　サブキャラクター──それが劇中においてエイルン＝バザットに与えられた配役。

　物語を盛り上げるため、主人公の有能さを際立たせるため、劇中で何度も負け続けた。

　そんな彼を『噛かませ犬』と揶や揄ゆする視聴者も多い。しかし、それでも──

『どうして、こんな損な役回りばかり……たとえ責任を放棄しても。逃亡を選んだとしても。あの方に向ける私の想おもいは、〇・一パーセントも揺るぎはしないのにっ』

　戦ってしまうのだ。立ち向かってしまうのだ。勝ち負けに関係なく。

　誰かが泣いている限り、エイルン＝バザットは決して逃げてはくれない。

　モニターに映ったアリスの顔──そこへエルフィーナのヒールが突き刺さった。




『私たちばかりに頼っていないで！　あなた方も何かなさい！』




　その声を最後に映像がブチンと打ち切られた。

　プレゼンテーションルームに静寂が戻る。

　キャンバス大の光学画面に映るのは『○』──サクラガリの決議で出された賛成票。

　首相たちは互いが、互いを窺うかがうように他のトップたちと視線を交わしていた。

　すると……静かな空間に電子音が鳴った。

　会議場が急に騒がしくなる。ロシア以外に初めて反対票が入ったのだ。

　反対票を入れたのは強こわ面もての黒人首相だった。恰かつ幅ぷくがよく、眼鏡をかけている。

『ベル将軍に速やかに伝えろ。サクラガリに合流する手はずだった我が艦の行き先を変更。ＭＩ01目標で闘うエイルンコードの指揮下に入れ。間に合わなければ軍籍を剥はぎ、直じき々じきに公開処刑にしてやると伝えろ』

　眼鏡の奥に光っていたのは無機質な眼光──命令を伝えた彼は、ジョージにもその眼光を浴びせる。

『スーダンは国際連合からの脱退を表明させてもらう。おたくは怖いが、あの真っ赤なヒールはもっと怖い。あれは俺のカミさんより太い足だった。形は断然、むこうの方がいいがな』

　スーダン首相は鼻を鳴らす。それを聞いて笑うものが現れた。

　更にもう一人、反対に変える。首相代理を務めるウクライナの老人大使だった。

『確かに。あのヒールはまずそうですな。ひとたまりもない……ウクライナも反対票に変えさせてもらいますよ』

　すると今度は、肩を震わせていた若い首相が声を上げる。

『ナイジェリアもだ！　もうやってられるか！　圧力を加えるなら加えるが良い！　そのときはサクラノツルギに付くぞ！』

　○から×へ。一人、また一人と……。

　賛成票で埋め尽くされていた会場内が、どんどん赤い×マークに変わっていく。

『参謀長。急ぎ、ＭＩ01目標への援軍を協議させて欲しい。私もすぐに向かう。お友達になりたいやつができた』

『エイルン＝バザットだ！　二度と間違えるな！　彼を死なせてみろ！　人は今度こそマリスに負けるぞ！　分かったら急げ！』

『映像は見ていたな。迅速に最良を成せ。全すべての責任はとる』

『人道支援という名目は守らせよ！　糧食と弾薬をありったけＭＩ01目標へ！』

　流れが完全に変わった。今、為なすべきことに気付いた者からこの決議場を去っていく。

　そんな中、最前列で、きょろきょろとしているのは王黄龍ワン・フアンロンだ。何かを思いたったかのように声を張り上げる。

『何をボサボサしている参謀総長！』

　画面の向こう側から『は？』という声が返ってくる。

『マリス粉砕の栄誉は我が国のものだ！　絶対遅れを取るな！　大太龍ダータイロンの進路を変更させろ！　エイルンコードに合流させるんだ！』

　それから王総督は濱はま田だを指差し、ケンカ腰で言った。

『これは私の意思だ！　間違ってもあんたの口車に乗ったわけではないからな！』

　そう言って中国も回線を切る。皆、言葉は違えど思いは同じ。




　異世界からきた隣人を死なせるな──その心の叫びが、彼らを突き動かしていた。




　アシモフ大統領も画面の向こう側で電話を掛ける。

『ロナルドか。ああ。少しかかったが予定通りだ。サクラガリに投入した全ての艦は進路を変更。ＭＩ01目標に向かえ。同乗する他の国の兵も連れていけ。その甲板もまたロシアの領土だ。つべこべ言うなら撃ち殺せ』

　通信を終えると、濱田に向かって話しかける。

『金は指定の口座に振り込んでおく。顔に似合わず怖い男だ』

「どうかお急ぎを。わたしたちにもまた、時間がありません」

　そうしてアシモフも通信を切る。繋つながれていた光学モニターの映像はどんどん減っていく。最後に残されたのは濱田優ゆうと、床に突っ伏すジョージ大統領。そして二人の部下が何名かだ。濱はま田だはジョージに語りかける。

「利権・利得を超えた、融和の精神。人の進化の形は、私たちが考えるよりずっとシンプルなのかもしれません」

　濱田はいたわるような口調でジョージに言った。

「私は彼の姿を通して、それを教えてもらいました」

　濱田は踵きびすを返す。護衛を引き連れてこの会議場から出て行った。

　ジョージ大統領は突っ伏したまま動かない。彼の部下たちもまた、ジョージが動きだすまで物音を立てなかった。それから何分の時が流れただろうか。

　ジョージがプライベートフォンでどこかに電話をかける。

「サム、私だ。アレは出せるな……全すべてだ。全てを灰にしろ」

　真に憎しみをぶつけるべき相手とは？　そもそも本当に悪かったのは？

　心のどこかで気付いていた。でも、やり場がなかったから彼に怒りを向けた。

　あの夜、助けてくれなかったから。信じていたのに助けてもらえなかったから、と。

　充血する目が見ているのは、マリスか、ジンか……それとも。

「合衆国ステイツこそが、この星の守護者だ。我が国の威信を全世界に見せつけろ。徹底的に……徹底的にだっ」

　どす黒い感情を声に込め、ジョージは最終兵器の投入を決心する。




「戦略航海型ネイバー……12番機【ダイダロス】の鍵を開けろ」






Ⅵ　可能性の力










　◆６時間後改め、現在時刻──ＭＩ01目標◆



　戦艦に群がる数多あまたの鳥影──それはすべて有翼のマリス子団だった。エイルンコードの旗艦、アカツキは二〇〇近い子団の襲撃に遭っていた。

　ブリッジが大きく揺れる。中段・指揮スペースにいた紫し貴きは大きく体勢を崩した。手すりに乗りかかるようにして転倒を防ぐ。士官服に包まれた乳房が大きく揺れた。

「右舷二番砲塔やられました！」

「船内に子団が侵入したという報告が続々と上がってきてます！」

　管制任務に就く生途会役員たちが、艦長席にいる雷らい鳥ちように報告する。紫色の仮面を被かぶっている紫貴が振り返る。

「司令！」

　そんな紫貴を雷鳥は大声で叱った。

「あんたは持ち場に集中しな！　この船は、私らが死んでも守る！　田た中なか！　江え藤とうと亜あ賀が沼ぬまに繋つなげ！」

　田中が「ハイ！」と応こたえる。正面モニターの映像がアカツキの前部甲板を映し出した。

　スター小隊の風神カスタム二機が甲板上を疾走していた。戦せん騎き装そうの何倍も大きな主砲の陰に隠れ、上空に向けスイートビーを乱射している。

　大だい地ち機と山やま武たけ機だ。二機とも手足の換装を終え、従来の装備よりも火器を積んだオプションになっていた。艦に取り付いた敵を撃ち落としている。

　モニターに大地と山武の顔映像が映る。大地は負傷をしており、額に巻いた包帯は血が滲にじんでいる。




　アカツキの甲板。

　大地機のコックピットモニターには、山武・雷鳥との映像通信が繋がっていた。

『何匹か船内に潜り込んだ。どっちか駆除にいっとくれ。位置データは割り出してすぐに送る』

　大地の表情が強こわ張ばる。戦艦とは外部の敵に向けて作られたものだ。船である以上、内側からの攻撃には極めて脆もろい。早急に対処が必要な状況だった。

　山武機と大地機が主砲を盾に、スイートビーで弾幕を張っている。

『見て分からないんすか！　この数っすよ！　一人でここ抑えるなんてっ！』

『行ってこい山武』

　大地機のスイートビーから空のマガジンが投棄される。大地機はマシンガンに新しいマガジンを差し込んだ。

『機関部に入られたら終わりだ。親っさんのところからも救援要請がずっと来てる。機関部を経由し、船内格納庫へ急行。ここは俺が死守する。行け』

『な──っ！』

　山やま武たけ機が大だい地ち機の肩を叩たたくように掴つかんだ。

『アホこけよ、クソバカっ、てめぇさっき腹とデコ、縫ったばかりだろ！　それをこんなところまでついてきやがってっ。やせ我慢で済ませられる怪け我がじゃねえだろ！』

『隊・長、命令だ！』

　大地機が山武機の腕を振り払う。

　山武機のコックピットでは大地と映像通信が繋つながっていた。

『ブリッジの会長に何かあれば、島に上がった連中……残らず嬲なぶり殺ごろしにされるぞ』

「っ!!　でも、────よ」

　紫し貴きはアカツキのブリッジからオペレーション・デスサイズの指揮を執り行っている。つまりアカツキは全軍の脳であり、心臓部でもあるのだ。

『船首には何に替えても俺が取り付かせねぇ。今が踏ん張りどころなんだ。行ってくれ、山武』

　山武は歯は噛がみする。自分が反対の立場なら怖くてそんなこと、口が裂けても言えない。自分たちのバトルスタイルは三位一体を磨きあげたものだ。単機での戦いは大幅な戦力ダウンどころでは済まない。まして今の大地は負傷をしているのだ。

「な、んで、てめぇや総隊長は……毎度っ」

　悔しくて情けない。こういうとき自分が脇わき役だと、どうしても思ってしまう。

　彼らのような主人公になりたい。でも土壇場になると弱気の虫が騒ぎだす。本音を言えば、この甲板から離脱できることを喜んでしまっている自分がいる。

　葛藤する山武を、大地は殺し文句で送り出した。

『おめぇにしかできない任務だ。みんなの命……頼んだぜ』

　山武が目を押し広げる。フットペダルを思い切り踏んだ。

　山武機がウイングダストを広げる。後方にある船首の方へと飛んでいった。

　大地はコックピットでその様子を見送る。

　大地機がスイートビーを肩ホルダーに駆けた。膝パーツがジョイント、中からサバイバルナイフの柄が飛び出す。大地機はバレルスライサーを抜き去った。

『っ！』

　大地機が前部甲板の中央に躍り出る。ナイフを片手に空からやってくる敵を見上げた。

　大地はコックピットの端を見る。そこには妹の写真が貼ってあった。嫌がる大地の肩に纏まとわりつく妹が写っている。大地は静かに息を吐く。

「死ぬには良い日だ」

　操そう縦じゆう桿かんを強く握る。風神カスタムから大だい地ちの雄お叫たけびが上がった。

『かかって、こいやああああぁああ！』







　ＭＩ01目標──エリアＪ・沿岸部ルート。

　依然、グランヴォルカンとオルソン機は崖伝いに逃げていた。九〇度の崖道をグランヴォルカンが駆け抜ける。その横をウイングダストでオルソン機が併走していた。

『推進燃料もそろそろ限界よ！』

『そのときはロープグラップルに切り替えな！　いっそ、もう地上ルートで友軍と合流するか！』

『月げつ下かちん！　このまま進むと、もうルートがないよ！』

　グランヴォルカンから月下の舌打ちの音が漏れた。真下の海には絡み合うようにして、ビショップが海面で踊っている。崖をよじ登っているポーンも後を絶たない。

『せめて敵の牙が届かない、高台みたいな場所に逃げられればっ……おい陰険ウサギ！』

『さっきからずっと探してます！』

　現在、グランヴォルカンは無駄弾は撃たず、銃身の冷却に努めていた。その間、日向ひなたは必死に狙撃ポイントを模索している。

　そのとき、二機の正面にある崖の中から『巨大すぎる何か』が飛び出した。

『で！　でけぇ！』

　グランヴォルカンが速度を殺さず進路を下方へと変える。オルソン機もスレスレでそれを回避する。ウイングダストの翼の先が僅かに擦こすれた。

『き！　気色わるぅ────────っ！』

　飛鳥あすかが悲鳴を上げた。二機の前に躍り出たのは『超巨大ムカデ』だった。

『僕、ムカデだめ！　ダメなのー！　しかもこれ一〇〇メートルくらいない？』

　現れたのは新たなクイーン。一本の身体からだから五本の頭が伸びている多頭のムカデだった。

　日向はすぐ、コックピットでクイーンの解析を始める。ムカデの先頭部分が拡大表示された。暴れる巨大ムカデたちが絡め取っているのは──

「双そう条じようくん!?」

　甲羅に籠ったショワンウーだった。







　ＭＩ01目標──エリアＹ・怪樹林ルート・北部。

　順調に進んでいた葵あおいとセレンは、強敵の介入によってその進軍を阻まれる。

『ぐぅ！』

　デストブルムが毒沼に叩たたきつけられる。紫色の沼が津波のように舞い上がった。

『セレン！』

　鬼灯ほおずきが肉の触手を何本も叩き斬る。切断面から黒い血が飛び散った。

　鬼灯が飛んでくる触手をくぐるように回避する。毒沼に飛び込み、デストブルムの傍そばに着水した。デストブルムが沼の中から身体からだを起こす。

『こいつ、めちゃくちゃ強い』

　二人が相対しているのは小山のようなクイーンだった。

　真っ黒な影が何層も重ね合っているような身体。五〇本近くの黒い触手が、生き物のように伸び、うねうねと動き回っている。触手の標的はセレンたちだけではない。

　デストブルムの方へ行こうとする子団マリスを捕らえては、その大口に放ほうり込んでいく。頭から食いちぎってはゆっくりと前に進んでいた。

『こんなのまでいるなんて……でもコイツ、どこかしらデス公に似てない？』

『クロ、こんなブスじゃない』

　鬼灯が二刀に持ち変える。デストブルムが対抗するように一五本のマシンアームを展開した。そのときクイーンに変化が走る。

　触手の先が花開くように広げられた。花弁の間から、涎よだれのように粘液が滴る。

　デストブルムのコックピットではその様子が拡大表示されていた。それを見たセレンに絶大的な悪寒が走る。開いた花びらの中に『黒い玉』が浮かび上がった。

　強烈な既視感が二人を襲う。

『っこれ！』

　何かに気づき、鬼灯が真横に飛ぶ。瞬間、クイーンの触手から黒い破壊光が放はなたれた。

『葵あおい！』

　鬼灯の左腕がブレードユニットごと、抉えぐり取とられるように消滅した。







　ＭＩ01目標──エリアＣ・丘陵地帯。

　なだらかな丘全面に敷き詰められているのは、マリスの死骸だった。流れる黒い血と土が混ざり合って泥のようになっている。

　そこに立っているのは二機の巨人と、一匹の異形。文字通り、山ほどマリスを殺して進んでいた明みよう星じようとバルゴ・ティアーズを止めるモノが現れる。

『ちょこまかとっ！』

『人の目で！　追えるスピードではないぞ！』

　二機の回りを高速で黒い影が飛び交っていた。影が横切るたびに二機の装甲から火花があがる。切断面が増えていった。

　既にバルゴ・ティアーズは半壊状態だ。右腕も失っている。明みよう星じようも全身のあちこちから火花を上げていた。

　二機の上空で翼が広げられる。大きな鷲わし羽ば根ねが何本も舞い落ちる。

　二機が相手をしているのは鳥人型のクイーンだった。鳥人は明星めがけて滑空する。

　大和やまとはタイミングを併せて背負い太刀を振り被かぶった。しかし刀は空を切る。

　カウンターとばかりに、明星の腹部に蹴りが突き刺さっていた。

『聖せい鎧がいのぉお！』

　バルゴ・ティアーズが隻腕を振り上げる。明星もまたその蹴り足を掴つかみ取とろうとした。

　瞬間、鳥人のクイーンが姿を消す。明星の両手が空を掴んだ。

『っなぁ！』

　バルゴ・ティアーズの左腕に鷲の爪が突き刺さる。既に鳥人はバルゴ・ティアーズの隻腕に止まっていた。

　その四つ目が、バルゴ・ティアーズと明星を映していた。

　無敵を誇るエイルンコードの隊員たちが一人、また一人と倒れていく。

　不屈の闘志も、規格外十番テンナンバーの才覚を以もつてしても……敵は多く、強大過ぎた。現実は彼らの奮闘をあざ笑う。死は徐々に、そして確実に近付いていた────







　同時刻──アカツキ・船内格納庫。

　重すぎる物体が金属をぶったたく音。それが震動と共に、格納庫に響いていた。

　メインゲートを押さえるのは整備用にチューンした巌がん流りゆう。他にも資材運搬用のアームロボットを装着した整備部員たちがメインゲートに押し寄せていた。

「部長！　隔壁、もう持ちません！」

　鉄扉に頬ほおをつけた状態で一人の部員が叫んだ。その間もメインゲートは外からの衝撃に晒さらされている。この船内格納庫にマリスが集まってきていた。

　柔じゆう呉ごは拡声器を片手に、避難指示をずっと出していた。

「怪け我が人にんから優先して運ばせろ！　早くしろ！　止まるな走れ走れ！」

　そのとき、一際大きくメインゲートが揺れた。ゲートがたわみ、中心に僅かな隙間が生まれた。それを見てしまった柔呉の体感温度が一気に下がる。

　柔呉が見る中、ゲートの隙間からポーンの腕が伸びた。

『わぁああ！』

　ゲートを押さえていた巌流の頭部が握り潰される。隙間をこじ開け、ポーンが三匹、この場所へと侵入を果たす。格納庫内が悲鳴で包まれた。

　そのとき、メインゲートのすぐ横────壁が砲撃熱で真っ赤になる。

　壁をぶち抜き、ほぼ同じタイミングで山やま武たけ機が船内格納庫に突入した。

『俺が相手してやるよぉ！』

　ポーンに鉛玉を叩たたきこむ。ポーンの頭蓋が弾はじけてベロが跳ねた。そのポーンの股下を潜り、別のポーンが山武機の腰に飛び付いた。

　山武機が体勢を崩す。今度は左の腿ももに別のポーンが抱きついた。

　金属の悲鳴が上がる。メキメキと膝の関節部が潰されていく。

『うぉおおおおおおおおお！』

　それでも山武機は止まらない。メインゲートから侵入してくるポーンを射殺し続けた。片手で膝からナイフを抜き、取り付いたポーン二匹の頭に刃やいばを突き立てる。

『親っさん、ここはもうダメだ！　早く避難してくれ！』

　ポーンの死骸を剥はがすように捨て、山武機から声が上がった。

　今度は、山武機の背後にある壁が破られる。部員たちが叫ぶよりも先、それが山武機のウイングダストに噛かみついた。

『ビショップ!?』

　白ウナギの蛇体は外から伸びていた。ビショップが船体装甲をぶち抜いて入り込んだのだ。白い蛇体の筋肉繊維が締められる。山武機は凄すごい膂りよ力りよくで引っ張られた。

　スラスターの逆噴射で抵抗するも……山武機は外へと引きずり出される。

『うわぁああぁ!!』

「山武ぇええぇ！」

　柔じゆう呉ごの叫びも空むなしく、山武機は海へと消えていった。柔呉は立ちくらみを覚える。それから悪寒を感じ、ゆっくりと真横を向いた。

　誰かが「部長！」と……叫んでいたかもしれない。でも柔呉の意識は見たモノにすべて呑のみ込こまれていた。背後に立っていたのは一匹のポーン。

「ひなた」

　大事な嫁が脳裏で笑った気がした。ポーンの大口が柔呉めがけて降ってくる。噴き出すように湧いたのは後悔だ。

（結婚式──）

　大和やまとが言ってくれたのだ。明ミンにある式場で盛大に祝ってくれると。二人は、互いに合間を見つけては招待状を作った。温かみが伝わるよう、手作りで。

（やって、やるって）

　結婚指輪もちゃんと買って、アパートの机の奥にしまってある。この戦いが終わったら……もし平和になって、整備兵をやらずに済むようになったなら。

　貯ためたお金で『バイク屋を開業したい』と、伝えようと思っていて──

「死にたく……ねぇよ！」

　閉じられた糸目から涙が散った。でもポーンの口は無情にも落とされる。




　舞い散る鮮血、飛んだ肉片────舞い上がった血は黒かった。




　柔じゆう呉ごの顔にも黒い血がかかっていた。柔呉は悲鳴を上げて床に転がる。

　柔呉の前には、胸に弾痕を刻んだポーンが立っていた。

『全員その場で伏せろ！　ハリーハリーハリー！』

　滑りこむように、床に火花をあげて着艦したのは一機の戦せん騎き装そうだ。旋回しつつ、マシンガンを小刻みに発射した。格納庫で暴れていたポーンが撃ち殺されていく。

　更にもう一機、空戦装備の戦騎装が空いた大穴から入ってくる。

『そのまま動くなよ、ヘキサども！　ルーカス！』

『分かってる！』

　ネイティブな英語が飛び交った。二機がポーンを丁寧に射殺していく。コンテナに隠れていた部員たちが乱入してきた戦騎装を見上げる。

　掃討を完了した二機を見て、柔呉が声を上げた。

「あの機体……米軍のＦ－51！　アメリカ空軍!?」

『こちらフォックス２。補給できそうな場所を見つけた。これより現地クルーとの交渉に入る』

　最初に入ってきた戦騎装が柔呉の前にくる。片膝をつくと今度は日本語が流れた。

『アメリカ空軍第１師団、グレイフォックスＢＳ中隊、副隊長のルーカス・ハマー中尉だ。ひとまずは安心してくれて良い』

　柔呉は思わず泣きそうになり、鼻をすすった。

『俺らも戦列に加えてくれエイルンコード、と言いたいところなんだが』

　もう一機がおどけるように手を広げて見せた。

『ガス欠なんだ。まずは補給を頼む。支払いは身体からだで払うさ』

　柔呉はとうとう抑えきれず、涙を零こぼしてしまう。

『俺さ……もうすぐ結婚するんだ。子供ができたら、絶対にあんたの名前を覚えさせる。ありがとうっ、ハマー中尉っ』

　そんな中、大穴から山やま武たけ機が這はいあがってくる。海中でビショップを倒した山武だったが……。

『……どうなってんの？』

　状況は既に終了していた。




　船首窓の外に浮かぶ、一機。

　全長二五メートル。緑を基調に、赤と白でペイントされたステルス戦闘機である。しかし、従来機と違うのは機内に『手足』と『頭』が収納されていること。

　ステルス戦闘機の底面部が変形する。中からロボットの足が生え、甲板に着艦した。

　雷らい鳥ちようと紫し貴きが怪け訝げんそうな声を上げる。

「ネイバー８番機……ナポレオン・ドラポーじゃないか」

「フランス空軍のネイバーがなんで私たちを？　この機体も、討伐艦隊に編成されていたはずでしょ」

　ネイバー８番機【ナポレオン・ドラポー】──ロイヤルガードに貸与された可変仕様のネイバーである。高機動戦に特化しており、機体を透過させることで遮蔽物に邪魔されることなく飛ひ翔しようできる【エン・トスパフォン】という独自の飛行システムを備えている。

　陸上を飛ぶことで有名なネイバーだ。

　アカツキを包囲していた子団を、ナポレオン・ドラポーがたちどころに駆逐してしまったのである。するとメインモニターに通信が入った。

『無事か。雷鳥』

　モニターに、額にサンマ傷を刻んだ老軍人が映る。

「アドゥルフ!?　どうしてあんたが！」

『別段、私は何もしてないよ。テディーベアのように補助シートに座っていただけだ』

　アドゥルフ・バルマー大佐。国連軍を裏切った、元ロイヤルガードのネイバー５番機運用主任である。雷鳥とは旧知で、武蔵むさしにとっては──

『この泥棒猫っ！』

　武蔵が凄すごい剣けん幕まくで通信に割り入ってくる。アドゥルフが顔をしかめた。

『あいかわらずむさくるしい顔だな、カタナザル。とっくにボケて老人ホームにぶちこまれている頃だと思ってたのに。残念だよ、そろそろいい加減、死んでくれないか？』

『この粘着気き質しつのポークビッツ大佐がぁ……まだ雷さんのこと諦めてねぇな。上等だ、ステゴロだぁ！　今からそっちいってやるから待ってろ！』

　画面向こうで『艦長、仕事してください！』と声が上がる。

　アドゥルフは話を元に戻す。

『時間がなかったので船頭役を買ってでたが……急いで来て正解だったようだ。君もよく持たせた、さすがは雷鳥の教え子だ』

　正面モニターに映ったのは前部甲板に片膝をつく大だい地ち機だ。

　周囲に転がるマリスの死体、大量の返り血が機体を真っ黒に汚していた。

　それとは余よ所そに、雷鳥は大きく息を吸った。

　紫貴もまた同じく目を丸める。仮面の耳元に手を当て、アポロニアスに命令した。

「アポロニアス……何が起こっているか説明なさい」

『見ての通りだ。母よ』

　アカツキを中心に、周囲を映している立体モニター。

　艦船を示す青い光点マーカーが、いくつも集まってきている。アカツキのマーカーの上にある島のマップは、ＭＩ01目標を示す。異変は、島の外周でも起こっていた。

『人間的な言い方をすれば……アガル展開だ』

　立体マップには数え切れないほどの船のマーカーが現れていた。

　田た中なかが涙声で現況を雷らい鳥ちように報告した。

「司令。続々と……続々と、この海域に海上戦力が集まってきています」

　艦種別を特定し、田中は報告を続ける。

「自衛隊、ドイツ、中国、フランス、スーダン、ナイジェリア、カナダ、パキスタン、コンゴ、インド、それに、天皇軍も。数え切れない……国籍・軍籍問わず、世界中の軍隊がこのＭＩ01目標を包囲しようとしています！　既に一二隻！　艦艇から戦せん騎き装そうの発進が確認されています！　船団規模……およそ二一万！」

　紫し貴きはその数を聞いて確信した。

「間違いない……サクラガリに向けて発進した国連軍の大連合艦隊だわ」

　画面のアドゥルフが鉄仮面に笑みを貼り付けた。

『言っただろう。船頭を買って出たと』

　紫貴は挙きよ措そを失い、「じゃあ！」と面を上げる。

　一つの画像が強制的に送られてきた。

　カタツムリの殻に女性の裸身を伸ばしたような巨大ロボットが海面に浮かんでいた。

　２番機【バージンエリー】──サクラノツルギが保有する、輸送型のネイバーだった。

　更に画像が拡大される。




『みんなぁあああああああああああああああああああああああああああ！』




　アカツキのブリッジに涙が広がる。バージンエリーの手の平に乗っていたのは、手を高らかに上げる陽ひ葉よう茜あかねだった──





　　　　＊＊＊＊＊






　仏舎利塔平和公園ではジンの高らかな哄こう笑しようが響き渡っていた。

　両手を広げて天を仰ぐ。まるで見えない観客から万雷の拍手をもらっているかのようだ。

　そんなジンを余よ所そに、茜は濱はま田だから連絡を受けていた。

「国連軍艦隊が……ハワイに向けて転身した？」

　電話をしながら茜あかねは振り返る。ジンの態度が急変した理由にすぐ結びついた。濱はま田だもまた電話先で急いでいる様子だった。茜に二、三伝えると電話が切られる。

　茜の目はジンの背中に向いていた。笑うのを止やめたジンはゆっくりと手を降ろす。

「運以外の要素は全すべて潰したつもりだった」

　ジンは大きく一歩を踏み出す。

「それでもままならないのが現実の常。だが今日に限って……今日に限っては、気まぐれな神は人類俺たちに味方をした」

　コートから取り出したのは札束だ。貨幣制度が撤廃されるまで使われていた日本円札である。ジンはそれを賽さい銭せん箱ばこに放ほうった。

（人のままでは為なせぬ道だった）

「心が邪魔だった。一つの改変に五年を費やしたこともあったし、四日で時間軸を放棄したこともあった。己の使命を呪い、逃げ、でもまた挑み。けど投げ出して……二〇〇回まではその繰り返しだったか」

　大きな香炉台の横に備え付けられている線香──ジンはそれを何本も掴つかみ取とると、ライターで豪快に焙あぶり出す。

（幾度となく滅びに直面し、幾千・幾万という手段を試しては時間を駆け回った）

「記憶情報を弄いじれるようになってからは、うんと楽になった。人との繋つながりが枷かせになり、託された想おもいが重石おもしになって……でも姫ひめ子こだけは、諦めることができなかった」

　線香の先から煙があがる。その火はだんだんと大きくなっていった。

（地平まで続く砂浜から、一粒しかない砂金を探し求める。そんな旅だった）

「『次はきっと』『この次は』『大丈夫、今度こそ』……飛ぶ度に自分を騙だまし、崩壊を見せられる度に、ガキみたいに泣き叫んだ。でも……老成に伴って涙も枯れた」

　線香の束は、聖火の松明たいまつのようになる。

（そして人を辞めた先に、一筋の光明を見た。もう、これしかないと思ったんだ）

　ジンはそれをゆっくりと見上げる。




「とうに枯れたと……思ってたんだがな」──ジンの右目から、一筋の涙が流れていた。




「人はまだ先へ進める。可能性は確かにあったんだ」

　希望の松明を眺めるジンは、口元を強く引き締めた。

（一〇万にも及ぶ跳躍は、氷ひ室むろ夏なつ樹きの人生を捨てた意味は…………無駄では無かった）

　ジンは燃える線香を香炉台に置いた。

「あなたはたった一人で、そこまでのことを？」

　茜あかねは茜で、ジンの言葉から彼の人生の壮絶さを思い巡らせていた。

　地獄すら生ぬるい。想像しただけで気が遠くなる。もしも、彼の歩いてきた道が言葉通りだとしたら、彼は神になるしかなかった。

　神が不在の─────このクソッタレな世界で。

　ジンは背中を向けたまま、その問いに応こたえる。




「惚ほれた女に頼まれた……『私たちの赤ちゃんが安心して暮らせる世界が来たら起こして下さい』とな」




　茜は絶句し、思わず零こぼしてしまう。

「たった……それだけ？」

「地球をマリスどもから取り戻し、アトメントからアイツを解放する……一生を懸けるだけの価値はあるさ」

　苦笑の混じった声は、どこか晴れ晴れとしていた。

「俺が救った世界の朝焼けを見せてやるんだ。救世主メシアなんかじゃなく、ただの氷ひ室むろ夏なつ樹きとして」

　背を向けたまま、ジンはサングラスをかけた。
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「陽ひ葉よう茜あかね。お前の願いとやらを言ってみろ」

　茜は突然の申し出に驚きよう愕がくする。涙がこみ上げ……我慢するように唇くちびるを引き結ぶ。絞り出すようにして彼に依頼した。

「エイルン、コードは……サクラノツルギに、ＭＩ01目標攻略の援軍を要請します」

　泣きながら茜は救世主メシアの背中にお辞儀する。

「どうかエイルンさんを……みんなを、助けて下さい」

　ジンは少女の声に応こたえるように、右手を大きく広げた。

「偽装解除！」

　仏舎利塔が縦半分に割れ始める。同じく霊れい廟びようの石畳も割れて広がっていった。昇降リフトに乗り、腕を組んだ格好で機械仕掛けの魔神が上がってくる。

「アトメント!?　じゃあ、ここって……まさか！」

　ジンは外がい套とうを翻す。右耳を押さえながら愛機へ向けて歩を進めた。

「アギト。プランはデルタに変更する。全軍を動かす。出し惜しみはなしだ。攻略対象……ＭＩ01目標！」

　茜の瞳が広げられる。ジンは首だけで振り返り、ニヒルに笑って見せた。

「早く来い。仲間達のもとへ送ってやる」──





　　　　＊＊＊＊＊






　バージンエリーの手の平で茜は歓喜の雄お叫たけびをあげる。

「やりましたっ、私、やりましたぁ！　わぁああぁあ[image: ]」

『っぶね！　落ちるから暴れるなし！』

「エイルンコード参謀司令官！　陽葉茜！　無事、任務を完遂しました！」

　茜はへたりこむようにバージンエリーの手の平に座り込んだ。

「お願いします。どうかエイルンさんを……私たちの隊長を、助けてください」

　バージンエリーのネイバーフッド、フェデーレ・大おお網あみはその願いをコックピットの中で聞く。「へへっ」と、笑みを零こぼした。

「まかせとけし」

　女教皇の門が開く。バージンエリーの開いたゲートから、サクラノツルギの戦せん騎き装そうが続々と出撃を始める。







　同時刻──ＭＩ01目標。

　鳥人のスピードに翻弄されていたバルゴ・ティアーズと明みよう星じよう。闘っていた二機の身体からだが突然、地面に沈んだ。二機を中心にクレーターができあがる。

『『ぐぉおおお！』』

　同じく、二機の周囲を飛び回っていたクイーンも横たわるように地面に沈む。更に重力が倍加する。二機と一匹の足下が割れ、陥没していく。

　明みよう星じようが片膝をつき、バルゴ・ティアーズが仰あお向むけの状態で沈む。

『重力操作か！』

『上だ！』

　二機を覆ったのは巨大な黒い影────

　クイーンが発生させる無差別物質消去ＩＭＥが現れては消えていく。

　上空に浮かぶのは直径数キロにも及ぶ『空母艦』だ。船首部分に埋め込まれる、ネイバーの姿があった。

　専用オプション【ノア】と合体を果たした18番機【メルキセデク】である。

　メルキセデクの甲板上に立つネイバーから女の子の声が流れた。

『こちら５番機、スタンダ・ヴァイゾンとそのネイバーフッド、メーレ・ヴァイゾンだ！』

『おなじく18番機、メルキセデク。ネイバーフッド、ヨアヒム・ストレーガ』

　５番機【スタンダ・ヴァイゾン】──女性を思わせる人型の背中に、トカゲの上半身を生やしたネイバーだ。

　背部から伸びるトカゲの目が明星たちを睨にらみ降ろしていた。

　バルゴ・ティアーズが更に地面に埋もれる。明星も地面に手をついて重力に耐えた。

『これが噂うわさに名高い！　【Ｂグラビトン】か！　というか、貴様らどこから！』

　スタンダ・ヴァイゾンが下に向けて指をさす。メーレは高圧的に言った。

『聞きなさい、脳筋ズ！　あんたたちが邪魔でメルキセデクが爆撃を開始できないのよ！　手伝ってやるから早くその鳥、やっちゃってよ！』

『見て分からないか！　我らも動けないのだ！』

　クリストファーが抗議の声を上げる。メーレは『でしょーね！』と相あい槌づちを打った。

『でも７番機！　あんたは違うんじゃない？』

　重力の滝に押し潰されながらも……明星は抗あらがい、上体を徐々に上げていた。

『バルゴ・ティアーズでもっ、起き上がれないのに』

『ぐぎぎぎっ！』

　大和やまとの呻うめき声ごえが上がる。明星のアイカメラが緑と赤、交互に点滅していた。

『それの初代ネイバーフッドが、この戦法で似たようなクイーンを倒したことがあんの。出来なかったらパイロットの方に問題があんじゃないの？』

『言って、くれるじゃないですか……このっ、小娘！』

　明星の目が紅あかくなる。同時に口部パーツが開いた。明星は曙あけぼの丸まるの柄つかを掴つかむ。重量四〇〇トン、更にスタンダ・ヴァイゾンのＢグラビトンで何十倍にも重くなった刀を、だ。

　明みよう星じようは横たわったクイーンの下へにじり寄る。クイーンは目だけで明星の姿を捉えた。

『こりゃ、薪よか割りやすそうだ』

　明星がゆっくりと……頭上に曙あけぼの丸まるを振り上げる。金属の悲鳴を上げながら。

　鳥人の目が大きく開かれる。

　次の瞬間、深さ一〇〇メートルの断層ができあがった。







　海上を滑り、崖を突き壊して巨大ムカデ【千せん足あし型】は大暴れしていた。

　五本の頭に捕らえられたショワンウーは、その度に身体からだを叩たたきつけられ、海中へ沈む。周辺に集まる子団はその大暴走に巻き込まれては潰されていく。

　あまりの破壊規模に、グランヴォルカンとオルソン機も逃げ回っていた。抉えぐれた崖の内側に飛び移り、ときには地上に避難し、また崖に逃げてきては壁走りに切り替える。

　暴れる千足型の身体や頭に、黒い影が現れては消える。

　ムカデのクイーンはその影の主を潰すべく、暴れ回っているのだ。

　五本の首に巻き付けられた甲羅──防御状態のショワンウー──が振り回される。その上に、突如、巨大な人型が降り立った。

『君ってさ。いつも美お味いしいところで出てくるよね』

　甲羅の上に転移してきたのはネイバー15番機【アモン】────悪魔の六デーモン・シツクス、睦むつ見みアギトのネイバーだった。

　アモンは四枚の翼【ヨンマイコクイ】を広げる。

　一〇〇メートル級のムカデに炎弾が浴びせられる。熱に弱いのか、炎弾の爆発と共にムカデは身体を蠢うごめかす。

　援護射撃をする女性陣から轟ごう々ごうと文句が上がっていた。

『だ・か・らっ！　出てくるならもっと早くきなさいよ！』

『いちいちカッコつけなきゃテメーは死ぬのか！　ちっともかっこよくねーんだよ、ロン毛！　タコ！　ただただ癪しやくだ！　ぶん殴ってやるからこっちきて顔見せな！』

『気持ちいーでしょう！　固くて速くてもの凄すごぉく強いネイバーに乗って！　無差別物質消去ＩＭＥも無視して空飛べてテレポートまで出来る！　もうあなた一人でいいですよね!?　すっごく今、私！　帰りたいんですけど！』

『死ね！　もう死ねぇ！　そのムカデに潰されろ！』

　日向ひなたと月げつ下かの、魂の籠った叫びだった。グランヴォルカンは二人の怒りを晴らすかのように、巨大ムカデを狙撃している。

『うわー。二人ともすげぇ顔』

『助けにきてくれたから、僕は別にいいよ』

　グランヴォルカンに飛び掛かろうとする子団をオルソン機がカバーしていた。

　対してアモンと千せん足あし型の戦いは続いている。アモンの身体からだにムカデの一匹が絡みついた。アモンの装甲から金属の軋きしみが上がる。

『国連軍の主要艦七隻に、太平洋の向こうからも援軍を連れてきて……更には貴様らを追い回していた繁殖型を先に潰してきた功労者だぞ？　俺は』

　蠢うごめく甲殻の下、悪魔の六つ目が紫に光る。

『……まぁ流すか。流すとも』

　巻きついているムカデの身体を両手で掴つかむ。その両手がムカデの殻を砕いた。

『コイツの動きは俺が止める！　あとはお前らでなんとかするんだな！』

　アモンの翼が大きく広げられた。全身の至る所で黒と赤の稲光が光る。

『ちょっ！　待────っ!!』

　水す久く那なが悲鳴を上げたとき、千足型に落雷が直撃した。アモンのベニミカズチが最大出力で落とされたのだ。千足型の全身が痙けい攣れん・硬直した。

　ショワンウーを絡め取っていた四本首の拘束が緩む。ショワンウーが甲羅から手足と頭を出す。拘束を破って飛び出した。

　アモンは更に、赤雷を海原にも落とす。感電死した大量の子団が海に浮かんだ。その中に巨大ビショップの死骸も混じっていた。

『足場だ！　狙えるか陰険ウサギ！』

　そのビショップの死骸の上にグランヴォルカンが飛び移った。二の腕に埋め込まれていたガンマニピュレーターが自動的に伸びる。支援砲火用の二門砲だ。

　海面からまだ生きていたビショップが飛び出す。機関銃がそれをハチの巣にした。

『オルソンっちも援護ヨロ！』

『うぉおおおぉ！』

　オルソン機が周囲の海面に銃弾をばら撒まきながらグランヴォルカンの背後に降りる。

　グランヴォルカンはカレイドコロナの砲身を伸ばす。バスターキャノンに変えて肩に担いだ。その照準は千足型に向く。

『モジュールＣ－１！　バスターキャノン!!　双そう条じよう君はトドメを！』

　空中ではショワンウーが八本の大蛇を伸ばしていた。その口には紫色の炎球が八つ、生まれている。ショワンウーにいる宿儺すくなから応答が入った。

『さんっざん！　引ひっ掻かき回まわしてくれやがったなぁ！　この虫野郎！』

　ショワンウーが砲撃の体勢に入る。対角線上ではグランヴォルカンもチャージを完了させていた。日向ひなたと宿儺の雄お叫たけびが重なる。

『『死ねぇええええええええええええええ！』』

　極太の熱柱が巨大ムカデを貫く。またその頭を、紫の太陽が丸まる呑のみにした。







　クイーンと戦いを繰り広げるセレンと葵あおいにも、救援が入っていた。

『どうして……アンタが』

　片腕の鬼灯ほおずきが毒沼に浸つかりながら上を見上げる。

　二機の前に降り立ったのは、一機のネイバー。

　着物にも見えるドレスを纏まとった、女性型の巨大兵器だ。その両隣には巨大貝殻が二つに割れて浮遊している。

　ネイバー19番機【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】──ジンの側近、バレーナ・センディノの機体である。

『こんな相手に手こずらないでよ。私の株が落ちるじゃない』

　葵は当惑を隠せない。前回、スイス島で激突した強敵が助けに来てくれたのだから。

「性格を抜きに、認めてはいるのよね。第五世代機フイフスシーズンに乗っていたとはいえ、私のサラマンディーヌと互角以上に戦ったんだから」

　バレーナはコックピットで操作デバイスを弄いじる。喋しやべりながらクイーンの解析を行っていた。汗が褐色の肌を滑り、胸の谷間へと吸い込まれる。

「あった。ジンのくれたデータに入ってる。要塞型……未確認のクイーンみたいね」

　バレーナは形の良い唇くちびるを笑みにした。外では悠陽がデストブルムと鬼灯に指示を出す。

『あなたたちも手を貸しなさい』

　着物の袖が伸び、硬質化する。悠陽が二本の刃やいばを装備した。

『あの触手は、光線状に無差別物質消去ＩＭＥを放はなつ、いわば砲台よ。威力は鬼顔の左腕を見ての通り。１番機、アレが撃つのを妨害できる？』

　デストブルムはセレンの意思を受信し、マシンアームの先にある蕾つぼみ──小口径ＩＭＥカノンの銃口──を広げた。

『クロ』

　デストブルムのアイカメラがパールに光る。同じく、クイーン要塞型の触手が花開いた。

　黒光、五閃せん──デストブルムのＩＭＥカノンが先に火を噴く。

　要塞型の触手の先が消極していた。遅れて傷口から出血する。デストブルムはガンマンのように、撃ったマシンアームをくるくると回した。

『案外いけた』

　葵だけでなく、バレーナも驚きよう愕がくする。

『反っ、則、的性能ね、１番機！　どんだけ優秀な自律機動を可能にしてんのよ、ソレ！』

　声を裏返らせるも『こほん』と咳せき払ばらいする。

『じゃあ私とアオイがトドメ担当かしら』

　悠ゆう陽ひが改めて要塞型に向く。おなじく鬼灯ほおずき・炎一號ごうは右のブレードユニットから高周波振動刀【鬼】を引き抜いた。

『いくぞオバサン』

『途中で死んでもいいからね。クソガキ』

　太陽の姫と炎の大鬼、そして黒き魔獣が要塞型を狩りに行く。

　助けられたのはエイルンコードの主要メンバーだけではない。

　今、ＭＩ01目標には世界中から援軍が集まってきていた。

　サクラガリに参加するはずだった国連軍艦隊・兵員規模二一万。

　それを迎え撃つつもりだったサクラノツルギ・兵員規模一五万。

　エイルンコードの救援要請に遅ればせながら応こたえた各国軍隊・総計六万。

　加えて、サクラノツルギと国連のネイバーも参戦していた。

　現在、ＭＩ01目標には十四機のネイバーが各エリアの制圧に乗り出していた。




　ＭＩ01目標──南部・第一防衛拠点。

　上陸部隊の本隊はこの沿岸部に拠点を作り、支援砲火部隊を構築していた。彼らが絶え間なく、砲撃支援をしているから突入部隊は行軍を続けられている。

　単横に隊列を組む戦せん騎き装そうはバリケードの役割も果たす。

　重盾を地面に突き刺し、それを砲台にして九〇ミリ長距離狙撃砲を撃ち続けている。その中には、砲身が焼けて真っ赤になっているものもあった。

　その背後に迫撃砲を構える、歩兵部隊だ。彼らが接近するマリスの掃討を行っている。

　そして最後尾に戦車と自走榴りゆう弾だん砲の混成砲撃部隊だ。射程もそうだが、最後方においた弾薬テントとの行き来を考慮してこの配置となっている。

　ただ、撃ちまくる……むせ返る程の量の火薬で鼻がおかしくなっていないものはいない。不慮の事故で鼓膜を破ってしまった歩兵もいた。それでも彼らは弾を取りにいき、砲身に込め、叫びと共に撃つ。

　そんな彼らの背後──淀よどんだ海面が一気に持ち上がる。驚いて迫撃砲を背後に向けるものが何人も出た。しかし、その大きすぎる物体を見て、この場を死守する一六〇〇人はあれだけ続けていた砲撃任務を中断する。

　龍の大咆ほう哮こう──現れたのは二つ首のドラゴンだ。

　全長二六七メートル。総重量八万トン。

　３番機【大太龍ダータイロン】──ネイバー規格中、最大のサイズを誇る機械龍。

　外部スピーカーを通し、王黄龍ワン・フアンロン総督の声が降ってきた。

『この中国・大総督府！　王黄龍！　義によって、助太刀いたぁあああす！』

　二つ首のドラゴンが口に赤光を溜ためる。大太龍の背後には中国海軍の戦艦が四、到着していた。

　大太龍ダータイロンが天に向け、赤光の雨を降らす。半径数十キロ圏内の面爆撃が始まる。赤い雨粒の一つが、マリスの肉を溶かし、爆はぜさせていく。

『あのメルキセデク白い空母には当てるなよ！　第二波っ……てぇええええええええ！』

　絶叫にも似た砲撃命令に沿い、大太龍ダータイロンは火を吐き始めた。




　ＭＩ01目標──西部・森林エリア。

　今回のエイルンアタックは投入できる兵の少なさから、一カ所をこじ開けるようにして上陸。そこから進軍ルートを枝分かれさせ、突入部隊が進軍する作戦を執った。

　よって島全域を包囲することは叶かなわず、手つかずのエリアは多数存在していた。そこに生息するクイーンと子団は餌を求めて島中に散らばる。

　言わばマリスの駐屯地と言えた。そこを抑えに掛かる味方も現れた。

　対岸三〇キロ地点────大きな……とてつもなく大きな『戦艦』が進んでいた。

　全長二二〇メートル。サイズ的には大太龍ダータイロンと比べても遜色ない。鉄の要塞が一隻の艦艇になったかのような代物だ。

　黒に限りなく近いブルー。甲板には人の顔を思わせるペイント彩色が施されていた。

　悠然と進む大戦艦──ペイントの目の部分が自動的に光る。

『プレジデントジョージ。やっと俺を使ってくれるか』

『貴官は強すぎる。そして頭もいい。その質量、その大火力で勝手に動かれた日には合衆国ステイツは世界中からあらぬ疑いを掛けられてしまう』

『人間とはデリケートだな。俺は、俺が作られた目的以外には動けないというのに。だが、俺のイチモツが世界を動かすというのは……自律管制回路が躍る』

　この大戦艦に乗る乗員はたった三名────操そう舵だ・火器管制・戦闘機動が全自動で行われる。これだけの兵器を動かすのにも拘かかわらず、だ。

『プレジデント。敵のお出ましだ。暴れるぞ』

　乗っている三名とはネイバーフッド。

『ああ、見せてやれ。世界中に。君の本当の姿を』

　ペイントの目の部分が『アイ・サー』と光った。するとダイダロスは大変形を始める。

　甲板を縦に割り、船首が引っ込む。船体が四肢に分かれ、船が垂直に立ち上がる。

　海の水が滝のように海面に落ち始めた。

　大戦艦の正体は一〇〇メートルサイズの超巨大ロボだった。

『ダイダロス。大統領権限で君の鍵を開けた。全システムを解放したまえ』

　戦略航海型ネイバー・12番機【ダイダロス】────パイロットの操縦を要さない、完全自律戦闘を可能にするネイバーである。

【フランクリン・トム】を愛称とするＡＩを有している。

『トムと呼びな。あんたは、ここでは初めて俺の鍵を開けてくれた人間だ、プレジデント。あんたなら特別に船長室への入室も認めよう』

『それは光栄だ。ブランデーを持って今度お邪魔する』

　ダイダロスは合わせて二〇〇〇トンの両腕を持ち上げる。指の一本・一本が艦船主砲となっていた。胸部が開き、中から一〇九本のレーザーキャノン砲が現れる。

　背中の装甲──二〇門の巡洋艦ミサイルハッチ───が一斉に開いた。

『トム。君にお願いすることは一つ。猛威を示したまえ』

『グ～ッド。あんたとは良いビジネスパートナーになれそうだ』

　海上に立ちあがったダイダロス。その背後にはアメリカ海軍の艦艇四隻が控えていた。

『よぉハエども。ブンブンと五月蠅うるさいな。俺は他の兄弟たちとちがって……過激で、加減を知らないぜ？』

　大音量でヘヴィロック調の音楽が流れ始める。ダイダロスは両腕を島の方へ。全砲門をこちらに向かってるマリスの群れに向けた。

『ロックン、ロ────ッル!!』

　ダイダロスが一斉砲撃を敢行する。併せて米軍艦隊も主砲を撃ち始めた。

　ダイダロスとアメリカ海軍が、ＭＩ01目標・西部の制圧に乗り出す。

　転換点は六時間前となる。

　エルフィーナの機転──というかクレーム──が、過去世界の国際連合に届き、サクラガリは最終決議において否決。日本に向けていた国連軍艦隊はハワイに転身する。

　国連軍の動向を見守っていたサクラノツルギも、迎撃戦力を引き払い、ＭＩ01目標の攻略へ作戦を変更した。更にはアモン、アトメントの次元跳躍できる機体が、国連軍の本隊戦力を移動させる。結果、四〇万近くの援軍が旧ハワイ島に集結していた。

　この奇跡のようなシナリオは、二人の男の存在が不可欠だった。

　一人は、命懸けで自らの信念を示し、多くの人々の善性を呼び起こしたエイルン。

　そして、もう一人────

　エルフィーナのコックピットでエイルンは瞠どう目もくする。

「どうして……君が」

　モニターに映る、黒い背中にエイルンは問いかけた。

　仮面は砕かれ、自慢のドレスも引き裂かれる。傷と凹へこみと泥で汚れてしまった真紅の淑女。そんな彼女の前に現れたのは一機の機械神。

　アリスと手四つに組み合う。膂りよ力りよくと膂力のぶつかり合いが、一機と一匹の足元に地割れを呼んだ。

　夥おびただしい古傷を漆黒の装甲に刻む。
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　両肩に浮かぶのは魔法陣を思わせる光の幾何学模様。

　ネイバー０番機【アトメント】──時間と次元を破壊する最強の魔神。

『今日は気分がいい。とても良い……歌でも歌い出してしまいたい気分だ』

　アリスの超怪力とすら互角に渡り合う。魔王のような凶貌に影が差した。

　感情を抑え、でも抑えきれない。そんなジンの声が外気に漏れる。




『だから直じき々じきに俺がやってやる』




　エイルン＝バザットというファクターが持つ、実現可能性までも考慮し、両軍が最大の戦力でＭＩ01目標にぶつかるよう、誘導させた。




　黒衣の救世主メシアジン＝ナガト────誰よりも星を、人を救いたかった漢おとこである。






Ⅶ　オペレーション・ネイバーフッド









　アリスとアトメントの闘いは、激しい火花を上げて始まった。

『肖像権の侵害だ！　ここではそんな面か────キングよっ！』

　鉄くろがねの額が、魔神の顔に叩たたきこまれる。甲高い金属音が鳴った。アリスがたたらを踏む。両者がここまで似ているのには理由がある。

　ドール・ワルツ・レクイエムとは、ジンたち、未来人が放映させたアニメ作品だ。

　そしてアヴァンアリスとは、ネイバー０番機【アトメント】をモデルに、設定なりデザインが描き起こされたロボットだった。アトメントが手刀を天高く振り上げる。

『ダルク、ファングっ』

　アリスの左腕と副腕が切り落される。アリスは傷口を押さえて片膝をついた。アイカメラを模した眼球が大きくなる。その視線をアトメントへと向けた。

「さっきの闘いで固くなった、俺の身体からだを……」

　アリスは切られた二本腕を拾う。口が開き、耳元まで裂けた。アリスが自分の腕を喰くい始める。すると、左肩とわき腹の切断面から新たな腕が生えてきた。

　アトメントは腕を組み、悠然とアリスを見下ろしている。

　やがて腕を取り戻したアリスが立ち上がる。両者の狂貌が睨にらみ合あった。

「一つ気に食わんことがある。なんでそんな偉そうなんだよ、おまえ」

『アニメ版の方は、少しヤンチャな性格設定だったが──』

　今度は無形の衝撃波が、アリスの顔面を叩いた。

「っ？」

『聞くに堪たえん！』

　アトメントは動かない。しかし更に三発、衝撃波がアリスの腹に叩きこまれる。

「またっ」

　アトメントの右肩から魔法陣が浮かび上がる。

『座標固定』

　アトメントのアイカメラが光る。アリスの頭部付近、両サイドの空間が歪ゆがみ出した。空間の歪みはすぐ、震動に変わる。

「ぐぁあああああぁ！」

　頭を押さえてアリスが苦しむ。ジンは冷淡な声を浴びせた。

『並のクイーンなら頭をかち割っている。あいかわらずの化物ぶりで嬉うれしいぜ』

「止めろ！　おい！　これを止めろぉ！」

　アリスが唾を飛ばして、爪を振り被かぶる。アトメントは振り下ろされた手首を掴つかみ、その顔面に右拳こぶしをめり込ませた。アリスが後方へ殴り飛ばされる。

『このままおまえを嬲なぶり殺ごろしにしてやりたいが』

　起き上がったアリスが唸うなり声ごえを上げる。アイカメラに焦点が浮かび、眼球が盛り上がった。アリスの両りよう眼めが血色に染められる。

『まぁ、こうなるわな』

『っ！　この反応！』

『多数のバーダイムの反応を検知。この戦域に向かっている模様』

　エイルンたちも変化に気付く。周囲に砂さ塵じんが舞い上がっていた。

　陸上を大暴走するポーンとルーク。泳ぐように空を飛ぶ雄ナイト。音を立てて翼を羽ばたかせる有翼子団。クイーンを含めた子団が、全方位から集まってきていた。辺りの景色を一変させるほどの大群である。マリスたちの目はどれも真っ赤だ。

『氷ひ室むろ！　いったん態勢を立て直すんだ！　いくら君でも、キングと闘いながらこの量を相手にするのは不可能だ！』

　エイルンが血相を変えて言った。しかしジンは不服そうに鼻を鳴らす。

『この俺を誰だと思ってる。俺がこの程度の事態を予測できなかったと思うか』

　アトメントは再び腕を組む。コックピットに立つジンもまた、腕を組んでいた。

「すでに────対策済みだ」

　アトメントとエルフィーナに向かう子団群──

　突如、見えない重圧に押し潰されたかのように飛行子団が墜落していく。

『っ！　なんだ！』

　エイルンがその光景に息を呑のむ。同じく地面では撃走していたマリスが地面に縫い付けられていくではないか。その数は百や二百では利かない。ジンが涼しい声で言った。

『戦いとは数。それが戦争の不文律……ならば俺たちもそれに従うまで』

　アトメントとエルフィーナ、そしてアリスの身体からだを巨大な影が覆う。

『ここからは総力戦で行かせてもらおうか』

　上空には、空飛ぶ空母艦になったメルキセデクが到着していた。




　ＭＩ01目標・深奥部──高度二〇〇メートル地点。

　空飛ぶ、白き空母がその威容をたたえている。決戦場に乱入しようとした子団及びクイーンを拘束したのはスタンダ・ヴァイゾンのＢグラビトンだった。

『ヤッバ……ジン、もう始めちゃってる』

　生まれては消える無差別物質消去ＩＭＥ。しかしメルキセデク・ノアが持つ、ＩＭＥキャンセラーがある限り、無差別物質消去ＩＭＥがメルキセデクに届くことはない。

　同じく甲板にいるスタンダ・ヴァイゾンから指示が飛んだ。

『ケース23で行く！　予定通り、雑魚は私たちで止めるわよ！』

　底面部にある一二門の重機関砲が全方位に向けられる。

『了解。ヨアヒム・ストレーガ、これより面制圧を開始する』

　船頭の宝玉──船体に埋め込まれたメルキセデクの胸部──が一瞬、光った。

　刹那、鉛玉の豪雨が降り注ぐ。銃撃が地面を舐なめるように這はう。身動きの取れない子団が潰れたトマトみたいに爆はぜていく。クイーンもまたその餌食に……。

　メルキセデクは更に、焼しよう痍い榴りゆう弾だんを自由落下でばら撒まき始める。上がった爆炎が子団を呑のみ込こんでいった。







　ＭＩ01目標・深奥部──北部エリア。

　ルインティアーによって抉えぐられた山岳地帯には『雄お叫たけび』が轟とどろいていた。

　猿叫を彷ほう彿ふつさせる音波兵器だ。その声に呼び寄せられるように、ジンたちのいる決戦場から、逆走してくる子団が大量に現れる。

　叫びの主は猿の面を持つ、二五メートルのネイバー。

　橙だいだい色いろの猿人──ネイバー４番機【猿えん王おう】である。

「俺はクイーンを優先して狩っていく」

　コックピットのシートに座るのは禿とく頭とうの軍人、グスターブ・ブラトフだ。

「もしも俺ごと撃ったら、また奥歯を抜いてやるぞ、大太龍３番機」

　グスターブはそう言って大太龍３番機との通信を終えた。

「おいおい。見たことのないクイーンがいるじゃないか。まずはあれから行こうか」

　グスターブは前傾姿勢になる。

　子団が逆走を始めたのは猿王が持つ特殊機構【ハウリング】の効果だった。この音波兵器はヘキサの被虐体質を無視して、マリスを強制的に誘導するといった代物だ。

　モニター上の大群がどんどん大きくなっていく。その時、空から眩まばゆいまでの赤光が雨のように降ってきた。

「ぐお！」

　モニター一面が光に呑み込まれる。爆発の衝撃が猿王を揺らした。光の落ちた場所に今度は別方向から、艦砲砲弾のつるべ撃ちが始まる。

　猿王が顔をガードし、爆発の衝撃に耐えた。

『大太龍ダータイロンだけじゃない!?　おい！　聞いてないぞ、米軍！』

　３番機、大太龍の支援砲火だけではない。12番機、ダイダロスもまた猿王の援護射撃に加わっていた。

　対角線上にいる二機が、ロングレンジで猿王の呼び寄せた子団を狙い撃っているのだ。

　ダイダロスに至っては艦砲サイズの砲弾をマシンガン感覚で撃ち続けている。

　撃つ。撃つ。撃つ。周囲の景色が赤一色に染められた。

『ええい！　俺の分も残しとけ！』

　爆風の嵐が巻き起こる中、猿えん王おうが爆炎に向けて走り出す。

『ほあっちゃぁああっ！』

　怪鳥音と共に、爆炎を潜くぐり抜ぬけたクイーンの顎に、とび蹴りを食らわせた。







　エイルンはエルフィーナの収集した戦況データに目を回す思いだった。

「サクラノツルギと、国連軍？　……じゃあ陽ひ葉ようと濱はま田だ大使が！」

『そのようです』

　エルフィーナが相あい槌づちを打つ。モニターに映るのはアリスと闘うアトメントだ。音声通信を介してジンの声がエルフィーナのコックピットに流れてくる。

『人だけでも、ヘキサだけでもダメだった！　マリスの喉笛に喰くらいつく前に、人は人の持つ、しがらみによって未来を阻まれてきた！』

　アトメントの両拳こぶしがハンマーになった。アリスの両肩に落とされる。アリスの口から唾が飛ぶ。無形の衝撃波がアリスのわき腹をぶん殴る。その身体からだを真横へと飛ばした。

『ネイバーを運用でき！　かつ、マリスと持久戦ができるとなるとネイバーの宅配先は限られてくる！　なのに、どのネイバー保有国もマリスの対処手段を得るや、こぞって私欲に走りだす！　ネイバーには、人を狂わせてしまう魅力があったということだ！』

　魔神と魔神が抱き合うように、がっぷりと組みついた。




　一方──スタンダ・ヴァイゾンとメルキセデク・ノア。

　二機は順調に敵の掃討を行っていた。

『すごい火力ね。この、ノア・ユニット、だっけ？　ヴァイゾンもこういうの欲しいな』

　五七ミリ対地・艦載機関砲────護衛艦などのバトルシップに積まれる代物だ。

　砲座一門が人間よりもずっと大きい。メルキセデクのデフォルトオプションで選択されるダブルガトリング砲が四七ミリ口径……威力も量も段違いとなっている。

　スタンダ・ヴァイゾンが重力で拘束し、それをメルキセデクが焼き払う。

　この二機がロイヤルガードの指定ネイバーになったのも、この戦略効果が大きい。

『ヨアヒム！　こっちも揃そろってきたわ！　友軍には当てないよう注意して！』

『了解』

　決戦場を取り囲むように、無傷の戦せん騎き装そう部隊も集ってきていた。

　国連軍とサクラノツルギの主要戦騎装大隊──およそ四〇〇〇機──が、一万規模の子団を外側から包囲していく。またスタンダ・ヴァイゾンが拘束している子団の群れには、護衛艦による艦砲砲撃が始められていた。

　血風を巻き上げ、戦せん騎き装そうたちがマリスの大掃討を始める。スタンダ・ヴァイゾンが両腰に手を当てた格好で振り向いた。

『さぁ脳筋ズ。もう十分休んだでしょ。出番』

　メーレがそう言うと、甲板でしゃがんでいた別の二機が立ち上がる。

『『言われなくても』』




　アトメントはアリスと互角以上の闘いを繰り広げていた。

『ネイバーを揃そろえる！　世界全体の協力体制を敷く！　人類が手を結ばずして、この魔の島は絶対に落とせない！』

　アトメントの五指が黒く光った。アリスの胸骨を魔神の手刀が貫く。

『未来を見てきた俺たちと、まだ十二分に余力を残した、この世界の人間！　二つを一つにしなければ、オペレーション・ネイバーフッドは為なし得えない！』

　アリスがアトメントを拒むように、その顔を頭突きで押し返す。突風に飛ばされたようにアトメントが後方にふっ飛んだ。大きな鋼の背中が地面を砕いて削った。

『っ！　石粒が歯車をズラしたこともあれば、岩が歯車そのものを壊したこともあった。その時々の人の思い、タイミング……何度試そうとも岸に辿たどりつくことはできなかった！』

　アトメントが起き上がり、勢いよく両手を前に翳かざす。瞬間、無形の衝撃波がアリスの顎をかちあげた。エルフィーナを背に置く格好でアトメントが立つ。

『だが──』と、僅かにエルフィーナの方を向く。

『エイルン＝バザット。貴様というハズレクジが、その突端を開いた』

　その隙をアリスは逃さない。一跳躍でアトメントとの距離を食い潰した。

『ッ！　氷ひ室むろ！』

　エイルンが叫ぶも、アトメントは後ろを振り返ったままだ。




『見ろ。この未来は……オマエが手繰り寄せたんだ』




『星冠の威光ぉ！』

　アリスの上半身を閃せん光こうがなぞる。大爆発がアリスを吹き飛ばした。

　エイルンのピンチに駆けつけたのは国連軍やサクラノツルギだけではなかった。

　濛もう々もうと上がる煙の中から踏み出されたのは……白く逞たくましい、鋼鉄の足。

『舞踏会には間に合ったようだ』

　白の王機・ネイバー17番機【バルゴ・ティアーズ】とクリストファー・Ｈヘンリー・ウィル。

　黒煙の中からアリスが飛び出す。魔神は新たな標的をその目に捉えていた。

　しかし────その顔面を鷲わし掴づかみにして、何者かがアリスの突進を止める。

『ッ!?』

　背負い太刀を肩にかけ……なんと、右腕一本だけでアリスを宙ちゆう吊づりにしていた。

『そのようで何よりですコンチクショウ』

　白銀のサムライ・ネイバー７番機【明みよう星じよう】と、刀の七ブレイド・セブン、七なな扇おうぎ大和やまと。

『だらぁああああああぁ！』

　アリスの下っ腹を、目を赤くした明星が力一杯に蹴飛ばした。

『クリストファー殿下！　七扇も！』

　エイルンの驚きがエルフィーナから上がる。刹那、アリスの吹き飛ばされた先で桃色の光が瞬く。ほぼ同じタイミングで、エルフィーナの正面に何かが投げ込まれた。

　一直線に放はなたれた桃色の光が四散する。それはアリスが吐き出した荷電粒子砲だった。

『この、盾！』

　エルフィーナを守ったのは甲羅型のラージシールド。すぐに別の声が上がる。

『注意一秒──っ』『怪け我が一生ですよ！』

　上体を起こしたアリスが横から吹っ飛ばされる。ダンプカーよろしく突っ込んできたのは一五〇トンの鉄の巨体だ。地面に突き刺さった盾が自動的に戻ってくる。

　堅けん牢ろうなる海神・ネイバー16番機【ショワンウー】と、それを駆る波の二ウエイブ・ツー、双そう条じよう水す久く那なである。

　一方────吹っ飛ばされるアリスの足首を黒い手が掴む。黒い腕は何も無い空間から伸びていた。アリスの身体からだに空中で急ブレーキがかかる。

　空間のトンネルから現れたのは四枚の鉄翼。

『一番乗りでは……無かったか！』

　両足首を掴まれたアリスが、地面へ叩たたき落おとされる。

『もうギブアップか？　らしくないじゃないか、エイルン＝バザット』

　瞬現の大悪魔・ネイバー15番機【アモン】。そして、その操者、悪魔の六デーモン・シツクス、睦むつ見みアギト。

『双そう条じよう、睦見』

　大きくバウンドしたアリスの身体。その真下にはもう一機の機影が潜んでいた。

　エイルンの聞き知った声が更に増える。

『なんて場所に置いてくれやがるんですかっ!?』

『あんた、あとで酷ひどいよ』

　単眼が駆動音を鳴らして動く。鉛色の四足──装甲の至る所に設置されたミサイルハッチ──から、弾頭群を覗のぞかせる。

『ぜぜぜぜ！　全弾はっちゃぁあ！』

　裏返った声と共に、アリスに小型ミサイルが二〇本撃ち込まれた。

　それと同時、瞬間移動にも似たスピードでアリスとの距離を取る。

『無事ですか！　エイルンさん！』

『今のがキングかい！』

『ちょ！　エルフィーナちゃん、ズタボロ!?』

　閃光の八ライトニング・エイト、八や雲くも日向ひなた。神馬の五スレイプニル・フアイブ、伍いつ橋はし月げつ下か。兵器の四アームズ・フオー、伏ふし見み飛鳥あすか。

　そして彼女たちが駆る神速の狙撃手【グランヴォルカン】

「八雲、伍橋……伏見も、無事だったんだな」

　コックピットのエイルンに涙が込み上げる。不意に映像通信の申請が来る。アカツキからだった。エイルンが通信回線を開くと、雷らい鳥ちようの顔が表示される。

『よし、生きてたね！』

「塾長も……」

『私もいますよ』

　雷鳥の顔映像の下に映ったのは、妖精の三フエアリー・スリーの陽ひ葉よう茜あかねだ。

「陽葉……本当に、よくやってくれたっ」

　エイルンは心からの礼を言う。茜も目に涙を浮かべて『ハイ！』と応こたえる。

　すると別回線で二人の女性の声が響いた。

『今よ！　ぶちかましなさい！』

『あいよぉ！』

　威勢のよい掛け声と共に、モニター上にもう一機が飛び出した。

　地面から立ち上がるアリス……その顔面が突如、爆炎に包まれた。

　リボルバーの銃口から砲煙が上がる。激走する、巨大タイヤロードホイール。

　赤と黒の人機が猛然とアリスに迫る。

『私の隊長に───何してんだっ！』

　鬼の戦せん騎き装そう【鬼灯ほおずき・炎一號ごう】と、炎の一フレイム・ワン、一いちノの瀬せ葵あおい。

『間違えないで、私のエイルンよ！　ナポレオン八番機！　投下を許可します！』

　氷の九アイス・ナイン、九重ここのえ紫し貴きの声も一緒だ。

　突如、アリスの背中を何者かが蹴飛ばす。アリスが顔面から地面に叩たたきつけられた。横切ったのは機械製の足を生やしたステルス戦闘機。

　ナポレオン・ドラポーは、牽けん引いんしていた二つの『棺』を投下した。それは戦騎装運搬用のコンテナである。コンテナの蓋を蹴飛ばし、飛び出たのは二機の戦騎装。

　更に遅れてやってきたもう一機が、その二機に並走した。

『総隊長ぉおおおぉ！　俺らも来ましたぁ！』

『あとでどっちか弾よこすよ！』

『武器選択自由！　ぶっ殺せ、野郎ども！』

　江え藤とう山やま武たけ・前まえ田だオルソン・亜あ賀が沼ぬま大だい地ち──スター小隊の三人と、連携機動戦に特化したハイスペック機【風神カスタム】の三機だ。

　三機の弾幕がアリスの顔を狙い撃つ。アリスが火線を嫌がるように顔を腕で隠す。その隙に鬼灯ほおずきが接近、その口内にヤキゴテをねじ込んだ。

『テメェは私が噛かみ千切る！』

　アリスの口内に徹甲榴りゆう弾だんが撃ち込まれる。

　この窮地にやってきたのは彼の部下たちだった。

『「報われない二番」と設定付けられた暴力装置。求めていたはずの主人公ヒーローではなく、ハズレだと思っていたサブキャラクターが人々の心に火を点つけていった』

「みんな……みんな」

『弱者のために闘う姿が多くの人に希望を与えた。まさにアニメみたいな展開だ』

　エルフィーナの前に、最後の援軍が到着する。

　魔女帽子のような頭部ユニットにあばら骨を垂らす。エルフィーナを守るように、その機体は三二本のマシンアームを全展開した。

『夏なつ樹きを、虐いじめた』

　平へい坦たんだが、どこか底暗い声が流れる。エイルンはもちろんその声を知っていた。

『二〇七二年を生きる主要国家に「大アルカナ同盟」を結ばせる。その連合戦力とサクラノツルギ、そして指定ネイバー最低一二機を、このＭＩ01目標に一斉投入する』

　ジンの手繰り寄せたかった未来が今、このＭＩ01目標に広がっていた。




『オペレーション・ネイバーフッドにおいての最上の着地点を、ハズレクジだと思っていたおまえが実現させた』




　アリスをエイルンコードの機体が取り囲む。

『お前という種火が、ここまで大きな炎を呼び寄せたんだ』

　図らずもエイルンは導いていた……人が紡げる最高の未来を。

　太平洋最強のネイバー【デストブルム・ロマンフェイズハレーション】から、少女の声が流れる。勇者に救われた子供たちは、立派な兵士へと成長を遂げていた。

『夏樹はもう闘わなくていい。こいつは……私たちで倒す』

　魔女の零ウイツチ・ゼロ、セレンティーナ・エングヴィスの静かな決意は仲間たちの想おもいと今、一つになった。
























Ⅷ　託す者、託される者









　エイルンコードの機体がアリスを取り囲む、。その輪の中に、デストブルムも加わった。そんな彼らにジンが声をかける。

『いい気迫だ、ガキども。さて、俺の手は必要かな？』




『『『『『引っ込んでろ』』』』』──全員から同じタイミングで返事がくる。




『だそうだ。まぁ、やるだけやってみるから見ててくれ』

　アモンからアギトの声が流れる。すぐにエイルンが皆に呼び掛けた。

「みんな、よせ！　気持ちは嬉うれしいが、君たちが太刀打ちできる相手ではない！」

　すると、この場に駆けつけた隊員たちから映像通信が入る。

『エルフィーナちゃんの様子はっと……あーダミかな。それじゃ、もう闘えないっしょ』

『となると、私らでやるしかないか』

『地球の平和とか、世界を救うとか。ちょっとキャラじゃないですけどね』

　飛鳥あすか・月げつ下か・日向ひなたが言った。水す久く那なとクリストファーが加わる。

『僕たちも無策というわけではありません』

『そちらの参謀殿に入れ知恵ももらったしな』

　エイルンはすぐ茜あかねを見る。画面上の茜は暗い顔で俯うつむいていた。

『みなさん、どうか……くれぐれも、よろしくお願いします』

　そんな茜に、オルソンと山やま武たけが軽い調子で言った。

『僕たち、別に死にに行くつもりはないよ』

『まだやり遺のこしたこと、けっこうあるしなー』

　エイルンは会話から不穏なものを感じ取る。

「君たちはいったい、何をするつもりなんだ？」

『私らさ。いつも隊長には助けてもらってばかりじゃないですか』

『……大丈夫よ、エイルン。勝ち目が無ければ彼らをそこには送らなかったわ』

　葵あおいと紫し貴きが労いたわるように言う。大和やまとが意地悪な笑みを浮かべた。

『今回は引き立て役、お疲れさまでしたという話だ……だから、おまえはもう休んでいろ』

　最後の言葉には強い決意が感じられた。最後にセレンが言う。

『ジン。夏なつ樹きを遠ざける』

『強さの上限値がエイルンこの男に合わせられている今、キングがそれ以上、強くなることはない』

　アトメントがエルフィーナの肩に手を載せた。

『舐なめられているうちに終わらせろ……勝機があるとすれば今しかない』

『待──っ！』

　アトメントとエルフィーナが次元の穴に吸い込まれる。即座に各機が散る。アリスと距離を取った。アリスの前に残ったのは三機だけ。

『あ～マジ怖こえぇ、威圧感ありすぎだろ、この生き物』

『おう。アニメに出てたアリスアレにそっくりよ。でも、模様はとてもグロいね』

　山やま武たけ機が右、オルソン機が左、そして大だい地ち機がアリスの正面へ。

「……」

　コックピットにいる大地は沈黙を守っていた。既に腹は決まっている。

「野郎ども。たぶん今回、最後の命令になる」

　大地は腹に力を込める。青筋を浮かべ、口から唾を飛ばした。

「ぜってぇ死ぬなっ！」

　大地が、オルソンが、山武が操そう縦じゆう桿かんを握る。大地機から叫びが上がった。

『行くぞ！』──三機同時に、スイートビーを抜く。

　膝裏のスラスターが点火、三機がアリスから離れながら弾幕を作る。まずアリスが狙ったのは山武機だ。飛とび退のいた山武機の足が易やす々やすと掴つかまれる。

　山武機の足が粘土みたいに握り潰された。

『これ甲種フレームだぞ!?』

　握り潰された右足が、抜けるようにパージされる。山武機はウイングダストを広げ、地面を這はうように飛行した。大地機がアリスの背中に援護射撃を食らわせる。

『うぉおおおぉ！』

（覚えてますか、総隊長）

　大地機がアリスの懐に飛び込む。アリスのアッパーが大地機の右肩を粉々に打ち砕いた。しかし、大地機は怯ひるまない。左腕の砲筒をアリスの腹目がけて発射する。

（俺らがまだ、部下になる前の話です）




《貴様ら程度、何人束になってかかってきても同じだ！　殺す気でかかってこい！　全員まとめて、その甘ったれた根性を叩たたき直してやる！》




（そのあと、確か……ワンパンで負けたんだよな、俺ら三人とも）

　山武機、オルソン機も左腕の砲筒をアリスに向けて放はなつ。着弾するが、爆発が起こらない。アリスが怪け訝げんそうに自分の身体からだを確かめる。手の平や身体には液体が付着していた。

　アリスの腿ももに血管が浮かぶ。次の瞬間、山武機の頭部が弾はじけて無くなった。

『山やま武たけぇええ！』

　オルソンが叫んだ。山武機の背中からコックピットブロックが射出される。オルソン機は尚なおも砲筒を撃つ。オルソン達が撃っているのは『塩水』の入ったカプセルである。

（そして戦い方と……生き様を教わった）

　アリスが煩わしそうに副腕を薙なぐ。オルソン機の下半身から下が吹き飛ばされる。オルソン機の背中からもコックピットブロックが射出された。アリスが残った大だい地ち機に向かう。




《お前ら……また走ってみるか？》




『月げつ下かさんがリタイヤして、腐ってた俺らを……あんたが拾いあげてくれた！』

　大地機が逃げる。自慢の足で時間を稼ぎ、水のカプセルをアリスに命中させていく。




《力はただ力でしかない。でも、正しく使えば多くの人を導く道しるべにもなる》




『俺ら一人一人の心の叫びに、ちゃんと耳を傾け！　また走る理由をくれた！』

　両腕を失った大地機が、とうとうアリスに追い詰められる。

『だから今度は─────っ！』

　大地機から怒号が上がる。大地機のアイカメラが青い軌跡を作った。

『俺たちが返す番だぁあ！』

　大地機がアリスへと突撃……アリスの爪が届く刹那、大地機の背中が抉り取られる。

　大地機の残ざん骸がいがアリスの爪によって潰された。




　数百メートル離れた岩場の陰に、コックピットブロックが置かれる。

『あとは任せます、睦むつ見みさん』

『まぁ仕方ない』

　大地を救ったのはアギトのアモンだった。アモンが立ち上がり、空間の穴へと跳び込んだ。今度はアモンがアリスの背後に現れる。

『かわいい後輩の頼みだ！』

　アモンが二丁剣銃・八や咫た烏がらすの刃やいばを交差に引く。

　──刃の破片が舞う。──振り抜き、震えるアリスの拳こぶし。

　二刀の刃をアリスは、打突の一発で砕いていた。アリスの副腕が腰元へと引かれる。

　コックピットにいるアギト──両りよう眼めの白目の部分が黒に変わり、瞳が金に変色する。

　アギトの異能【数秒予知ビジヨン】だ。

『我慢比べだ』

　アモンが素早く半身になる。副腕による大砲のようなストレートが空を切った。

　瞬時、アリスに赤と黒の雷【ベニミカヅチ】が落とされる。

「っ[image: ]」

『冷ちべたいと……電気の通りが違うだろう？』

　更にもう一撃──雷と同等の電圧がアリスの身体からだに叩たたきこまれた。

「殺す！」

　アリスが怒りに任せ、四本の拳こぶしを振り上げる。アギトの決死の回避劇が始まった。

（おれはもともと、ジ親ン父ほどおまえに悪い感情は抱いてなかった）




《率直に言おう。機兵部に戻ってきてくれ、睦むつ見み。君の力が必要だ》




　女神の域に達した魔神の拳……その悉ことごとくが、空を切っていた。

「なんで！　避よけ切られる！」

　──くぐり。──すかし。──一歩引き。──ときに消え……。

　アモンは紙一重の回避を、一撃必死の極限下で続けていた。

『簡単に言うな！　俺だってっ、そこそこ命懸けだ！』

　アギトは血の涙を流す。未来視による脳への負担が激痛となってアギトを襲い続ける。




《嬉うれしい事も悲しい事も、全すべては糧となって刻まれていく。今は分からなくても、振り返って初めて見える景色がある……苦しみの種で咲く、喜びの花だってあるだろう》




『いつか咲く、きっと咲く！　そう思ってずっと戦い続けてきた！』

　回避と並行し、アモンはアリスの頭上に雷を落とし続ける。

「ぐ！」

　神経を突くような刺激が、アギトに目を瞑つぶらせる。その瞬間、アリスの拳がアモンの翼に風穴を開けた。六つ目の悪魔がよろける。しかし、アモンは踏ん張って転倒を防いだ。

　アギトの執念が叫び声となった。

『そして今日────確かに花は咲いた！』

「っ！」

　アモン、最大最後のベニミカヅチがアリスの全身を貫いた。

『ノルマ、完了だ』

　魔神の拳がアモンの顔半分を砕く。ぶうんと、アリスが右腕を振り抜いた。

　アモンが数キロ先にある山肌に激突した。

　アリスは自分の腕を見て気付く。手が、身体が痙けい攣れんしていた。全身を動かすのに強い違和感と、痺しびれを感じていると……突如、金色の柱が天へと昇った。

『大義であった。黒の騎士よ』

　バルゴ・ティアーズが持つもの──それはロングソードを象かたどる、可視化したエネルギーだ。バルゴ・ティアーズの全身から光の蒸気が噴出する。

『心を震わす戦いは幾度もあったが……あの戦場ほど胸が震えた日はなかった』




《魂を死なせるな！　一歩を踏み出せ！　吼ほえろ！　駆け出せぇ！》




　ロングソードの先から光が伸びている。バルゴ・ティアーズを基点に、巨大な黄色の柱が立ち昇っているのだ。これはバルゴ・ティアーズの最終兵器。

『人の強さを。暗闇を抱え、それでも突き進む大切さを再認できた』




《弾がなければ石を拾え！　石がなければ拳こぶしを握れ！　腕がもがれたら足を！　足をもがれたら喉笛に噛かみついてやれ！　どうせ死ぬなら今日を笑って死んでいけ！》




『おまえも胸が躍るか！　バルゴ・ティアーズ！』

　王機のアイカメラが応こたえるように発光する。バルゴ・ティアーズが星の剣を振り下ろす。

『王の星剣！　神よぉ！』

　アリスが跳躍しようと足に力を込めた。しかし──

「っ！　足が！」

『まったくもって！　末恐ろしい娘だろう！』

　クリストファーが吠ほえるように茜あかねを褒める。アモンの雷撃がアリスの神経伝達系を麻ま痺ひさせ、その動きを封じたのだ。

　天まで届いた光の剣が地面を抉えぐる。アリスの身体からだごと飲み干した。

　光の一撃が止やんでいく。光の奔流が消え……バルゴ・ティアーズが姿を現した。

『あとは……頼む』

　左胸から上が無くなっていた。バルゴ・ティアーズがゆっくりと地面に沈む。

　その数百メートル先では、疲弊したアリスが四よつん這ばいの格好で地面に伏せていた。

「なんでこんなことに、なってるっ、俺の方が、圧倒的に強いはずだ！」

　アリスの背中に砲弾が着弾、その巨体を爆炎が隠す。更に爆炎の上からミサイルが撃ち込まれた。砂煙を上げて走ってくるのはグランヴォルカンである。

『行くよ！　二人とも！』

　月げつ下かが吠えた。グランヴォルカンが残っているすべてのミサイルを発射していく。白い煙を尾のように伸ばし、弾頭群がアリスを襲う。

『隊長さん！　私は義塾解体の危機に、あんたを売った！　あれからずっと、そのケジメをつけたかった！』




《これは破格の話なんだ。あの人モドキで、全部手打ちにしてくれるって言うんだから……いいじゃないか？　一人の犠牲で丸く収まるんなら》




　爆発の中からアリスが飛び出す。その顔は怒りに歪ゆがんでいた。アリスが一瞬でグランヴォルカンの至近まで踏み込む。その拳こぶしを下半身──グラン三号──へと振り被かぶった。

『よっとぉ！』

　グランヴォルカンが、アリスの振り抜いた腕をジャンプ台にする。飛び上がり際に、ゴリラ腕がアリスの顎をぶん殴った。

『どうした！　ずいぶんと、すっ鈍とろいじゃないか！』

　言ってる傍そばからアリスの拳がグラン三号の頭部を掠かする。牙目が弾はじけるように割れた。

『格好つけてる場合!?』

『いいから！　自分のことだけ考えな！』

　日向ひなたと月げつ下かが言い争う。アリスの拳が左右・上下とやってくる。

『神馬の五スレイプニル・フアイブを────舐なめるなぁ！』

　グランヴォルカンは、木の枝を伝うように跳びはねる。アリスの七連撃を完全に避よけきった。その間、上半身のグラン二号はバスターランチャーを肩に担ぐ。

『ちゃんとケジメをつけなきゃ────っ』

　グラン二号とグラン三号の接合部が外れる。グラン二号が後方へと発射された。

　グラン三号は逆にアリスに飛び掛かる。その上半身に抱きつき、アリスを拘束した。

『いつまで経たっても私だけ……アンタの仲間になれないじゃないかっ』

　そうして、グラン三号のコックピットブロックが射出された。

『伍いつ橋はしさん！』『いい！　日向ちん、そのまま！』

　グラン二号は担いだバスターキャノンをアリスに向ける。その砲口に光を溜ためた。

　飛鳥あすかのコックピット──横からアナログ式のキーボードが飛び出す。

「根性入れようぜ！　テンス！」

　飛鳥が猛然とキーボードを叩たたき始める。

「僕は違う惑星から来たのかもしれないって……よくそんなことを思ったっけ。だってみんな、僕の言ってること、分からなそうに聞いてるんだもん。悪いことをしてるつもりはないんだけど……あの顔を見ると胸がチクチクした。けど、エイルンはさ──」




《君はそのままでいいな。君の発明がたくさんの人を幸せにすると信じてる》

「初めて『僕のままでいい』って、言ってくれたんだよね」

　飛鳥あすかは小さな声で零こぼす。最後、力強くエンターキーを押した。

『よっしゃ、日向ひなたちん！　決めちまいな！』

　飛鳥のコックピットブロックが、グラン二号の背中から離脱する。

　後方に吹き飛ぶグラン二号が、グラン三号ごとアリスに照準を定めた。

（エイルンさん。私は心からあなたに感謝しています。あなたのおかげで、私はあの人と結ばれることができたんですから）

　日向は火薬抜きのライフル弾を左手に取る。トリガーの指先に意識を込めた。

「脚のことがすごいコンプレックスで、そんな私が好きな人と結ばれるなんて……絶対に無理だと決めつけてた」




《もう、俺と一緒の時くらい力抜けよ！　小せえ事なんて気にすんな！　副部長が何したって、俺が副部長を嫌いになるとか在り得ないから！》




「でも、そんな私があの人と結ばれて────今、人並に欲をかいてます！」

　日向がライフル弾をガチリと咥くわえた。グラン二号の単眼がアリスの胸元に照準を定める。画面に映るターゲットカーソルが、吸い込まれるように日向の網膜に焼きついた。

「閃光の八ライトニング・エイトは……絶対に標マ的トを外さない！」

　引かれるトリガー──アリスの身体からだに極太の火炎砲が浴びせかけられる。

　アリスが炎の渦の中へと呑のみ込こまれた。炎を吐き出すカレイドコロナが溶解を始める。グラン二号の全身を覆う耐火装甲もまた、溶け出していた。

『グラン、ごめんなさい』

　射出されるコックピットブロック……グラン二号は自火放熱によって自壊した。







　ＭＩ01目標・最奥部──決戦場より、二二キロ地点。

　エルフィーナはアトメントによって、敵の手の届かない場所まで移されていた。通信機越しでエイルンがジンにがなり立てる。

「氷ひ室むろ！　どうして彼らを行かせたんだ！　勝ち目が無いのは分かって──っ！」

『それより聞きたいことがある』

　エイルンの言葉をジンが遮る。彼の様子のおかしさにエイルンは毒気を抜かれた。

『お前、最初にぶつかったとき……ちゃんとキングを殺したよな？』

　その問いにエイルンは目を丸める。エイルンは最初、確かにルインレーゼ・クロスでキングを倒した。しかし、キングは今の姿になって再び現れたのだ。

『俺たちとて、キングの全すべてを知っているわけではない。俺自身も、過去に何回か似たような経験をしたことがあった……。でも、あのお嬢ちゃんなら、もしかしたらキングの秘密に気づくかも』

　ジンは思案するように声を漏らす。それから意を決したように面を上げた。

『エイルン＝バザット。余剰戦力の封じ込めは完了している。当面、俺たちの闘いに邪魔が入ることはないだろう』

　ジンはモニター越しでエイルンに言う。

『これだけの条件を整えても、勝てるかどうかは三対七といったところだ。もしも俺たちが無理だった場合は──』

　アトメントの頭上に黒いワープホールが広がる。

『おまえはどんな手を使っても最終決戦兵装ウエデイングを起動させろ』

　ジンの言葉が、エイルンの胸に重く圧のし掛かる。

『大事なのは自分にとっての一番は何か。それだけはブレさせないことだ』

　ワープホールがアトメントを隠すように降りてくる。

『でないと、一番肝心な時に選択を誤るぞ』

　そうしてアトメントもまた、キングのいる決戦場へと消えていった。

　エルフィーナが脱力するように片膝をつく。間接部から勢いよく排気の蒸気が吹き出された。一方、コックピットのエイルンは傷ついた左肩を押さえていた。

「行か、ないと」

『ムッシュ。彼が来た以上、私たちが戦闘に介入する必要はなくなりました。アリスの力を以もつてすれば──』

　エイルンは低い声でエルフィーナに言う。




「違うんだ、エルフィーナ。あの機体は、俺たちの知るアヴァンアリスではないんだ」




　焦土に転がったのは月げつ下かのコックピットブロックだ。

　月下は額から血を流し、朦もう朧ろうとする意識で画面を見た。モニターには、今まさにこちらへと手を伸ばすアリスの姿が映っていた。月下が最期を覚悟したときだ。

『あんたはもう少し、後先を考える方だと思ってたんだけどな』

　馴な染じみのある声を聞き、月下は「へっ」と笑う。

　アリスの手首を掴つかみ、邪魔に入ったのは明みよう星じようだった。

『うちの女どもはどうして、こう──っ！』

　明星がアリスの顔面にヘッドバットを叩たたき込こむ。

『無む茶ちやしかしねぇんですか！』

　アリスがよろめく。その隙にコックピットブロックを抱いて、明みよう星じようが走り出す。

　すぐにアリスがその後を追った。明星が集めているのはグランヴォルカンのコックピットブロックだ。走りながら飛鳥あすかのブロックも回収する。

　そのとき、明星の顔が横から殴り飛ばされる。飛鳥の声が上がった。

『七ちん！』

『その呼び方、止やめろ！』

　明星の横にはアリスがぴったりと併走していた。明星は隠すように、二つのコックピットブロックを抱える。月げつ下かの苦しそうな声が上がった。

『てめー、自分の、仕事しろ』

『あと────一つ！』

　明星が目指すは数百メートル先にある日向ひなたのコックピット。しかし、その背中めがけ、アリスが右ストレートを繰り出した。しかしアリスの拳こぶしは明星の背中ではなく、ショワンウーの盾を陥没させる。ショワンウーが間に入り、アリスの拳を受け止めていた。

『双そう条じよう！』

『いいから早く！』

　水す久く那なが叫んだ。即座にアリスの胴回し回転蹴りがショワンウーの脳天を襲う。

　ショワンウーが咄とつ嗟さに首を甲羅に引っ込める。ショワンウーの甲羅が身体からだ半分まで地面に埋まった。

　アリスがそのまま明星を追おうとする。しかし、アリスの副腕が後ろから掴つかまれる。甲羅から頭と腕を生やしたショワンウーだった。

『連れねぇな。もっと遊んでいけよ』

　ショワンウーが飛び掛かり、アリスの胴に腕を回す。大亀のネイバーがアリスに大相撲を挑む。アリスの眼球────それが憤ふん怒ぬの赤に変わる。

「おまえらはいったい、何がしたいんだよっ！」

　激げつ昂こうの声が上がる。アリスがショワンウーを無む茶ちや苦く茶ちやに殴り始めた。

　コックピットの照明が赤く点滅する。水久那と宿儺すくながアリスの猛攻に耐えていた。

　水久那は場違いな笑いを漏らす。

「ねぇ宿儺。あれから僕たち、ちょっとは変われたのかな？」

（どうだろうな。でも、ま……また笑えるようにはなったかな）

　二人が思い出していたのは、胸に刻まれた大切な言葉。




《生まれ方は選べなくても！　君の人生は君だけのものだろう！》




「自分が変われば、世界も変わる」（それを、あの野郎が教えてくれた）




《その涙は、幸せになりたいから流れるんじゃないのか！　その嘆きは、それでも諦めきれないから出るんじゃないのか！　もう心を騙だますような生き方は止やめろ！》




　ショワンウーが踏ん張り、アリスの拳こぶしに耐える。しかし一歩、また一歩とショワンウーが押し負けていく。拳が放はなたれる度、ショワンウーの装甲がひび割れ、凹へこんでいく。

『どうした、頂上生物！　まだだ！　まだ俺たちは生きてるぞ！』

　アリスが再度、拳を上げる。ショワンウーの盾が砕かれた。甲羅を割られ、腹を貫き、腕を潰し……最硬を誇るショワンウーが鉄てつ屑くずへと変えられていく。

『大和やまと──』

　ショワンウーのポニーテールが一斉に伸びる。バージョアがショワンウーの身体からだごとアリスをぐるぐる巻きにした。八つの蛇頭から紫色の炎球が吐き出される。

『あと、頼む』

　宿儺すくなの声を最後に、炎球が肥大化──アリスとショワンウーが紫の業火に焙あぶられる。

　燃え盛る炎の中……ショワンウーの壊れた頭部が飛ばされる。海神の頭はずっと離れた地面に刺さるように埋まった。

　紫色の炎の中、首を失った海神が地面へと沈む。炎の海からアリスが出てきた。外で待っていたのは新たな敵──アリスが奥歯を噛かみ鳴らす。

「まったくもって、理解できん」

　炎の外で待っていたのは、背負い太刀を肩に掛ける明みよう星じようだった。

　コックピットで大和は精神統一をする。ゆっくりと瞼まぶたを開け、アリスを見据えた。その瞳にアリスを映すや、額に無数の血管が浮かぶ。

『たしかに、承った』

　今度は明星とアリスの激闘が始まった。







　同時刻──アカツキ・ブリッジ。

　アリスとの戦闘映像は現在、リアルタイムで紫し貴きたちの下へ届けられていた。皆が顔を青くしている。メインモニターにはアリスと真っ向勝負をする明星が映っていた。

　アリスが咆ほう哮こうを上げ、四本の拳を振り上げる。

　──頭部の頬ほお金が飛ばされる。──胸部装甲が凹む。──肩装甲が、飛ぶように外された。──頸けい部ぶの装甲が外れ、中からプラグが飛び出す。

「まったくの、ノーガード」

「死んじゃうわよ、あんなの」

　田た中なかと紫し貴きが慄おののきを零こぼす。大和やまとは一切防御せず、アリスに攻撃をし続けていた。

『雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄ぉ雄雄雄ぉぉお雄おおおぉっ！』

　明みよう星じようが刀をめちゃくちゃに振り回す。

　アリスの胸板が木片みたいに崩れた。──大だい腿たい部ぶにヒビが入る。──魔神の顔に切り傷が走り、黒い血が吹いた。──アリスの腹が横一文字に裂かれる。

　黒血が舞い、鉄片が弾はじけ、外皮が割れ、装甲板が外れ、皮膚が斬り裂かれる。

　知性も理性もない。ただの醜い、雄同士の殺し合い。

『だらぁ！』

　明星がアリスの頭に剣の柄つかを叩たたき落おとす。剣を持ったまま、その首に右腕を回した。

『だっしゃあ！　うぉら！』

　反対の手でアリスの顔面をぶん殴り続ける。すると今度は、アリスが首に回された腕を噛かみ千切る。明星の右腕が刀ごと空中を舞った。

　凄惨な殺し合いの中、茜あかねは祈るように手を組んでいた。

　ここまでの戦運びを大和たちに依頼したのは、他ならぬ茜だった。

「ＭＩ02目標のときは、エルフィーナの拳こぶしを以もつてしても、幼生体キングの皮膚を貫くことはできなかった……でも──」

　メインモニターに映るアリス──その皮膚にまたヒビが入る。

「絶対的な攻撃量。ダメージの蓄積にこそ、突破口はあるっ」

　きゅっと瞑つぶる目の横に、汗が流れ落ちる。

「亜あ賀が沼ぬま先輩たちのアシストで、睦むつ見み先輩がキングの神経系を麻ま痺ひさせ、隙の多いバルゴ・ティアーズの必殺技を命中させる。更にグランのカレイドコロナとショワンウーの最大放熱でキングの体表面の温度を上げ、その硬度を下げることができれば……」

『ダラァ！』

　明星が左手に持ち替えた曙あけぼの丸まるを振り下ろす。アリスの胸から腹に掛け、大きな斬り傷ができた。

「ここからはもう、明星の馬鹿力だけが頼み……お願いしますっ、七なな扇おうぎ先輩っ」

　茜は涙を浮かべて白銀のサムライに祈りを捧ささげる。




《どうして本気を出さない。七扇大和》




（おまえに叱られたとき……心の中で錆さびついていたレバーが入った気がしたんだ）

　隻腕の明星が吠ほえている。アイカメラを赤く染め、その口を大きく開けながら。

（俺はたぶん、叫びたかったんだと思う。怒りたかったんだと思う）




《自分は傍観者面で遠くから眺める！　そんなのがカッコイイと思っているのか！　そんな生き方で君は本当にいいのか！》




　見事なまでの白銀甲かつ冑ちゆうは、その半分を失っている。マシンオイルに汚れた筋肉繊維が、露出していた。腕を一本失なくし、痙けい攣れんするように足は震え……それでも明みよう星じようはしっかりと地面を踏み締め、闘い続けていた。

（不満ばかりを外にぶつけ、本当にやりたかったことから目を背けていた。踏み出すための足も、行きたかった場所を見る目も……俺にはちゃんと残っていたのに）

『ほんっと、笑っちゃうよな』

　振り絞るように撃ち込まれた兜かぶと割り──アリスの額が割れ、鮮血が舞った。

　力尽きたように……明星は前傾に崩れ落ちる。

『頼むぜ。特攻隊長』

「っ！」

　アリスは見た。倒れた明星の代わりに向かってきたのは、隻腕の鬼灯ほおずき・炎一號ごうだった。葵あおいと紫し貴きの覚悟が外部スピーカーを通して流れる。

『お疲れっ、七先輩！』

『やるわよ葵！』

　鬼灯が投刃刀【花】を抜き去る。アイカメラが光の軌跡を作った。

『腿もも！　脇わき！　膝裏に花・三本！』

　鬼灯がアリスを通りすぎる。アリスの腿・脇・膝裏に投刃が突き刺さっていた。

『刃やいばが……通る！』

　爆発──アリスの外皮が内側から飛ぶように剥はがれた。

「ぐおお！」

　アリスが膝を地面につく。紫貴が『ユニット交換！』と叫ぶ。宙ちゆう臣しん蔵ぐらが新品のブレイドユニットを射出。鬼灯の肩にある刀筒が交換された。

『胸部・刀傷にヤキゴテ！』

　鬼灯が腰後ろのヤキゴテに手を掛ける。アリスの胸元に徹甲榴りゆう弾だんが撃ち込まれた。

『次弾装そう填てん！　遊撃射撃！　外皮をそのまま引っぺがしなさい！』

　ヤキゴテのシリンダーが射出投棄される。宙臣蔵から新しいシリンダーが装填された。鬼灯は走りながらヤキゴテを撃ち続ける。

　氷の九アイス・ナインと炎の一フレイム・ワンのギロチンタッグ──その面目躍如である。紫貴の瞬時の命令を、葵は反射の速度で遂行していた。

「隊長。私さ、隊長のおかげで前よりもずっと強くなれたよ」




《君を縛るその鎖が取れた時……君は今よりも、もっと強くなっているはずだ》




　徹甲榴りゆう弾だんが次々と撃ち込まれる。アリスは地面に膝をついたまま顔をガードしている。その外皮は取れ、内側の肉が露出していく。

「隊長が、私の胸に巻きついていた鎖を断ち切ってくれたから」




《背中で語れ一いちノの瀬せ！　勝手にみんなついてくる！　出来ない事は堂々と頼れ！　俺たちは皆で戦ってるんだ！》




　鬼灯ほおずきはヤキゴテを投げ捨てる。ブレイドユニットの鞘さやに手を掛けた。

『抜刀・鬼！　狙いは腱よ！　刃やいばの通る限り、斬り刻みなさい！』

　鬼灯が回転……肩のブレードユニットから高周波振動刀【鬼】を抜き去った。

『見ててね、隊長────緑みどりネエっ！』

　隻腕の鬼が躍った。刀の道筋が血風の軌跡を生み出す。

　──左脇わき・右脇の下に刀が走る。──両膝・両踵かかとの裏から血が舞った。──魔神の眼球が横一文字に斬られた。

　鬼灯の太刀がへし折れる。アリスの咆ほう哮こうが上がった。鬼灯は脱力するように折れた刀の柄つかを降ろす。アリスの口内が桃色に光ると……紫し貴きの声が漏れた。

『よくやったわ、葵あおい』

『あったりまえじゃん』

　コックピットの葵がやりきった顔で非常レバーに手を掛ける。その声に涙を滲にじませた。

「ありがとうっ、鬼灯！」

　射出されるコックピットブロック。

　次の瞬間、アリスの荷電粒子砲が鬼灯を完全破壊した。

『人体を象かたどる以上、細部は違えどその内部構造は人間に多く重なる』

　一時的にだが、視界を失ったアリスが音のした方を向く。それは茜あかねの声だった。

『それは解剖したポーンのデータからもある程度の推測がついた。ならば、アンタがコレに対する進化を終えてしまう前に、絶対に命中させる状況を作ってしまえばいい』

　黒光りする四本の鉄塔────それは全すべてを消し去る魔女の杖つえ。

　四本の杖はアリスを取り囲むように、四方に展開していた。

　デストブルムのコックピットモニターには涙を浮かべた茜の顔が映っている。

『行きますよ！　特務！』

　セレンは静かに目を閉じていた。仲間たちの見事な戦いぶり、そしてその散りざまを胸に刻み……今、その青い瞳を上げる。

「みんな、本当にありがとう」

　デストブルムが照準に定めたのは、完全に動きを封じ込まれたアリスだ。

　セレンが大きく息を吸う。大きすぎる胸を揺らし、前傾姿勢となった。

『消っせぇええええええええええ！　クロぉおおおおおぉ！』

　デストブルムのアイカメラがパールから赤に……四本の大口径ＩＭＥカノンから最大出力で黒い破壊光が発射される。

「っっっ!?!?!?!?!?!?」

　黒い光が触れたモノ全すべてを抉えぐり取とる。アリスの身体からだが光に呑のまれ、消し去られた。

　数十秒間にも及ぶ、破壊光の照射。

　やがて砲口から、砲煙が上がる。アリスの全身は影も形も残っていなかった。

『キングの反応……消失？　消失してる!?　やた…………やった！』

　映像通信の茜あかねに喜色が滲にじんでいく。涙を浮かべてはしゃぎ出した。

『特務！　私たちキングを──』

「まだ」

　セレンは無表情のまま言い捨てる。デストブルムは唸うなるような駆動音を上げていた。

「クロが言ってる。まだ、終わってない」

　セレンの輪郭を汗がなぞる。すると一枚の画像が拡大表示された。

　地面から『紫色の芽』が生えていた。芽の葉に『斑点』が浮かび、増殖する。

「っ!?」

　セレンは怖おじ気けに身を震わせる。爆発的にその芽が伸び、大樹へと変へん貌ぼうした。

『細胞分裂による……即時再生機構じゃない』

　茜が絶望にまみれた落胆を零こぼす。大樹は人の形へと収束していく。

『生命活動の停止を確認してから……まったく同じ反応が発生？』




　時間にして丁度一〇秒────アリスは完全に復活していた。




　アリスが地面を蹴る。デストブルムが興奮し、アイカメラを真っ赤にした。

『クロ、ダメ！　離れる！』

　全方位に広げた三二本のマシンアーム──それらを、束ねるようにアリスの四本腕が引っ張り上げた。デストブルムがアリスの方へ強引に寄せられる。

　アリスが思い切り頭を逸そらすと。

『きゃああああああああぁ！』

　デストブルムの魔女帽子の半分が砕かれる。ミサイルのような頭突きだった。

『特務っ!?』

　損害がフィードバックされ、セレンの額がぱっくりと割れた。血が勢いよく流れだす。セレンは衝撃で意識を持っていかれそうになった。

　デストブルムのアイカメラが弱く明滅する。三六〇度の全方位モニターは壊れたテレビのようにノイズが走っている。

　ぼやける視界……画面の中で、アリスの手がどんどん大きくなっていく。

『あなたは──っ！』

　紫し貴きの驚く声が聞こえた気がした。セレンはそのまま意識を失う。

「てメェ──」

　アリスの出した声は老若男女、複数人の声が混じっていた。

『楽しそうだな。俺も混ぜろよ』

　アトメントがアリスの背後に立っていた。







　真紅のスーパーカー【ファラリカ・ドーター】が爆走する。

　タイヤから上がる煙。乱暴なドリフトを繰り返し、スーパーカーはジンたちのいる決戦場へ向かっていた。中には傷ついたエルフィーナが格納されている。

　現在は眠るように目を閉じている。ロボットアームが何本も伸び、ボディの応急修理を行っていた。コックピットではエイルンがドーターを運転する。

『リペアリングマッサージを継続中。ドリムビスチェの疲労逓減率、現在十二パーセント。通常戦闘は可能……しかし──』

　エルフィーナが修理経過を報告する。エイルンはジンの言葉を思い出していた。

《おまえはどんな手を使っても最終決戦兵装ウエデイングを起動させろ》

　エイルンは無言のまま、自分の左胸を掴つかんだ。







　アトメントが背を丸め、両腕をクロスさせる。

『ダルクファング、コンチェルト！』

　アイカメラが強く発光した。

　次元の断層が二八閃せん──アリスの身体からだを容赦なく切り刻む。

「ナンで、こんなカンタンに！」

　血だるまになったアリスが叫ぶように言った。硬度無視の斬撃はアリスの皮膚を貫き、完璧に断ち割っていた。アリスの真横の空間が割れ、魔神が現れる。

『今回の貴様は、はた迷惑なまでの強さだな！』

　アリスの懐で、アトメントが両拳こぶしを勢いよく打ち付けた。激突の火花が上がる。

『サタン、コンフェス──モード・グラスプ！」

　次元の大地震が起こる。アリスを空間の震動が襲う。身体からだを構成する要素を分子レベルで分解させられる。アリスの眼球や前頭部が盛り上がり、破裂寸前まで膨らんだ。

「イタい！　イタイイタイイタイ[image: ]」

　破裂しそうな頭をアリスはメチャクチャに振った。

「なんだコレは！　知らない！　知らないシラナイ知らナイ！　なんだこのイタみ！」

『アトメントコイツも、もともとはアリスきさま用に作られた最終決戦枠のネイバーだ』

　アトメントが腕を組む。肩に魔法陣が浮かび上がった。

「っ！」

　今度は無形の弾撃が三発──アリスの頬ほお・腹・わき腹に刺さる。

『ナイトメア・ブレイカー２０番機が完成するまでの話だがな』

　アトメントのアイカメラが光る。

　エイルンコードが総出で立ち向かい、敗北したアリスを……アトメントは圧倒していた。

『貴様と同じ起源種オリジンマリス。バース７－Ⅴをベースに作られた機体だ。他の兄弟たちとは素も体のが違う』

　アトメントの魔法陣がそれぞれ反対方向に回った。

　併せてアリスの腕が、四本両断される──それは硬度無視の斬撃。

　アリスがまた咆ほう哮こうを上げる。アトメントは次元に断層を作ることで、エルフィーナの拳こぶしにすら耐えきるアリスの外皮を断ち割っていた。

　アトメントのコックピットにシートの類はない。ジンは腕を組んで仁王立ちしている。彼は今、全身の血が沸騰しそうなほど怒っていた。

『自分でも気は長くなったと思っていたが……そうでもなかったようだ』

　ジンはサングラスを取る。その目は憎悪に淀よどみ、黒い光を湛たたえていた。

　脳裏を走っているのは膨大な量の記憶だ。

　壊されたコックピットハッチ。現れた怪物の顔に絶叫した自分──

　血の涙を流す。憤ふん怒ぬと悔恨を叫びながら残った左腕をこの怪物に伸ばした自分──

　無限の荒野になってしまった大地で佇たたずむ自分と愛機。その背後に寄り添うように立ったこの怪物──

　愛機で眠る最愛の人を引きずり出し、目の前で噛かみ千切った……この怪物──

　ジンのサングラスが握り潰される。

「最低な気分をありがとう」

　一つ見ただけでも心が壊れてしまいそうな記憶。それが幾百、幾千と……。

　アトメントの装甲に刻まれた古傷……その数だけ、ジンはこの怪物に恨みがあった。

「たとえ何度廻まわろうと、何度巡ろうと。俺は貴様と殺し合う運命にあるらしい」

　酷薄な笑みが浮かべられる。同時に、アトメントに刻まれた幾千の古傷が赤く変色した。

『モード【ダンテ】、ノルブリンカを３番まで解放』

　アトメントの胸部装甲が内側から盛り上がった。胸の左右、そして額の内側から黒いオーブが露出する。オーブは黒色に発光し始めた。

　一方、アトメントの変へん貌ぼうをみたアリスは、その瞳孔を大きく開いていた。血をどくどくと流しながら立ち上がる。アリスの声は野太い男性の複合音に変わっていた。

「其は……我の同胞かたわれか？」

　立ち上がったアリスは、先ほど自分が破壊したバルゴ・ティアーズを見た。

「ならばこれらも。其と同じ、我らが同胞かたわれ」

　アリスはネイバーの正体に気付く。

　ネイバーとは、未来の世界で鹵ろ獲かくしたクイーンの、死骸ないし生体パーツを流用して造られた兵器だ。ネイバー一機につき素体となったクイーンが必ず一匹いる。

　しかし、アトメントは他のネイバーとは根本から異なる。

　バース７──史上、初めて観測された七体のクイーン。

　オリジンマリスと呼ばれる、最古にしてマリスの系譜を作ったクイーンたちだ。

　ジンが相対しているのは、その最後の生き残りが進化を遂げ、絶対種キングと呼ばれるまでに至った個体。

　そしてアトメントの素体になったのは、そのオリジンマリスの一体だった。

『おまえらの無差別物質消去ＩＭＥは、次元干渉を応用したもの……でも大本を正せば次元と時間を司つかさどる、このアトメントバース７‐Ⅴが源流だ』

　アトメントは組んでいた腕を解く。額の光玉を発光させ、大きな一歩を踏んだ。

『いくぞ姫ひめ子こ。五六七七回目のリターンマッチだ』

　アトメントのアイカメラが緑から金に変色した。







　同時刻──アカツキ・ブリッジ。

　雷らい鳥ちようたちがジンの闘いを見守る。彼の双肩に人類の命運が託されていた。

「ジ夏ン樹」

　メインモニターの中でアトメントが闘う。三つのオーブの黒色光が、より強くなった。

『サタン、コンフェス──っ！』

　アトメントが何もない空間を握り潰すように、手と手を合わせようとする。

　手の平が近付くに連れ、アリスの身体からだが丸まり、小さくなっていく。アリスは更なる激痛に絶叫を上げた。アリスは縮小してゆき、次元の穴の中に吸い込まれていく。

『デッドエンド────ジ・エンド！』

　アトメントの両手が火花を上げて重ねられる。同時、アリスの身体からだが消失した。

　両肩の魔法陣が弾はじけるように消える。アトメントは自由落下で地面に着地した。自重を支えられないのか、その膝をつく。

『これで……どうだ』

　ジンの疲弊した声がアトメントから漏れる。

　不意にアトメントが前を向く。また地面から『紫の芽』が生えていた。

　それが人を象かたどり、大きくなっていく。その様子を見た茜あかねの背中に電気が走る。

　モニターの中では、先ほどの要領でアリスが復活していた。

　紫し貴きは自分のコンソール台を、苛いら立だちと共にぶったたく。

「この怪物は！　いったい、どうやったら殺すことができるのよ！」

　その様子を見ていた茜が「やっぱり」と、何かに気付く。

「最初はエイルンさん、二番目に特務たち、そして今……つまり、そういうことだったの？」

　茜が顔を青くしたまま、自分のコンソール盤を操作し出す。茜はオペレーション・リミットブレイクで起こったことを思い出していた。

「皆さん、これを見て下さい！」

　茜がメインモニターに映したのは、ＭＩ02目標で起こった『隆起現象』だった。

　隆起した大地は『生物が絡み合い、編み合わさるように』して形成されている。

「ＭＩ02目標は大陸そのものが『マリスに変質』していました！　でもこの現象は、キングの成長過程の一つにすぎなかったんです！」

　茜が光学キーボードを叩たたきながら喋しやべる。

「特務たちの戦いの後……キングの生命反応が消え、すぐにまた同じ反応が現れた。あれがヒントでした。もしもキングは『蘇よみがえった』のではなく『また現れた』のだとしたら？　それなら筋が通るんです！　私たちが相手をしていたのは『葉っぱ』の方だったんですよ！」

「「葉っぱ？」」

　雷らい鳥ちようと紫貴の声が重なる。茜が着目したのはマリスが持つ、植物の側面についてだ。

「根を降ろしたクイーンがその地の生態系を壊し！　最終的に、マリス以外の生物が住めない環境へと変化させる！　これがクイーン侵攻のステージⅢ！　そうして生まれたのがマリスの群生地、ＭＩ目標です！」

　茜は勢いよく『隆起現象』の画像を指差す。

「で！　さらに汚染が進んで地質そのものがマリスに変質する！　これを仮にステージⅣだとしますよ？　でも……もし、その先があったとしたら？　もっと凶悪な事態を想像してみてください！」

「っ!?　まさか！」

　紫し貴きが勢いよく艦橋窓の外を見る。魔の島が視界に入った。




「ＭＩ01目標あの島全部が………………キングだということ？」




　雷らい鳥ちようたちが絶句する。茜あかねは重々しく頷うなずいた。

「イメージ的には『球根』です。キングは年月をかけて島の地中に根を張り、やがて自分自身をＭＩ01目標と同化させる！　だからアレを『葉っぱ』って言ったんです！」

　茜は自分で言って、心底恐怖を感じていた。

　画面上のアトメントが再び立ち上がる。ジンの辟へき易えきする声が流れた。

『そういう仕組みか……そうか！　納得だよ！』

　アリスの顔をアトメントがぶん殴る。次元に穴が空き、その中にアリスが放ほうり込まれた。アトメントは再び、次元の檻おりの中へとアリスを閉じ込めた。

　全身周囲に、八つの魔法陣が浮かび上がる。

『検証してやる！　次元の狭間はざまで揺られて死ね！』

　アトメントが浮遊する。ノルブリンカの三つの光が最高潮に達した。




『ストップゴッド・テンペストっ！』──何も無い空間が盛大に揺れる。




　爆発が起こったように……ここではないどこかで爆発が起こり続ける。

　一度、二度、八度、一二度、三一度。

　アトメントの魔法陣が不意に消えた。同じく空間の振動が止やむ。

　三つのオーブノルブリンカが消灯すると、アトメントが片膝をつく。右手で地面をついて身体からだを支えた。全身の古傷の発光が止む。間接部から蒸気が勢いよく排気された。

『さぁ、どうだ』

　ジンの忌々しげな声が漏れる。するとアトメントの前の地面からまた芽が伸びた。

　芽が木樹となって伸び、アトメントの顔に絡みつく。

『ぐおぉお！』

　木樹は手に変わり、アトメントが宙ちゆう吊づりにされる。形が人を為なし、新たなアリスが現出した。

「ツヨキモノ！　まだやろう！」

　斑紋に侵された魔神の口から歓喜の声が上がった────




　衝撃を感じ、セレンの意識が呼び起こされる。

　セレンの意識に同調し、コックピットモニターの幾つかが点灯した。

「？」

　デストブルムの前に黒き魔神が放ほうられていた。

　右腕の肘が握り潰されている。左膝から下は無い。ノルブリンカは三基とも殴り潰されていた。頭部の半分が抉えぐるように取られ、中のコンピューター回路が露出している。

　そして、傍そばにはアリスが疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で呼吸を重ねていた。

「四度もこの身を失った。でもそれを乗り越えて生まれる、愉悦……これが歓喜か」

　アリスは自分の手を見て、強く握る。雷鳴の音が響き渡った。

　ジンは出せる全すべての知恵を弄した。世界の機運さえも味方に付けた。

　彼の一〇万にも及ぶ『やり直し』は、思い描く限り、最高の形で相成ったと言える。

　しかし……それでもまだ届かない。人の知恵も、神が与えた機運も、キングという頂上生物は握り潰してしまう。

　人類に完全勝利したアリスは、最後の獲物に首を向けた。

（……？）

　セレンの意識は自然と、アリスの視線の先に向かう。セレンの意識に連動してモニター画面が、自動的に映像を変えた。その映像を見るや、セレンの意識が急速に色みを帯びていく。セレンは割れた額を押さえ、懇願するように呟つぶやいた。

「だ、め」

『やめてくださいエイルンさん！　そいつにはもう、誰も勝てません！』

　茜あかねが泣きながら叫んでいた。映ったのはエルフィーナだ。

　スラスターや仮面、武装ユニットである追加装甲ドレスの半分以上がない。機体のところどころで火花が上がっている。

　既に半壊状態。そんな様相のエルフィーナが最強の敵の前に立っていた。

「まだ、向かってくるか」

『俺が、逃げるわけにはいかないだろう』

　エイルンの声が聞こえてくる。色濃い疲労を感じさせた。

　ゆっくりとエルフィーナがこちらに近付いてくる。セレンの目には、エイルンが一歩、また一歩と死に向かっているように見えた。

「夏、樹、逃げる」

　セレンは割れた額を押さえたまま画面のエルフィーナに手を伸ばす。

　自分が死ぬことよりも、彼が殺される方が嫌だった。考えただけで心臓が張り裂けそうになる。自分はもう十分……彼から返し切れないほどの愛をもらった。

「私は、もういい」

　真っ暗な奈落の底で、一人泣いていたところを救いだしてくれた。

　人と人の手をつなぎ合わせ、その輪の中に自分を入れてくれた。

　闘うことの大切さと、生きるための勇気をくれた。ただ泣くしかできなかった自分を明るいところへ連れ出し、明日を生きる希望をくれた。そして。




《夏なつ樹きのこと、世界で一番……好き》




　自分の初恋にも────────ちゃんと応こたえてくれた。

「いっぱい、もらった、から」

　セレンの目に涙が溢あふれる。

『ムッシュ。お止やめを。まだコスモフィリアの冷却が済んでおりません』

『約束したんだ。彼女をヘキサの呪縛から解き放はなつと』

　聞こえてきたのは悲壮なまでの覚悟。

「夏樹、だ……め」

『もう泣かせて、なるものか。一粒の涙も、許してたまるかっ』

　エルフィーナとの映像通信が繋つながる。

　映ったエイルンの顔映像を見て、セレンは目を丸くした。

「……その、顔」

　セレンは幻覚を見ているかと思う。エイルンの姿がダブって見えた。

【エイルン＝バザット】と【黒い仮面の男】

　白いローブを纏まとったかと思えば、また真紅のパイロットスーツに戻る。

　姿が入れ替わる度にノイズが走った。

　それはモニターのノイズなのか……それとも──

『セレン』

　それは聞き慣れた、優しい声。包み込んでくれるような声音だった。

　大好きな彼の声のはずなのに……セレンの目から涙が溢れて止まらない。理由なんてない。ただなんとなく、なんとなくだ。

　大好きで止まない彼が……………………遠い場所へ行ってしまう気がした。

「夏樹ぃ！」

　エイルンは笑う。それはすべてを受け入れたかのような、寂しげな微笑ほほえみだった。

『どうか……幸せに』

　これがエイルンとセレンの最後の交信となる。




　自分のことが大嫌いだった。

　無才で、非力で、何も持っていない。他の人みたいに上う手まくできなくて、でもそれを認める度量もないから努力した。
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（いつからだろう。昔みたいに泣かなくなったのは）

　転んで泣いて。上う手まくできなくて泣いて。自分の無力さを呪って、泣いて……。

　自分の気持ちに目を背け、一番守りたい女ヒ性トも守れず死なせてしまった。後悔だらけ……間違いの多い人生だったのかもしれない。

（でもさ、ツルギ）

　それでも涙を止めたいと思った。大切な幼おさな馴な染じみが本当に嬉うれしそうだったから。

　泣いて喜んでくれる彼女の顔を見られたから。

（こんな俺にも守れるものがあるかもしれないと思ったから……俺は軍人になったんだよ）

　弱きを救う。涙を止める。でも本当は……いちばん救いたかったのは、いつまでも泣き続ける過去の自分だったのかもしれない。

　エイルンはそっと、その想おもいを胸にしまう。

　しかし……その郷愁は、この状況において致命的な落ち度になってしまう。

「もう終わりだ────人間」

　不意に降ってきたアリスの声。エイルンの反応が一瞬、遅れた。モニターにはアリスが至近距離まで迫っていた。

『ムッシュ！』

　けたたましい警告音アラートがいつまでもエイルンの耳に残る。エイルンは瞳孔を震わせながら前を見る。エイルンの視界に入ったのは……アリスの腕に貫かれた黒い背中。

「……どうして？」

　アトメントの胸部をアリスの拳こぶしが貫いていた。アトメントが片手でその腕を押さえるように掴つかむ。ジンの声が外部スピーカーを通して流れる。

「ごふ、たまにこういう役回りがあっても……いいんじゃないかと思った」

　アトメントのアイカメラが弱々しく明滅する。アリスの腕はジンの肩を潰し、コックピットの右半分を貫通していた。

「こいつは存在自体が、反則、だが……またオマエ自身も反則だというのを、忘れるな」

　ジンはまた激しく吐血する。

「人生、は舞台に似ている。裏に引っ込んでいるうちは、意味も輝きも見いだせない……スポットライトに飛びこむ気があるか、どうか、だけ。本当は誰だって主役になれる」

　ジンはエイルンの背中を押すように、笑って見せた。

「悔しかったら越えてみせろ」




「見せてやれ、サブキャラクター……この物語の主人公は、オマエなんだから」




　その言葉を通し────エイルンの真紅の瞳に力が戻る。

　エイルンは左胸を強く掴み……叫んだ。

「点火コンバツシヨン！」

　ドクン！　とエイルンの体内を大量の血液が巡る。後頭部をぶん殴られたように一瞬、意識が遠のいた。エルフィーナがすぐ進言する。

『お止やめを。それ以上の燃焼は生命活動の危機に繋つながります』

「点コン、火バツシヨン！」

　叫ぶや、エイルンは吐血し、血が操縦デバイスに飛び散った。アリスがアトメントの残ざん骸がいを捨てる。

「なんだ……この生命の瞬き」

　モニターに映るアリスが息を呑のむ。

　エイルンを突き動かすのは執念。これは信念を守るための闘いだった。

「点火コンバツシヨンっ！　点火コンバツシヨンっ！」

　叫ぶたびに弾丸を打ち込まれるように熱が走った。エイルンの赤い瞳と髪はより紅あかく。血の巡り過ぎで紅潮した顔、首、額……それらに血管が浮かびあがって脈動していた。

　痛みを精神でねじ伏せる。飛びかける意識を意地で繋ぎとめる。

「点コン……火バツシヨン！」

　鼻血が垂れ始める。ポタ、ポタ、と膝に落ちた。

『ダブルフィリアの接続は非承認。強制解除を実行。お止やめくださいムッシュ！』

　エルフィーナの声にも焦りが混じりだす。

　エイルンは最後の────本当に、最後の手段に打って出る。

「最終プログラム……起動っ！」

『っ！　ムッシュお止めを！　それはダメ！　お止めになって下さい！』

「アクセスコード────ツルギ！」

　モニター画面がブラックアウトする。正面モニターに横文字で『Final access』とスペルが表示された。すると操縦コンソールの前に立体映像が浮かびあがる。




　現れたのは人形大の立体映像ホログラフ────チビツルギだった。




『お母、様』

　チビツルギはガリガリと頭を掻かく。

『あれだけ、これは使うなって言ったのに……何してくれてんのよ、バカエイルン』

　そう言ってツルギはエイルンを見上げる。その辛つらそうな様子を見て表情を暗くした。

　片やエイルンは、決死の表情でツルギに言う。

「頼む、ツルギ……俺に力を、貸してくれ」

『耳を貸してはダメですお母様！　ムッシュは正常な判断が出来ない状態にあります！』

『あなたは黙ってなさいエルフィーナ』

　ツルギはエルフィーナをぴしゃりと叱った。それから再度エイルンを見上げる。

『こんなバカして……あんた、未練とかないわけ？』

「……ここで、闘え、なければ、俺はたぶん、一生後悔する」

　肩で息をしてエイルンは言う。言葉を喋しやべるのも辛い状態と言えた。ツルギは一層に顔をしかめる。悔しそうに唇くちびるを引き結んだ。

「あんな想おもいは、君一人だけで、充分だ」

　エイルンは「頼む」と目を閉じる。すると……彼の頬ほおに小さな手が当てられた。

『これだけ応こたえてよ』

　エイルンは目を見開いてツルギを見る。彼女は複雑な表情のまま聞いた。

『あんたの人生はさ……幸せなものだった？』

　エイルンに様々な想おもい出でが蘇よみがえる。

　軍に入り、大切な幼おさな馴な染じみと再開した。多くの人に恨まれ、軍を裏切り、ジンたちと一緒に四つの星を救った。

「ああ」

　この世界に渡り、かけがえのない絆きずなを育んだ。紫し貴き・葵あおい・大だい地ち・オルソン・山やま武たけ、規格外十番テンナンバーのみんな。雷らい鳥ちよう、田た中なか、武蔵むさし。




《夏なつ樹き》────ヌイグルミを抱えて嬉うれしそうに笑う、セレン。




　エイルンは口を噛かみ締しめる。目からは熱い涙が零こぼれ落おちた。

「俺は……幸せに生きたよ」

　そして、かけがえのない記憶が鮮明に喚起される。




《口くち喧げん嘩かするエイルンとツルギが、チビフィーナの手を引いて歩いていく》




「もう悔いは──────────────────────無い」

　チビツルギが目を閉じる。彼女の目からも涙が零れた。

『お止やめください、お母様ぁ！』

「最終フアイナル、点火コンバツシヨン……レ、ディ」

　涙ぐんだ声で彼女が言う。メインモニターに電光文字が浮かび上がった。

『最終決戦兵装Wedding OptionsドレスアップDress up』

　最後にチビツルギの頭上に『ＯＫ？』の最終確認キーが表示される。

　チビツルギとエイルンは見詰めあう。

　二人とも泣いていた。でも、お互いを分かり合うように、笑ってもいた。

『むこうで、待ってる、から』

「ああ……やっと君に、会えるんだな」

　エイルンは『ＯＫ？』の電光文字を押す。

『あなたとっ！　あなたという方は────っ』

　激げつ昂こうにも似た悲しみをエルフィーナは上げる。ブラックアウトしたモニターが点灯した。全システムがフル稼働、コックピット中が光に包まれていく。

「見せてくれ、エルフィーナ……」

　メインモニターに電光表記が叩たたきつけるように表示される。




『最終決戦兵装Wedding Options起動Operetion』




「君の、花嫁姿を」

　ＭＩ01目標に、光の柱が天へと昇った。






Ⅸ　最終決戦兵装ウエデイング・オプシヨン









　光の柱にアリスは阻まれていた。四本の腕でどれだけ押しても殴っても、光を壊すことができない。

「この光！　この……力！」

　瞼まぶたが裂けるほどに、アリスは両りよう眼めを見開いた。次の瞬間、アリスの身体からだが遥はるか数十キロ先まで吹き飛ばされていた。




　人々は見る。

　──大だい地ちと山やま武たけが、オルソンを肩で担ぎながら上を向く。──紫し貴きが「あの光は」と呟つぶやき、雷らい鳥ちようが唸うなり声ごえを漏らす。──ネイバーの中で傷つき倒れたアギト、クリストファー、水す久く那な、そして大和やまと。──一心不乱に砲撃を続けていた後方の部隊戦力。

　その光を見上げたのは人だけではない。

　島中を跋ばつ扈こする子団が、そのときだけは暴走を止めていた。

　──出産するクイーンも。──子供を引きつれて進軍するクイーンも。──捕食の最中にあった子団たちでさえも……。




　この島にいる、生きとし生ける者が、月の女神の降臨に目を奪われる。




　荒野に佇たたずんでいたのは鋼鉄の花嫁。

『最終決戦装備ウエデイングドレス……アクティヴェイト』

　真紅のウエディングドレスを身に纏まとうエルフィーナ。

　額に輝くティアラ。絹のようにきめ細やかなヴェールを被かぶっていた。しなやかな両腕を包むのは茨いばらの意匠をあつらえたロンググローブだ。右手には鋼鉄のブーケ。

　左手の薬指にはエンゲージリング。

『完全修復化粧色直しフルリペア・メーキヤツプを実行。復元ポイントまで機体状態を戻します』

　エルフィーナを黄色いフィールドが覆う。するとエルフィーナの損害が、みるみるうちに消えていった。フィールド内の時間を元に戻し、機体を修復させたのだ。

『ムッシュ。私は今……綺き麗れいですか？』

　閉じられた瞼からは、マシンオイルが涙のように伝う。

　それは闘争とはまるで無縁の、女性が今生において最も輝きを放はなつ、花嫁の姿だった。

　清廉でたおやかな変身を遂げたエルフィーナ──

　対し、コックピット内は灼しやく熱ねつ地獄に様相を変えていた。溶鉱炉のように真っ赤に変色しているのである。人の形をした光源がシートに座る。
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　エイルンの身体からだは溶け出したろうそくのように揺らめき、燃えていた。

　エイルンは飛びそうな意識を繋つなぐ。ありったけの想おもいをかき集めて言った。

「ああ。とっても、綺き麗れいだよ、エルフィーナ」

【儀礼フオーマル】【高機動コンバツト】【専守防衛イージス】【情報戦サイバー】【一対一デユエル】【交渉戦ネゴシエイト】

　そして、これが最後を飾るドレス──

『エルフィーナ、Ｅ－ＷＤ１０６Ｆ【最終決戦兵装ウエデイング・オプシヨン】にドレスアップ。ムッシュ、ご命令を、どうぞ』

　エルフィーナの閉じられた瞼まぶたが開く。エイルン＝バザットの最後の命令が飛ぶ。

『この悲しみをっ、打ち、砕く！』

　エルフィーナがウェディングドレスから足を一歩、踏み出した。

「エイルン＝バザットオレと！　エルフィーナ・ルインレーゼオマエで！」

　最後の仕事を終えたエイルンは、穏やかに笑った。

「見せてやれ。君の……最高の覇道バージンロードを」

　エルフィーナは涙ぐんだ声でそれに応こたえる。

『かしこまり、ました』

　エルフィーナが山の向こう側へ首を向ける。ミッドナイトブルーの瞳の中──ターゲットサイト数百から数千──が、島の様子を一〇秒と掛からず解析した。

『選曲オーダーセット。一機完殺戦闘【レクイエム】をスタイル。モーションファイル・エイルン＝バザットをインストール』

　紅あかいグローブに包まれた左手が小指から握られていく。花嫁は拳こぶしを握り込んだ。

『エルフィーナ・ルインレーゼ────オンステージ・コンバット』

　ブーケを天高く放ほうる。鋼鉄の花束が舞った。

　エルフィーナは握った左拳を腰に引き、右手を前に掲げる。はしたなくも花嫁姿のまま拳を構えた。

『全バーダイムの排除を実行します。一〇〇万パターンで七秒先までの未来をランダムランディング──』

　エルフィーナの身体からだが小刻みに振動する。すると彼女の全周に光の像が飛び出した。

　残像だ。エルフィーナを象かたどった残像が高速で飛び出しては消えていく。

　エルフィーナの指輪が虹色に発光した。

『コンプリート！　事象結果を本時間軸に収束──っ！』

　エルフィーナが光の左拳を振り上げる。軌道に合わせ、涙が軌跡を作った。

『どうか片時も私から……目を逸そらさないでくださいませっ』

　小さな声で、最愛のパートナーに願いを込め。

『ミリオン・レーゼ！　ＧＯ！』

　高らかな声と共に正拳が振り抜かれた。




　次の瞬間、ＭＩ01目標に一〇〇万体のエルフィーナが現れた。




　田た中なかと紫し貴きがアカツキのブリッジで言葉を失う。

「これは」

「う──そ！」

　アカツキの甲板にイージスドレス姿の【エルフィーナの像】が立っていた。




　コックピットブロックから這はい出でた飛鳥あすか・日向ひなた・月げつ下かの三人。

「えぶえ!?」

「夢を──」「見てんのかい？」

　三人が見たのは空の彼方かなた──天からデュエルドレス姿の【エルフィーナの像】が三体、降ってくるところだった。




　鬼灯ほおずきのコックピットブロックで葵あおいが気を失っている。うわ言のように零こぼした。

「たい、ちょ」

　モニターが映していたのはコンバットドレス姿のエルフィーナの像。その像は、葵あおいに近づいていたクイーンを見上げていた。

　似たような光景が、幾千・幾万と……。マリスで溢あふれ返る、この島中で起こっていた。

　エイルンコードだけではない。

　救いを求める全すべての兵の下に、月の女神が奇跡を遣わしていた。

『『『『『『『『『『受けなさいバーダイム！』』』』』』』』』』

　一〇〇万体の残像キセキから一斉に、エルフィーナの声が放はなたれる。

『『『『『『『『『『これが！　お母様が作り上げ、本機に与えられた最後のドレス！』』』』』』』』』』

　本物の月の女神ルインレーゼとなったエルフィーナは、全力でその力を行使する。




『『『『『『『『『『その名も！　最終決戦兵装ウエデイング・オプシヨンです！』』』』』』』』』』




　──ボディブローがルークの腹を突き破る。──ルインハンマーが隕いん石せきのように地面へと落された。──飛び膝ひざ蹴げりがクイーンの頭を潰す。──一六門ブラストカノンルイン・ポツトの一斉射が一〇〇匹の子団を灰にした。──高出力ブラストソールイン・カツターがルークの身体からだを両断する。──神速のワンツーがビショップの蛇腹に沈む。──可変式ブラストダガールイン・セイバーの一いつ閃せんがクイーン二匹の首を飛ばす。──一秒間の百連打が、迫っていた子団の津波を押し返した。──コークスクリューの衝撃が雌ナイトのボテ腹に突き刺さる。──高速回転するルインハットが、地面を走っていた子団の頭や上半身を引き裂いていく。──巨大雄ナイトがジャーマンスープレックスで地面に落とされる。──ブラスト銃剣ルイン・ブレスの最大照射が高原一体を焼き払う。

　──etc。──etc。──etc。

　実体を持った残像が一〇〇万体────一体戦力にしてエルフィーナ一機分となる。

　それは圧倒的・数の暴力も跳ね返す、奇跡の暴力。

　島中を覆う、紫色の瘴しよう気きが掻かき消きえていく。太陽の光が差し込み始めた。

　エルフィーナは放った鋼鉄のブーケを再びキャッチする。

　ＭＩ01目標に広がっていたマリスは六五万匹。

　ポーンもルークも、雄ナイトも雌ナイトも、有翼ポーンも有翼ルークも、ビショップも陸上クイーンも海上クイーンも飛行クイーンもまるごと、漏れなく、全部まとめて。




　エルフィーナは一撃の下に完殺していた。




「[image: ]────ごっはっ！」

　コックピットのエイルンが激しく吐血する。吐いた血は一瞬で光の粒子に変わった。続いて右目に激痛が走る。エイルンは目を押さえて絶叫した。

『ムッシュ！　どうなさいましたか！』

　エイルンは直感的に左の瞼まぶたを閉じる。

　血の涙を流す右目──視界は真っ暗で何も見えなかった。

（右目、が）

　エイルンを怖おじ気けが襲う。かつてのツルギの話を思い出す。




《もし、間違って燃焼限界を超えでもしたら、アンタの身体からだは溶けてエネルギーに分解される……消えちゃうのよ？　ローソクの火みたいに》




　エイルンは蝋ろう燭そくのように揺らめく右腕を睨にらんだ。

（こういう、ことかっ）

　今度は右胸に激痛が走る。エイルンは堪たまらず吐血した。まき散らされた血も光の粒子に分解され、コックピットに吸い込まれる。

「たたがえ！　だたかうんだっ」

　口端から血の泡を出し、胸を押さえてエイルンは命令する。

　今度は突然、頭を押さえた。エイルンの脳裏を勝手に映像が流れていく。

（江え藤とう、オルソン……それに、亜あ賀が沼ぬま？）

　スター小隊の三人だった。

　──初めて絡まれたときのこと。──限界ギリギリの特訓を彼らに強いたこと。──立派に彼らが機兵部をまとめ上げていった、その軌跡。

　三人との思い出が早送りするように脳内を走っていった。

　次の瞬間、爆発を間近でみたように視界が真っ白に塗りつぶされる。

「ぐあああぁ！」

　エイルンは思わず、顔面を両手で覆った。

『ムッシュ！　応答を！　ムッシュ！』

　エイルンの視界が開けていく。眉をひそめ、血を吐きながら一人零こぼす。

「今の、彼らは？」

　エイルンを襲う異変は、痛苦だけに留とどまらなかった。

「亜賀沼とは……誰だ？」

　エイルンの記憶から、亜賀沼大だい地ち・前まえ田だオルソン・江藤山やま武たけ……三人分の記憶が綺き麗れいに抜け落ちていた。







　同時刻──アカツキ・ブリッジ。

　メインモニターにはＭＩ01目標の戦域マップが広がっている。

　島の全域に広がっていた赤マーカー。それが一斉に×マークに切り替わっていた。

　茜あかねが目を回す思いで、撃破カウンターを見る。

「五一万、五三万……六五万五四一体の子団、および……クイーンを撃破」

　震える声で戦果を報告。別のオペレーターも報告をした。

「使えなかったセンサー系、３Ｅから５Ｎまでが使用可能に……島全体を覆っていた瘴しよう気きが晴れていきます」

　紫し貴きは船首窓から、甲板に立っていたエルフィーナの残像を見る。

　エルフィーナの像は蜃しん気き楼ろうのように消え始めていた。大戦果なのに胸が晴れない。

　直感的に……嫌な予感がしていた。紫貴は小さな声で呟つぶやく。

「エイルン？」

「エイルンさんの！　エルフィーナの映像を映してください！」

　茜もまた、嫌な予感がしていた。田た中なかがメインモニターの映像を切り替える。




　其そ処こには史上最強の生物を張り倒す、鋼鉄の花嫁の姿があった。




　マリスを駆逐した島で、エルフィーナとアリスのラストバトルが繰り広げられる。

　四本腕のアリスがエルフィーナに飛び掛かった。エルフィーナから学び取った右ストレートが放はなたれる。エルフィーナの美しい顔を潰そうとした。

　花嫁のグローブに包まれた右手が拳こぶしを止める。指がアリスの拳に沈み、血が弾はじけた。

　アリスが吠ほえる。エルフィーナの手を放そうと、左手とわき腹の副腕でエルフィーナの手を外そうとした。しかし、花嫁の指はビクともしない。それどころか、アリスの右拳をクルミみたいに砕いた。再び、アリスから咆ほう哮こうが上がる。

「何な故ぜ！　何故だ！」

　アリスは砕かれた右手を上げて叫ぶ。

「何故、おまえには……恐怖がない!?」

　進化できないことへの戸惑いだった。恐怖を喰くえば喰うほどキングは強くなる。

　相対する敵が強ければ強いほど、更にその力を増していく。しかし、キングの成長は止まったままだ。何故か？

『その種の感情プログラムが作動、志向するのは────ただ、お一人のみ！』

　アリスの横っ面に再び拳がめり込む。エルフィーナのショートアッパーが炸さく裂れつした。

『私の心は常に、あの人だけに向けられているっ』

　返り血がエルフィーナの美貌を汚す。アリスの腹にトンと、紅あかい拳が当てられた。




　怒りのワン・インチ・パンチ────アリスがあまりの威力に悶もん絶ぜつする。




　──踏み割られた岩盤。──くの字に曲がった身体からだ。

　インパクトの瞬間、アリスの足元から毛細血管のような模様が浮かび、腿ももまで伸びた。

　スカートがカーテンみたいに舞う。白のガーターベルトが覗のぞいた。

『終わりなさい！』

　プリンセススカートからヒールが飛び出す。アリスの顔面に蹴りが刺さった。またそのとき、アリスの身体に毛細血管のような模様が浮かぶ。その血管模様は光っていた。

「おまえは今！　何をしている！」

　アリスの身体に浮かぶ、血管模様は緑色に発光していた。

　エルフィーナが息を止めるように口を噤つぐむ。ハンマーを振り下ろすように右拳こぶしを落とす。振り降ろした拳がアリスの頭蓋を割った。アリスの血管模様がまた光る。

『あなたの本体を────引きずり出しているのです！』

　エルフィーナが拳を叩たたきこむ度、地面から水を吸い上げるように、アリスの血管模様が光っていた。

　エルフィーナは今、アリスの時間を戻しているのだ。

　今のエルフィーナは自機がもたらす事象結果を意図的に改かい竄ざんすることができる。

　その機能を使い、大地に溶けたアリスの本体を、今、殴っているこの身体の中へと戻していた……アリスがＭＩ01目標と同化する前の状態まで。

　今度こそ、確実に殴り殺すために。

　往復ビンタが凄すさまじい音を鳴らした。スカートの裾を持ち、ドロップキックをお見舞いする。アリスが焦土の上を吹っ飛んだ。

　エルフィーナがヒールを踏み出す。一歩歩いただけで、真っ黒に汚れたドレスが、染み一つ無くなる。カードを裏返すみたいに血ち糊のりが消え去っていた。

『一分でも一秒でも一瞬でも早く！』

　花嫁がはしたなく地面を駆け出す。バウンドしたアリスの身体を追いかけた。

『ムッシュの命の灯ともし火びが消えてしまう前に！』

　泣きながらアリスの両足首を捕まえる。赤のヒールが地面に大仰な引ひっ掻かき傷きずを作る。

　エルフィーナはアリスの身体を大岩に叩きつける。

　エルフィーナが力を行使する度に、エイルンの苦しむ声が上がっていた。

『ぐあああぁ！』

　エルフィーナが天高く右手を上げる。

『ルインっ、ウイップ！』

　宙を浮かんでいたブーケから鋼鉄の茨いばらが伸びた。鞭むちの柄が花嫁の手に納まる。宙の花束からは棘いばらが何十本も伸びていた。

　エルフィーナはブーケ改め、モーニングスターを振り下ろす。

『ハァ！』

　棘鉄球がアリスの顔面を削る。鞭がその首を絡み取り、山肌に叩たたきつけた。今度は足元に叩き寄せる。ヒールを振り上げ、二〇〇にも及ぶ蹴りを叩きこむ。

『ぐぅうう！』

　中のエイルンから悲鳴や唸うなり声ごえが上がる。エルフィーナは泣きながら、一秒間に一〇〇〇を超す猛攻を、アリスに浴びせ続けた。

（誰かに寄り添う気持ちの五〇パーセントでいいから！　私はあなたに、自分を愛して欲しかった！）

　エルフィーナが唇くちびるを震わせる。腰を軸に回転……ボディブローが深々とアリスの腹に刺さった。アリスが唾を飛ばして悶もん絶ぜつする。

『分かりますか！　私の愛する人の怒りが！　叫びが！』

　モーニングスターが変形──今度は一輪の薔ば薇らに変わった。

　エルフィーナが薔薇を横向きに咥くわえる。ドレスの裾を摘つまみ、ステップを踏んだ。

　瞬間、エルフィーナの像が花嫁の身体からだから飛び出す。アリスの腹にもう一発、ボディブローが食らわせられた。

　エルフィーナは薔薇を咥えたまま、フラメンコのようなステップを踏み始める。

「ぐ！　ぼ！　ご！　げ！　が！　ごふ！」

　エルフィーナの像が殴っては消え、蹴っては消え、投げては消えていく……。光の残像が織りなす、連撃のイリュージョンだ。花嫁のステップがトリガーになっていた。

　ウエディングドレスの裾が舞う。時に手を叩き、ステップの連打が地面を割る。

　月の女神による、愛と怒りと悲しみのフラメンコ。

（あなたがかつて、弱い立場にあったことは知っている！）

　それはエイルンが、小さいエルフィーナにまだ会う前のこと。

　貧しい身の上で軍を志願し。貴族たちのやっかみや嫌がらせに耐えながらも、軍学校では独力で首席の座に昇りつめた。

　ツルギとエイルンの関係を見て、ルインレーゼ伝説に似ていると思った。

　容姿、身分、全すべてを兼ね備えた大天才──ルインレーゼのようだった母。

　何も持たないけれども、彼女の傍そばにあることを望んだ軍人──羊飼いのような彼。

（きっとあなたは、人の痛みを自分の痛みに同化させてしまう！　なんて非合理で非生産的な感受性プログラム！）

　エルフィーナの目尻からマシンオイルが溢あふれては零こぼれる。一際、激しいステップが岩盤を割った。エルフィーナの像が三体、飛びかかるようにアリスの顔面に拳こぶしを突き立てた。

『それでも私は！　損で、馬鹿で、聞き分けのないこの方のことを！』

　鋼鉄の花嫁が踊りを止やめる。右手のげんこつを固く、固く握り締めた。

　血だるまにして、なお許せない敵に──

『愛いとおしいと！　思っている！』

　力任せのぶん殴り。アリスの後頭部が地面に叩たたきつけられ、岩盤を割った。

（ムッシュ、本機が唯一シートを許した、たった一人のダンスパートナー！）

　アリスは手も足も出ない。

　嵐すら生ぬるいの猛攻の中……不可解な点にずっと意識が行っていた。アリスは途中から抵抗らしい動きを見せなかった。

　地面から水が流れ込んでくるように、凄すごい勢いで血管模様が発光し続けている。

　アリスは殴られながら聞いた。

「……ツヨイノニ、なぜ泣いて、いる？」

　アリスの口元に拳が沈む。牙がへし折れて何本も舞った。

『痛いでしょう、化け物。あのお方が命を燃やして生成されるこの拳は』

　エルフィーナは決して殴るのを止めない。

『ルインハンマー、Ver.シルバープレス！』

　右の花嫁グローブに幾何学模様のプログラム言語が螺ら旋せん状じように走った。額のティアラが飛ぶように装着される。右拳に『銀のメリケンサック』がはめられた。

『でも私の自律思考回路は今！　貴様の四〇〇〇〇〇〇〇〇パーセントっ……痛い！』

　メリケンの嵌はめた豪撃がアリスの分厚い胸板に沈む。

　拳の接触面に虹の光の奔流が起こった。アリスの上半身の外皮が完全に砕け散る。

　既に、血管模様の発光は止まっていた。エネルギーが枯渇したように、ＭＩ01目標全土の木々は枯れ果て、水という水が干からびていた。

『ムッシュ。最後のナンバーですっ、どうか……目を逸そらさぬよう！』

　泣きながら首元のブローチに手を添える。すぐにエイルンからか細い返事がきた。

『い……け』

　エイルンとエルフィーナは武踏に終幕を下ろす。

『【ルインレーゼ・エンゲージメント】を展開します』

　エルフィーナが左の拳を天高く上げる。勝利を宣言するように。

　プリンセススカートの裾が背部にジョイント、変形していく。エルフィーナの背中に、大きな白と赤のバラが一輪咲いた。

　エルフィーナはガーターベルトに覆われた美脚を露あらわにする。

　この拳は、星すら砕いて見せた勇者の────否、二人の拳。

『ルイン・ウィール……無限大回転インフイニツト・ローテーシヨン！　ムーンシェル、臨界点リミツトレベル！』

　エルフィーナの胸元──コスモフィリアを搭載する主機関【ルイン・ウィール】の回転数が速まる。暖炉のように暖かな光が、より強くなった。

「コスモ、フィリア……最後の、輝きを、見せろ！」

　コックピットのエイルンが自分の胸を押さえる。灼しやく熱ねつ地獄のコックピットの中、エイルンの左胸は更に紅あかく燃え出す。

『展開完了！　どうか……どうか、この拳こぶしに彼の、信念ワガママが──っ』

『願わくば、この拳に、月の女神ルインレーゼの加護オモイがっ』

『そしてっ！　わたしたちの愛が宿らんことをぉ！』

　エルフィーナの慟どう哭こくが上がった。天高く上げた左拳から青色の粒子が上がる。一つ一つが蛍の灯あかりに似ていた。背部のバラが高速回転を始める。

　エルフィーナは虹色の帯を引き連れ、ＭＩ01目標を飛ひ翔しようした。

　振り上げられる左拳──薬指の指輪から伸びる虹──を抱え、エルフィーナが弾丸の速さでアリスに肉薄する。対し、立ち上がったアリスは棒立ちとなっていた。

「そうか。それが……其そが、抗あらがってきた理由」

『「月の女神ルインレーゼの名のもとにぃ！」』

　アリスは動かない。近寄ってくる強敵の姿を、その目に焼き付けていた。

　今は……最後の瞬と間きまで、ただ見ていたかった。

「生への渇望」

　インパクト──エルフィーナの光の左拳が、アリスの胸板に沈んでいく。




『「星に還かえれぇえぇええええええええぇ！」』




「死を恐れぬ我らが勝てぬのも道理」

　アリスの身体からだが白い光に包まれる。拳の接触面から崩壊が始まっていく。身体を構成する要素が分子レベルにまで分解され、白に染まり征ゆく。

「あと…………死とは綺き麗れいなのだな」

　エルフィーナの姿を見てアリスは呟つぶやく。魔神を象かたどる顔は、慈愛に溢あふれた面相へと変わっていた。

　巻き起こる女神の弾劾──アリスの身体がＭＩ01目標の大地を抉えぐっていく。

　天まで届く水柱を立て続け……アリスは地平線の彼方かなたまで飛ばされた。

『これが、お母さまが託し、ムッシュの愛した……ルインレーゼわたくしです』

　エンゲージリングの輝きが収まる。エルフィーナはゆっくりと姿勢を正した。金色の髪が、次第にクリーム色に戻っていく。舞踏会は静かに幕を降ろした。

　こうして、マリスとの戦史に終止符を打った【エイルンアタック】は終わる。

　世界を蝕むしばんでいたマリスの群生地・ＭＩ01目標は、地球上から消滅。

　しかし、その代償に人々は、掛け替えのない隣人を失う。

　その献身を世界は称たたえた。その犠牲を尊び、悲しむ国もあった。

　でも。




　どれだけ涙を流そうと、子供たちの愛した彼は──────もう帰ってはこなかった。






エピローグ









　日本・四国。

　そこは高知市にある、総合病院の集中治療室ＩＣＵだ。人工呼吸器、生体情報をモニタリングするベッドサイドモニターなど、医療機器群がベッドを囲んでいる。

　そこで一人の少年が眠っている。

　真っ暗な視界に白が混じる。数度の瞬まばたきの後、白い天井が広がった。

「お、れ……は」

　少年・エイルン＝バザットが目を覚ます。右目に包帯。確認するように上げた右手の手首にも包帯が巻かれていた。

『傷に障ります。今はまだ寝ていてくださいませ』

　右隣から聞き慣れた声がした。エイルンは首を少し曲げる。ガールズボディ状態のエルフィーナこと、チビフィーナがいた。

　エイルンは先の激闘を思い出す。謝罪と感謝の意を込め、その手を彼女の頬ほおに伸ばした。チビフィーナは手を受け取る。愛いとおしそうに頬ずりをした。

『またお話しすることが叶かない、嬉うれしゅうございます。ムッシュ』

「俺もだよ。今回もまた無む茶ちやに付き合わせてしまったな」

『まったくです』

　幼女に似つかわしくない淑女の笑み。エイルンが苦笑するとチビフィーナはそっとエイルンの手をベッドに降ろした。

　チビフィーナは椅子から飛び下り、瞳からホログラフを映写する。それは電子カルテだ。

『幾つか質問をいたします』────

　術後の経過と、エイルンの容体を把握したチビフィーナは集中治療室ＩＣＵを出る。

　しばらく廊下を歩いてから通信回線を開いた。彼女の耳飾りが青く光る。

『プレジデント雷らい鳥ちよう。ムッシュが目を覚ましました』







　二日後──高知市・某総合病院。

　エイルンアタックが終了し、既に八日が経たとうとしていた。

　日本政府は大規模な救急医療作戦を展開する。四国全県と静岡県にある病院に要請を出し、エイルンアタックで負傷した兵たちの受け入れを完全補償で行っていた。

　アリスが死滅した時点で、世界二四一カ所に点在していたクイーンは、その活動を遅滞化。国連は不休のまま連合軍を再編、再稼働できた端からネイバーを現地に派遣した。

　サクラノツルギもまた、国連に協力する形で、クイーン討伐にネイバーを送り込んでいる。命令を出したのは生還を果たしたジン＝ナガトだった。

　救助されたエイルンコードの隊員たちは雷鳥の計らいで、松山の病院に搬送される。アカツキ・アリヤケの両艦も被害は甚大だった。

　作戦に従事した機兵部六一名、整備部四二名──うち一七名と二名、計一九名の隊員が名誉の殉職を遂げた。しかし、決死部隊として最前線に向かった特別作戦班は、全員生還を果たしていた。

　ロビーに集まるエイルンコードの隊員たち。待合椅子に座る雷鳥を取り囲む。

　セレン、葵あおい、紫し貴き、茜あかね、水す久く那な、マリーナ、柔じゆう呉ご、日向ひなた、大だい地ち・オルソン・山やま武たけ、田た中なか、月げつ下か、飛鳥あすか、武蔵むさし、そして、大和やまとが乗る車椅子を押す恋華レンフアだ。

　大和に至ってはドクターストップが出たが、本人が頑として譲らなかった。

　雷鳥が背を丸め、肩を落としている。まるで覇気がない。数日前に比べ、老けこんでしまったかのようだ。傍そばに立つチビフィーナが仲間たちにエイルンの容体を説明していた。

「ハハ。嘘うそだろ？　エルフィーナちゃん」

　山武が現実を受け入れられないように笑いを零こぼす。隣にいる大地は形相を歪ゆがめ、血が出るほど歯を噛かみ締しめていた。

　チビフィーナはエイルンの電子カルテを読み上げる。

「右眼球・視力ゼロ。左肺・全喪失。Ｔ４・Ｔ５胸椎節損傷による、胴体及び胴体下部の感覚喪失。Ｌ１腰椎損傷による麻ま痺ひと歩行不全。左握力、四キロに低下。その他、味覚障害や、背面筋肉がまれに動かせない場合も。他には──」

「腰椎、損傷って……」

　日向ひなたは顔を青くする。堪たまらず、柔じゆう呉ごの胸で泣きだした。かつて自分も医師から宣告されたことがある。エイルンの怪け我がが絶望的なものだと誰よりも正確に分かった。

　頬ほおにガーゼを付けた月げつ下かが腕を震わせる。チビフィーナに近付き「見せろ！」と電子カルテを取り上げた。

「なんだい、こりゃあ？」

　月下が見たのはエイルンのＸ線写真──人骨や肺など、所々に欠損が見受けられた。

「……ムッシュはコスモフィリアの燃焼で溶解、ウエディングドレスによってエネルギーに分解されかけました。今、ムッシュが存命しているのは奇跡以外の何物でも在りません」

「どういう、ことなの？　エルフィーナ」

　紫し貴きが声を震わせて聞く。

「だって……だって！　エイルンはコスモフィリアを三基持ってて！　設定では！」

『ウエディングドレスに積まれた補助のコスモフィリアが稼働しなかったのです。ムッシュは自身に埋め込まれたコスモフィリアの燃焼限界値を突破させ……』

　チビフィーナは辛つらそうに目を閉じ『ドレスを起動させたのです』と、締めた。

「じゃあ、隊長の言っていた最後の手段って……」

　葵あおいは思い出す。かつて隊員たちは、エイルンにウエディングドレスを強制的に起動できないのか質問したことがあった。




《それは……本当に手が無いときの、いわば最終手段のようなものなんだ。俺としても、使うのは極力避けたい》




　葵は涙を溜ためて棒立ちになる。溢あふれた涙が床の上に何滴も落ちていった。

「そういう、意味だったんだ」

　紫貴が床にへたり込む。現実を受け入れられないように首を横に振り始めた。

「溶けかけのロウソクが再び冷えて固まり、人の形をしている……とでも、言えば伝わりますでしょうか」

　声を落としてチビフィーナが言う。それから、救いのない現実を話し始めた────

　セレンはチビフィーナの話を聞く間、ずっと目を見開いていた。

　どこか知らない、遠い国の出来事のようで。実感がまるで湧いてこなかった。

「うそ」

『嘘うそではございません。現実をお受け止めになってください。プリンセスセレン』

　エルフィーナの口が淡々と動く。隊員たちには虚無感と絶望が広がっていった。

　セレンは突如、ロビーから駆け出す。

「セレン！」

　葵あおいが思わず呼び止める。セレンは制止を聞かず、特別棟の方へと駆けて行った。




「夏なつ樹き！」

　息を切らしてセレンが階段を上っていく。

「夏樹！　夏樹！」

　廊下を走り、走り続け……セレンはエイルンの病室を目指す。

　表札に日本語で書いてある『エイルン＝バザット』の文字。セレンがその病室の引き戸を勢いよく開けた。

「夏樹！」

　飛び込んできたセレンと、エイルンの視線が合致する。

　エイルンの左目が大きく開く。右目や額、全身が包帯だらけだった。数秒の睨にらめっこを経て……エイルンは朗らかに笑う。

「夏樹、生きてた。夏、樹ぃ」

　その、何度も見てきた表情を見て、セレンに安あん堵どが込み上げる。セレンは泣くのを堪こらえながらベッドに歩み寄る。いつもの如く、エイルンの裾を摘つまんで引いた……しかし。

「なつき？」

　エイルンが怪け訝げんそうに放はなった一言……セレンに絶大な悪寒が走る。




「あの、病室を間違えていませんか？」




　セレンは忘我のまま立ち尽くす。思わず病院着の裾も放していた。

「夏樹。その冗談、ぜんぜんおもしろくない」

　エイルンはキョトンとなる。それからクスッと笑った。その顔を見てセレンの心が一瞬、浮上する。しかし────次の一言で、セレンの心は絶望の淵ふちへと落とされた。




「初めまして。俺はエイルン＝バザット……君は誰だい？」




　セレンが目を大きく見開く。打ちのめされるように一歩、二歩と後ずさった。

《ムッシュが払った代償は有形のものだけではありません》

　先ほどチビフィーナが話していたこと。

《まだ調査中ですが、無形の……脳内情報にも多くの欠損が見受けられたのです》

　彼女の言葉の意味するところを、セレンは身を以もつて理解する。

　足が震え、呼吸が乱れ始める。セレンの頭は真っ白になっていた。体重を支えきれなくなり、床にへたり込む。




《失われた脳内情報とは……皆さまとの記憶でした》




　ロビーではチビフィーナの悲しい事実報告が続けられていた。

『もう、皆さまを愛し、皆さまが愛したエイルン＝バザットはおりません』

　チビフィーナは言葉を出す度に、彼らを鈍器で殴っているような錯覚に襲われた。

『ムッシュはもう……私と、お母様に関することしか覚えておりませんでした』

　水滴が落ち、波紋が広がったように静寂が渡る。居合わせた面々の表情は凍りついていた。やがて──

「うああぁあああああああああぁあああ！」

　まず大だい地ちが吠ほえるように泣きだした。床に頭を叩たたきつけ、血が出ても止やめようとしなかった。そんな大地に被かぶさって、山やま武たけとオルソンが声を上げて泣いた。

　紫し貴きは嘔おう吐とを催し、水道まで走りだす。葵あおいは目の焦点を失い、沈むように椅子にかけた。

　大和やまとは車椅子の上で放心し、恋華レンフアが彼の頭を抱きしめていた。

　日向ひなたは柔じゆう呉ごの胸の中で声を殺して泣く。柔呉もまた、顔をくしゃくしゃにして泣き出した。茜あかねは話の途中からずっと泣いていた。ハンカチで止まらない涙を拭く。しかし、堰せきを切ったように大声で泣き始める。

　話を聞いていたのか、聞いていなかったのか。飛鳥あすかは表情を崩さず、自販機に行くと──

「っぐ！」

　自販機を思い切り蹴飛ばした。何度も何度も……呻うめき声ごえをあげて。泣いてなるものか、と自販機に八つ当たりし続けた。

　水す久く那なは外の雨に当たっていた。空を仰ぐ瞳の色は曇天と全く同じ色。

　そんな彼の隣にマリーナがやってくる。彼女もまた、無言で一緒に雨を浴びた。

　武蔵むさしが雷らい鳥ちようの隣に座り、肩に腕を回している。雷鳥は一言、しゃがれた声を零こぼした。

「全部、私の責任だ」

　それを聞くや、月げつ下かの義手が壁にめり込んだ。

「私たち……全員の、責任だろうがっ」

　ここにいる誰もがちゃんと理解している。自分たちの、この世界を生きる人々の弱さの代ツ償ケを、彼はたった一人で払ったのだ。

　本来は無関係な、異世界からの善良な旅人を────闘いに引きずり込み、犠牲になってもらった。誰がどう言い繕おうと、それが変えられない真実。




　チビフィーナは最後、冷たい現実を彼らに宣告した。




『ムッシュの余命は……もってあと一年です』


Ｆｉｎ








あとがき






「俺、この企画が通ったら……お見合いするんだ（ネタじゃないよ！）」

　という切実な事情から、最近、担当さまと次回作を練り始めた東あずま龍りゆう乃の助すけです。

　読者の皆々様、お久しぶりです！　風邪などは引いておりませぬか？

　初めてこのシリーズの本を開かれたという方。どうか一巻だけ！　試しに一巻だけ読んでいただけたら、ついでにご報告のお手紙も！　宛先は巻末に！

　さて。人生には岐路というものがあるらしく、今年の東はまさにそんな感じでした。

　おそらく、一生忘れられない一年になったかと思います。

　何があったかというと……転職することになりました（笑）

　いやはや。一〇年続けた仕事を辞めることになるとは夢にも思わず。まるでエイルンが完結する、このタイミングを見計らったかのような運命的なものを感じました。




　ということで次巻、ファイナル！




　謝辞に。

　担当さま──初耳かと思いますが、そういうことなのでお願いします。東が結婚できるかは担当さまの辣腕にかかってます。あと、９巻作業ありがとうございました！

　汐せき山やまさま──エルフィーナが美しいやらアトメントがカッコイイやらで９巻もありがとうございました！　最終巻もすごいのを期待しておりまする。

　校正さま・出版関係者さま──今回は刊行が遅れてしまい、申し訳ございませんでした。こうして無事に九冊目を出せます。まことにありがとうございました。

　そして読者さまに戻ります。帯にもあったと思いますが……




　みことあけみ先生によるコミカライズが[image: ][image: ]、堂々のスタートです！




　もう感無量です！　いつぞやのあとがきで書きましたが、東はもともと漫画原作者の志望でした。自分の物語が漫画になる……こいつぁすげぇ威力だぜ（号泣）

　人生とは不思議なものです。全部捨てて頑張っても、欲しいものは手に入らず。

　けど、諦めて全部捨てようとしたら、ポンと手に収まったりすることもあり……。

　今回の話も、思い描いてきた夢の一つだったので……本当に嬉うれしかったです。

　みこと先生が限界突破してやり遂げてくれましたので、どうか多くの人に読んでいただけたらなと、望んで止みません。

　さて。衝撃のラストになった九巻ではありましたがお楽しみいただけたでしょうか？

　できましたら、このまま最後まで追っていただければと思います。

「このシリーズを読んできて良かったな」と思っていただけるようなフィナーレを飾るべく！　最後まで心を全裸に、全速力で突っ走る所存です。

　やばい……書き増し小細工もそろそろ限界だぜ。ネタ！　あと、ネタはないか!?




　あ……二作目も【ロボモノ】をやることになりそうです！




　まったくＭＦ文庫Ｊさんの懐の深さには脱帽ですよ～。ラノベで鬼門とされているロボをまた書かせてくれそうな雰囲気を匂わせているのですから！（※あとがき執筆時点）

　東あずまがお見合いできるかどうかは、二作目にかかってますのでこちらも全力投球です。

　しかし、未婚ネタをシリーズ終了間際まで引っ張ることになるとか、誰が想像するでしょうか？　なんかもう「このまま最後まで行っちゃえ～！」的な東龍りゆう乃の助すけでいたいです。

　ふぅ……今回はあとがき、いっぱい書かせてもらえて幸せでした。

　東が読者の方と触れ合えるのはあとがきくらいですので。

　でわでわ！　最後まで一筆入魂！　一人でも多くの人に夢・希望・感動・元気を与えられるよう、努力・精進してまいります！

　それでは皆さん、最終巻でお会いしましょうね！


平成三〇年一一月
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